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    人物紹介


    



    王おう子じ


    金きん髪ぱつ碧へき眼がんの好男子。麗うるわしき超常の美を持つ。


    



    鳶とび丸まる


    王子と共に旅をする童わらべ。王子に惚れている。


    



    暈かさ魔ま蛾が彩あや


    盗賊団の首領。忍法を用いるのが得意。


    



    寂じやく邨そん


    鳶丸が身を置く廃寺の住職。逞たくましき益ます荒ら男お。


    



    真ま壁かべ弾だん正じよう


    岐き賀が城の領主。鬼真壁の異名を持つ。


    



    姫ひめ


    王子の想い人。国を追われ日本に落ち延びた。


    



    綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ


    真壁弾正のもとに仕える謎の妖剣士。

  



  
    序章　王子前夜


    



    　空は哭なき、地は痩やせ、人心は乱れていた。


    　日が照れば大地を焼き、田畑を干ひからびさせ、日が沈めば霜が降り、作物を凍らせた。


    　強風は家々をなぎ倒し、豪雨は堤つつみを破り、河川を氾はん濫らんさせる。


    　大量に発生する鴉からす、蝗いなご、鼠ねずみの群れは、僅わずかな収穫までも齧かじり尽くしてゆく。……そればかりではない。連中は、村々に疫病をふりまく病魔にも変ずるのだ。


    　本来、民を守り助けるはずの領主は、戦いくさに明け暮れ兵役や重税を課す。


    　戦となれば民家は焼かれ、騎馬が田畑を踏みにじっていく。


    　野山には、戦死した侍、餓死した農民の屍しかばねが弔とむらわれることもなく累るい々るいと転がり、それが害獣、害虫、害鳥の発生を助長する。


    　終わることなく続く戦乱に、民は飽あき、絶望していた。


    　この世は、まさに地獄であった。


    　夜。


    　一日の労働が終わり、民らは、寒々とした星空を見上げる。


    　なんと皮肉にも美しく輝く夜空か！


    　地は、これほどまでに乱れているというのに、星界のなんと美しいことだろう！


    　おお神仏よ。


    　慈悲の心あるならば聞き届けたまえ。


    　今いま更さら、救いなど求めは致しませぬ。


    　我々に安らかな死を！


    　そして、輝く天界へと導き入れたまえ！


    　…………。


    　…………。


    　銀河は、その願いを聞いているのかいないのか、ただ瞬またたき続けるばかりである。


    　民らは、溜ため息いきを吐つき、変わることのない明日の辛苦のため床とこに入るのであった。


    　……が、その日、民らが寝静まった頃である。


    　初めて天が、民らの声に応えるように変化を起こした。


    　東天に一ひと際きわ強く輝く妖よう星せいが流れた。


    　その星は、乱れたこの世を正すため、神が大地に放った一いつ閃せんの矢のようであった。


    　民らは、まだ知らぬ。


    　その流星こそ、この地獄に〈王子〉が降こう臨りんしたことを告げる光であるということを！

  



  
    第一章　王子出現


    



    （天女かな……？）


    　鳶とび丸まるが、その美しい人物を発見し、はじめに心に浮かんだのはそんな言葉だった。


    　天女、というのは間違いだろう。なぜならばその人物は、明らかに女性ではなく男性だったからだ。だが、鳶丸は、こんなにも美しい人物を表わす言葉をほかに、知らなかった。


    （天女でないなら……天男？）


    　そんな言葉、聞いたことがない。鳶丸は十三歳になったばかりの栗り鼠すに似た童顔をしかめる。


    （天人……？）


    　そんな言葉が適切なような気がした。


    　年の頃は、十代後半か二十を少し過ぎたくらいだろうか？


    　その人物は、眠っているようだった。


    　輝くような黄金こがね色いろの髪。このような色の毛髪は初めて目にした。細くきりりとした眉まゆも同じ色である。鼻が高く、顎あごが細い。肌が雪のように白く、人形のようだ。目、鼻、口のつくりが綺き麗れいに対称で、整っている。歪ゆがみが全くない。あまりに整いすぎているため、中性的に見えた。が、決して軟弱には見えない。その顔つきは、帝たい釈しやく天てん像のように精せい悍かんで、凜り々りしかった。


    　純白の合かつ羽ぱのようなものを羽織っている。その下には、鮮あざやかな蒼あお色いろの装束。膝ひざ上うえまでしか裾すそのない袴はかま（？）は、酸漿ほおずきのように丸く膨ふくらんでいて、珍妙に見えた。そこから伸びるすらりとした脚には、肌にぴったりと密着した白い布のようなものを穿はいている。足には草鞋わらじでも草履ぞうりでもない履はき物もの。爪つま先さきから膝下ぐらいまでをすっぽりと覆おおう革製のそれは、貴人が使用している「沓くつ」というものに似ている。その沓にも、合羽にも装束にも、華やかな金きん糸しの刺し繍しゆうがしてあり、とても高価そうに見えた。


    　だが、青年の装身具の中で最も高価そうなのは、その頭上にちょこんとのった純金製と思われる冠かんむりだろう。髪飾りのように小さなそれは、無数の宝石が埋め込まれてある。きらきらと光って、まるで頭に星空をのせているようだ。


    　腰には、異様に細い刀が差してある。柄つかや[image: ]さや、鍔つばには、木のつるを模した銀色の装飾がしてあった。このような装飾のされた刀は、明らかにこの国のものではない。


    　格好だけ見れば旅芸人のようだが、芸人たちの着ている、極彩色のけばけばしい装束とは気品の点で全く違っていた。青年は、華美としか言いようのないこの格好を嫌いや味みなく、自然に着こなしているのである。


    （この人は、とても身分の高い人だ）


    　自然、そう思えた。


    （侍？）


    　……ではないだろう。腰の細い刀から一瞬そう思ったが、馬上からいばり散らし、暴力的に年ねん貢ぐを搾さく取しゆしてゆく武士たちとは、身に纏まとった雰囲気が全く違う。


    （公家？）


    　それも違う気がした。公家などよりも、もっと高貴で、気高い存在だ。この気高さは、育ちで身につくものではないだろう。


    　公家や武士、自分たち農民が何度生まれ変わったところで、こうはならない。魂そのものが、自分たちとは違う上質なもののように感じられた。


    　とにかくそんな、この世のものとは思えぬほど美しい人物が、仰あお向むけに倒れていたのである。


    　おりしも鳶とび丸まるは、荒野の向こうにある竹林に竹を刈りに行く途中であった。地味で、辺へん鄙ぴで、見渡せるものといえば、遠くに見える山とか、ぽつぽつ生はえた枯れ木くらいしかない薄すすき野原。本来なら、こんな貴族的な人物が倒れているのは似つかわしくない。


    　だが不思議と、鳶丸はそこになんの違和感も感じなかった。


    　なぜならば、鳶丸がこの人物を発見した瞬間、荒涼とした薄野原が地平線まで広がる花畑に変じたのではないかと錯さつ覚かくしたからだ。若者の美び貌ぼうは、この広大な荒野一帯を変へん貌ぼうさせかねぬほどの影響力を持っていたのだ。


    　鳶丸は、その若者に魅せられたまま、その美貌をただただ見つめ続けていた。


    （生きてるのかな？）


    　その若者は、そう疑ってしまうほど、作り物のように美しかった。だが、紛まがうことなくこの若者は、生き物である。その胸は、寝息に合わせ、微かすかに上下している。


    　ふいに、その美青年が、悩ましげな眉まゆ根ねを寄せて、口元より軽く声を発した。


    「うう……」


    　その声のなんと甘美な響き！


    　若者の白鳥のような喉のどの奥には、極楽の楽団が潜ひそんでいるのではないかと思われた。


    　鳶丸の小さく痩やせた胸が高鳴り、紅潮した頬ほおが、火が出るほど熱くなる。


    （な……なんでだろ。おいら、胸がどきどきするぞ……）


    　この眠れる美男子を連れ去って自分一人の愛あい玩がん物ぶつとしてしまいたい！


    　そんな怪けしからぬ想いが、純朴な鳶丸少年の心に浮かんでしまう。


    （ダメだ！　この人にそんな邪よこしまな想いを抱いちゃダメだ！　だってこの人は、自分のような下げ賤せんな子供が薄汚い手で触れてはいけない……そんな神聖な人に決まってるんだから！）


    　鳶丸は、どきどきと痛むように動どう悸きする胸をぎゅっと押さえ、身み悶もだえた。


    　この美青年を見つめている時間のなんと幸福で、夢のようであることか。できることならば、この時間が永久に続けばいいのに。そう思った矢先である。


    　鳶丸の背後より彼の夢見心地をぶち壊す、実に無ぶ粋すいな声が響いた。


    「ぐえっへっへっへっ。可愛かわい子こちゃーん。こんなところで何をしてるんでちゅかぁ」


    　はっとして鳶とび丸まるが振り向くと、いつの間にかそこに浪ろう人にん風の男が三人、立っていた。


    　汚らしい小こ袖そでの上にぼろぼろの胴当てを着けている。一人は、背中に長大な野の太だ刀ちを斜めに差し、一人は、鉤かぎ槍やりを持ち、一人は、先端に鉄輪のついた六角棒を握っている。みな、不格好に肥満し、図体ばかりがやたらでかく、にやにやと汚らしい笑みを浮かべている。


    （盗とう賊ぞく！）


    　鳶丸は、咄とつ嗟さに飛び退のいた。


    　世は弱肉強食の戦国時代である。毎年のように、どこかの小国が滅び、また新しい勢力が生まれてくる。戦いくさに敗れ、主家を失った浪人たちは、何十万という数になる。


    　そういった者たちの多くは、盗賊に成り下がり、村落や旅商人を襲おそって略りやく奪だつの限りをつくす。


    　この連中は、そういう盗賊化した浪人の類たぐいであろう。今、野山には、こういった連中が[image: ]あふれている。当然、この連中の目的も略奪に違いない。


    （くそっ。油断した！）


    　いつもならば、こんな連中の接近を許す鳶丸ではない。不ふ穏おんな気配を察したら、すぐに逃げるか身を隠す。だが今日は、美青年に見み惚とれていたため、つい油断した。


    　鳶丸は、腰の鉈なたを抜いて身構える。竹を切るために持ってきたものだ。武器と呼べるものは、これぐらいしかない。三人の武装した大人相手には、なんとも心許ない。


    （なんて醜みにくいやつらだ）


    　馬ば糞ふんに小便をひっかけて、ねちねち練って、狒ひ々ひとか蝦が蟇まとか蛸たことかの形に乱暴に造形したような悪あく相そう。醜悪さもここまでくれば妖よう怪かい的だ。そんな浪人どもが、虫歯だらけの口の端から涎よだれを垂れ流し、へらへら笑いながら、鳶丸に迫ってくるのだ。


    　鳶丸は、その醜さに眩暈めまいを覚えながらも、じりじりと後あと退ずさる。


    　身に迫る危険に、鉈を握る手が震ふるえた。浪人の一人が、うへへと下げ卑びた笑い声を漏もらす。


    「きゃーわいぃぃー！　震えてるぅぅん」


    「だぁいじょぉうぶん。お前みたいなガキんちょが金目のもの持ってるなんて思ってなぁいよ」


    「だから殺して身ぐるみ剝はいだりなんか絶対ちまちぇんからねぇ」


    「そのかわり、引っ攫さらっていって売り飛ばすけどねぇぇ。お前みたいな可愛子ちゃんは、高く売れるからねぇぇぇ」


    　ぐえっぐえっぐえっ、と浪人たちは牛うし蛙がえるみたいに笑った。


    「あぁれぇ？」


    　ふと、浪人の視線が、鳶丸の足元に落ちた。そこには、例の眠れる美青年。


    「うっほっほっほぉ。いるじゃーん。身ぐるみ剝がしがいのありそうなのがぁ」


    「綺き麗れいな顔してんじゃん。南なん蛮ばん人じんかぁ？」


    　浪ろう人にんが花畑を踏み散らすような無ぶ遠えん慮りよさで、美青年のほうにどすどすと近づいてくる。


    　それを見た鳶とび丸まるの身体からだが、弾かれたように動いた。


    「この人に近寄るな！」


    　気がつくと、鳶丸は、浪人たちに、鉈なたを向けていた。


    「この人は、おまえらみたいな下げ種すが触れていい人じゃないんだ！」


    　そんな言葉が、違和感なく口をついて出た。


    　いつの間にか、鳶丸の中で、この眠れる若者は神聖な存在になっていたのだ。たったさっき出会ったばかりの人物にそれほどの想いを抱いだくというのは奇妙だが、この若者の言い知れぬ魅力がそうさせたとしか言いようがない。


    （こんなやつらに、この人を汚けがしてほしくない。視線を向けるのも、同じ空気を吸うのも、心に思い描くのも許しがたい！）


    　それほど強い思いが、鳶丸を勇ゆう敢かんにしていた。が、勇敢さだけでどうなるものでもない。


    「うへへへぇ。この人に近づくとどうなるんだぁ？　あぁん？」


    「下種くんたちが、近づいちゃーうぞっと」


    　向けられた鉈を毛ほども恐れることなく、浪人は、鳶丸に接近してくる。


    「来るな！」


    　鳶丸は、鉈を振り回した。その細腕を、浪人は容易に掴つかみとる。


    「おおっと。威勢がいいでちゅねえ」


    　腕を[image: ]ねじ上げられ、鳶丸は、あっという間に羽は交がい絞じめにされてしまう。


    「放せ！　放せ！」


    　鳶丸は、貂てんのように身を[image: ]よじって、逃のがれようと悶もだえるが、浪人の怪力を容易に振りほどけない。


    「うへえ。元気いぃじゃん。ぴっちぴちだぁ」


    「可愛かわい子こちゃんは、そこの色男に惚ほれてるのかなぁん？」


    「売り飛ばす前に、惚れてる男の前で可愛いがっちゃおうかなぁーっと」


    　浪人が、背後から鳶丸をぎゅっと抱きしめる。鼻をつくような浪人の体臭に、鳶丸は、吐き気を催もよおした。浪人はその耳元に口を寄せ、臭くさい息とともに囁ささやく。


    「そんな男のことなんて忘れさせてやるぜぇ……なぁんつって」


    　男の厚い唇くちびるが、鳶丸の耳みみ朶たぶを噛かみ、脂ぎった左手が、鳶丸の熟れた果実のような太ふと[image: ]ももを好色にまさぐりだす。右手は、胸元に侵入し、蕾つぼみのような乳首をいじくりまわす。


    「やめ……はあっ……」


    　鳶丸の可か憐れんな口から喘あえぎ声が漏もれた。


    　浪人の汚らしい掌てのひらは、鳶丸の敏感な部分を意地悪く刺激する。嫌悪感とは、裏腹に、思春期の多感な少年の身体は、浪人の執しつ拗ような愛あい撫ぶに、否いやが応おうでも反応してしまう。


    　浪人は、口から漏れ出そうになる喘ぎを必死に抑える鳶丸の姿に、凶暴な肉欲を刺激され、「うっほうっほ」と狒ひ々ひのような声をあげながら、腰を振り振り、鳶とび丸まるの可愛かわいらしいお尻しりに、袴はかまごしにもわかるほど怒ど張ちようした股こ間かんのものをすりつけてくる。


    （ああっ。恥ずかしい！　しかもあの人の前で！）


    　鳶丸は、視界の片隅に倒れる美青年を濡ぬれた瞳で見つめた。その純真な視線を残る二人のにたにた顔が遮さえぎる。下品に涎よだれを垂らし、舌した舐なめずりするその禍まが々まがしい顔……！


    　このままでは、この醜みにくい三人の浪ろう人にんたちに嬲なぶりつくされ、売り飛ばされてしまう。売り飛ばされた先でも、淫いん乱らんな衆しゆ道どうの相手として、凌りよう辱じよくの日々が待っているに違いない。


    　だが、鳶丸が何よりも恐ろしいのは、今、この浪人たちの執しつ拗ような愛あい撫ぶに屈し、己おのれからこの浪人たちに尻を差し出し、性奴隷となることを哀あい願がんするようになるのではないか、ということであった。そのようなこと、考えただけでも悍おぞましい。


    （舌を噛かんで死んじまおう！）


    　そう決意した鳶丸が、可愛らしい八重歯の下に舌先を差しこんだ時である。下げ卑びた顔を寄せ、順番待ちする浪人の向こう側で、白く輝くものが、すーっ、と立ち上がるのが見えた。


    （あ！）


    　眠れる美青年が立ち上がっているのだった。浪人たちは、それに気がついていない。


    　その立ち上がり方のなんと優雅なことか！


    　何やら天より光り輝く糸が降りてきて、引っ張り上げられるような、見事に脱力した立ち上がり方であった。立ち上がるだけの動作で、ここまで人を魅せられるものだろうか？


    　完全に立ち上がった美青年は、瞳を閉じたまま、やや上を向き、空から降り注ぐ何かを浴びるように、両手を上げている。無造作なその静止は、舞でも始める前のような艶なまめかしさを孕はらんでいた。


    （……舞い降りた！）


    　倒れていたものが起き上がったのだから、舞い降りたという表現は、正しくない。だが、光を放つように佇ちよ立りつする神こう々ごうしい姿は、天から舞い降りてきた何かに見えた。


    　その閉じられた瞼まぶたが静かに開かれていく。


    　雨上がりに、雲間から朝日が差し込むように、瞼の間から光が漏もれ出てくる。


    　無論、比ひ喩ゆである。実際に発光しているわけではない。だが、それほどまでに印象的な開眼であった。


    　開かれたその瞳の色は……


    （蒼あおい！）


    　直後、美青年の顔に強い怒りの色が浮かんだ。天神の怒ど号ごうのごとく、こう一言、獅し子し吼くする。


    「姫！」


    　美青年の手元が閃ひらめいた。腰の刀が、青い蛍けい光こう色しよくの残像を引いて抜刀される。


    　ヴォン！　という音とともに、風が吹き抜け、微かすかに、焦こげ臭くさい香りが漂ただよった。


    「うほぉう！　びっくりしたぁ？」


    「なんだ、おめえ？」


    　そう言いながら、二人の浪ろう人にんたちが、振り返ろうとする。


    　が、二人は振り返ることができなかった。身体からだは確かに振り返り、美青年のほうを向いている。だが、首だけは、鳶とび丸まるを向いたまま振り返ることはなかったのだ。つまり、首関節を無視して、身体だけが、くるりと振り返ったのである。


    「あ？　あらら？　なんだ？　なんか変だぞ」


    「え？　おい。俺、今どうなってる？　なあ。どうなってるよ？」


    　鳶丸を向いた浪人の首が、ようやく自分の身に起こった異常に気がつき、焦あせりはじめる。


    「どうなって……」


    　そこまで口にして、二つの首がごろんと、落ちた。


    　美青年の最初の抜き打ちにより、すでにその首は切断されていたのだ。


    　遅れて、身体が、ゆっくりと倒れていく。血は流れない。切断面は、何かで焼き切られたように、熱せられ焦こげていた。


    　美青年が、鳶丸を羽は交がい絞じめにしている浪人に切きっ先さきを向ける。


    　奇妙な剣の構え方だった。


    　刀を片手持ちにするその小指が立っている。そのため、刀を握っているというよりも、抓つまんでいるように見えてしまう。他の者が、このような握り方をしたならば滑こつ稽けいなだけだが、この人物がやると、気品に満ちて見えるから不思議である。腕はやや高めに上げ、斜め上から切っ先を浪人に向けている。さながら「跪ひざまずきなさい」と命じているかのように。


    「なっ……なっ……なんだおめえ！　仲間に何しやがった！」


    　唾つばを吐き散らしながら喚わめく浪人の問いには答えず、低く、断固とした声で美青年が言い放つ。


    「外げ道どう。姫を放しなさい」


    　美青年の凜り々りしい姿に、鳶丸は、自分が捕らえられていることも忘れ、ぽおっ、となって溜ため息いきを吐ついてしまっていた。その首筋に冷たいものが触れる。


    　浪人が、腰の脇わき差ざしを抜いて鳶丸の喉のど元もとへ突きつけたのだ。


    「ひっ？　ひっ？　姫だぁ？　おまえ何か勘違いしてるんじゃねえのか？　こいつは、どっからどう見ても田舎いなかの糞くそ餓が鬼きじゃねえかよぉ。だいたい男じゃねえか。姫じゃねえだろ」


    　だが、浪人の言葉を聞いているのかいないのか、美青年の端たん正せいな表情は、ぴくりとも動かない。依然、刀の切っ先を浪人に向けたまま。


    　浪人は、ちっ、と一つ舌打ちをする。


    「まあ、なんでもいい。その大事なお姫様を殺しちゃってもいいのかよぉ？　殺されたくなかったら刀を下げろ。刀を下げて、身ぐるみを置いていけ。おらぁ！　聞こえねえのかぁ！」


    　美青年は、動かない。


    「おいおい。どうしたぁ！　うんとかすんとか言ってみぃ！　この刀で、ぶっ刺すぞ！」


    　ヴォン！


    　美青年の刀の切きっ先さきが微かすかに振動した……、ようにしか見えなかった。


    「この刀でよぉ！　この刀……。おろ？　あれ？　ない？」


    　見れば、鳶とび丸まるの首に突きつけていたはずの脇わき差ざしが消えていた。……浪ろう人にんの手首ごと。


    「うぎゃぁぁぁ！」


    　美青年の神速の剣が、いつの間にか浪人の手首を切断していたのだ。


    「なっ……なばっ！　なんてごどをぉ！　なんてごどしやがるんだぁば！」


    　浪人は、手首の切断面を押さえながら、転げ回る。一通りのた打ち回ると、ぴたりと止まって、忌いま忌ましげに美青年の涼しげな顔を睨にらみつけた。その憎悪の視線を、美青年は冷ややかに見返す。しばらくの睨みあいの果て、浪人はくるりと向きを変えた。


    「ひぃえぇ！　お母ぢゃぁぁん」


    　泣き喚わめき、転げるように逃げ去っていった。


    　その叫びが、遠ざかっていくのを呆ぼう然ぜんとして見つめていた鳶丸に、精せい悍かんな声が降ってくる。


    「ご無事でしたか？」


    　鳶丸は、その素敵すぎる声に、どきりとしながらも、おずおずと美青年のほうを向く。


    　美青年は、口元に微かな笑みを浮かべ、鳶丸を見つめていた。


    　その美び貌ぼうは、眠っていた時とは、段違いだった。美しさが、放射される波動か何かだとしたら、鳶丸の身体からだは、その波動によって、一町（約百九メートル）は、吹き飛ばされてしまったのではないか。鳶丸は、太陽を直接見るような眩まばゆさを覚えて、目を逸そらす。


    （お礼を言わなきゃダメだよな……）


    　なんとかそう思い、内うち[image: ]ももをすり合わせ、もじもじしながら美青年に視線を戻す。


    「あの。助けていただき、ありがとうござ……」


    　その刹せつ那な。


    　美青年が、鳶丸の腕を引き寄せ、その細い身体を抱きしめた。


    　一瞬、鳶丸は、何が起こったのかわからなかった。全身が熱くなり、頭が混乱してくる。このまま、美青年の身体から発せられる美の熱量によって消し炭と化すのではないかと思われた。


    　美青年が、細く白い指で、鳶丸の顎あごを持ち上げる。美青年の顔が近づき、鳶丸は、畏おそれ多さに、気絶してしまいそうだった。


    「姫……」


    　美青年がうっとりとしてそう呟つぶやく。


    　そして次の瞬間に起こった出来事は、鳶丸の思考の許容量を遥はるかに超えていた。


    　美青年が、鳶丸の唇くちびるに己おのれの唇を重ねてきたのである。


    （接せつ吻ぷん！）


    　幼い頃、戯たわむれに村娘と接せつ吻ぷんしたことがある。だが、あんなものは、唇くちびると唇を触れ合わせただけの遊いた戯ずらにすぎない。今、美青年が鳶とび丸まるに行った接吻は、本物の接吻。本来、愛し合う者同士しか交かわし得ない真実の接吻であった。


    　まるで、口の中から鳶丸の体内が侵略されてゆくかのような、快感！


    　口を通して、極上の美酒を注ぎ込まれ、それによって、骨格と脳のう髄ずいがどろどろに溶けてしまったような、そんな悦えつ楽らく。酩めい酊てい感かん。


    （おいら……おいら……変になっちゃうよぉ……）


    　鳶丸は、全身の力がへなへなと抜けていき、失禁したのではないかと錯さつ覚かくした。鳶丸の小さな鼻から一ひと筋すじの鼻血が流れる。


    　どれぐらいの時間、唇を重ねていただろうか。鳶丸にとってその時間は、一瞬のようにも永遠のようにも感じられた。鳶丸の時間感覚の狂いは、あまりの快楽に、接吻している時間の半分以上、意識を失っていたことによって生じたものであろう。


    　美青年が、静かに唇を離してゆく。蜜みつのごとき唾だ液えきが、二人の唇の間でつっ、と糸を引いた。


    　鳶丸は、愛する人に処女を捧ささげた後の乙女おとめのごとくうっとりとして、美青年の胸に顔を埋うずめる。その全身には恍こう惚こつとともに、深い幸福感が満ちていた。


    　だが次に、鳶丸の耳に飛び込んできた美青年の言葉は、ひどく沈んでいた。


    「……すまないことをしました」

  


  [image: ]



  
    　鳶とび丸まるは、美青年の顔を見上げる。その顔が暗くかげっていた。


    「人違いだったんです。なぜだろう。私には貴男あなたが姫に見えました。無礼を許してください」


    　そう言って美青年は鳶丸の肩を掴つかんで、そっと距離を作る。その顔は、ひどく悲しげだ。


    　はじめ鳶丸は、美青年が何を言っているのか理解できなかった。だが、熱く火ほ照てっていた思考が冷めてくるとともに、美青年が、誰かと自分とを間違えていたということがわかってきた。


    　本来、間違って接せつ吻ぷんをされた鳶丸は、憤ふん慨がいするか嘆なげき悲しむかしてもいいようなものだが、美青年の清らかな哀しみに打たれ、不思議と、そのような感情は湧わいてこない。


    　美青年は、俯うつむいたまま黙り込んでしまった。その姿が、とても孤独で寂しげに見えたので、鳶丸もなんだか哀しくなってきた。何か声をかけねばならない気がしてくる。


    「あの。あなたは、いったい誰なんだい？」


    「…………」


    「おいらは、鳶丸。この近くに住んでるものだよ。あなたは誰だい？」


    　美青年は、静かに顔を上げ、小さく呟つぶやく。


    「……王子」


    「え？」


    「私は、王子。光の国から姫を捜しにやってきました」


    　そう言った瞳は、哀しみに揺れ、地底湖のごとき蒼あお色いろだった。


    「王子……様……？」


    　鳶丸は、呆ぼう然ぜんとしてその不思議な名を口にした。

  



  
    第二章　王子来訪


    



    一


    　鳶とび丸まるがその不思議な人物と出会った頃より、およそ三刻（約六時間）ほど、時は[image: ]さかのぼる。


    　天に深紅の星が一ひと際きわ強く輝いていた。


    　ぎらぎらと他の恒星を脅おびやかすようなその光は、まるで大地に流れた民らの血を吸って、その色になったかのようである。


    　その禍まがつ星ぼしの明かりのみを頼りに、暗くら闇やみを粛しゆく々しゆくと進む一団があった。


    　おおよそ百人ほどの男たち。みな襤ぼ褸ろを纏まとい、手には、それぞれ、鋤すき、鍬くわ、鎌かま、鉈なた、鉞まさかり、鋸のこぎりなどの農具や工具を握っている。竹たけ槍やりを握っている者もいる。一様に痩やせ細っており、目ばかりが野犬の群れのように血走り光っていた。


    　彼らは、農民である。近隣、三村ほどの連合軍だ。目指す先は、前方に黒々と聳そびえる巨城。


    　それは、巨大な棘とげを密集させた、針はり鼠ねずみのような姿をした城であった。天然の岩山に建てられた山城は、斜面に塔状の砦とりでが無数に配置されており、それが棘に見えているのだ。


    　通称、〈飢き餓が城じよう〉


    　本来の字は、岐き賀が城じようである。


    　かつては、この地の守護、岐賀氏の居城であった。岐賀氏の家臣であった真ま壁かべ弾だん正じよう忠のすけ勝かつ正まさが、反乱を起こし、主家を没落させ、代わってこの城に入った。典型的な下げ克こく上じようの姿である。


    　真壁弾正が、城主となってより、岐賀城は、〈飢餓城〉の字を当てられるようになった。


    　理由は、明白である。


    　この城を中心に、真壁弾正の領土内の村々で、おびただしい餓死者が出ているためであった。


    〈鬼おに真ま壁かべ〉


    　真壁弾正のあだ名である。戦場での鬼神のごとき勇猛さ。他国への激しい侵略活動。癇かんの強い激しい性格。それだけでも真壁弾正を鬼と呼ぶに十分だが、何よりも、その暴ぼう虐ぎやくな領国経営こそ、彼をそう呼ばしめていたのだ。


    　民に重税をかけ、納められぬ場合は、激しく責めた。その責めというのが、また無む惨ざん。


    　火責め、水責め、鞭打ち、逆さ吊づり、市中引き回し、鋸引き、などはまだ優しいほう。


    　……性器を切断し、寒空の下、放置した。


    　……身み重おもの女房を毒虫の詰まった甕かめに三日三晩閉じ込めた。


    　……児童を野犬の群れに縛りつけたまま投げ込んだ。


    　……乙女おとめを裸に剝むいて、罪人の檻おりに放り込み、嬲なぶりものにさせた。などなど……。


    　責めを受けた者の多くは、命を失うか、よくて正気を失って帰ってきた。


    　追い打ちをかけるように、ここ五年、飢き饉きんが続いている。


    　そのうえ戦いくさとなれば、働き盛りの男衆は、兵役、労役に取られる。農民たちは、年ねん貢ぐを納めたくても、納めることができない。だからといって、真ま壁かべ弾だん正じようは、減税などしてはくれない。


    　納められなければ残酷な責めが待っている。なんとか納められた者も自分の食べる分がない。ゆえに餓死者が続出する。村々では雑草や木の根まで奪い合って食べている有様であった。


    　生か死か……ではない。死しかないのだ。


    　そのような状況である。農民たちの間で「どうせ死ぬのならば最後に！」という考えが起こってもおかしくはない。ここに集まった百人の男衆は、そういう考えを持った者たちだった。


    　集団で武ぶ装そう蜂ほう起きし、領主真壁弾正に減税を訴え出る。すなわち、一いつ揆きである。


    　もっとも、たかだか百名ほどの人数、戦国大名である真壁弾正が、その気になれば、一人残らず、討ち果たすことなど容易たやすいだろう。そのことは、みな、わかっている。


    （それでも、構わない）


    　ここに集まった男たちは「真壁弾正が非道な行いを続けるならば、農民といえども、反旗を翻ひるがえし脅威となりうるのだぞ」そういう気概を見せ、死をもって減税を訴えるつもりなのだ。


    （自分の死後、減税され、家族、近隣の村の民、そういった人々が少しでも楽になればいい。そのための礎いしずえとして、自分は、喜んで命を捧ささげよう）


    　一揆への参加を強要された者は、一人としていない。全員が、自主的に命を捨てにきたのだ。


    　わーわーと喚わめき散らして城へなだれ込むような真ま似ねはしない。ただ埋うずみ火びのように、燃える思いを内に隠し、粛しゆく々しゆくと、ただ粛々と、魔城〈飢き餓が城じよう〉へと死し出での行進をしているのである。


    



    「来おったわ。来おったわ」


    　その様子を遥はるか飢餓城の天守より薄ら笑いとともに、観察する存在があった。


    　上等な素す襖おうを纏まとい、烏え帽ぼ子しを被かぶったその男は、眉まゆの薄い三さん白ぱく眼がんの異相である。飢餓城城主、真壁弾正忠のすけ勝かつ正まさその人であった。


    　真壁弾正は、肉眼でもって暗くら闇やみを進む一揆勢を観察しているのではない。その手元の怪しく光を放つ鏡でもって一揆勢を観察していた。


    　その、縁に蛇へび状の装飾が施ほどこされた、盆ほどの大きさの楕だ円えん鏡は、いかなる技術でもって造られたものか、遠く離れた城下を進む農民たちの姿を鏡面に映し出していたのだ。


    　鏡、といえばこの天守には、おびただしい鏡が[image: ]あふれていた。


    　銅鏡、硝子ガラス鏡、凸とつ面めん鏡、凹おう面めん鏡、手鏡、壁鏡、立鏡、化粧鏡……などなど。意匠も大きさも様々な古今東西の鏡が、隙すき間まなく壁に掛けられ、足の踏み場もなく床に置かれている。


    　無数の鏡同士が互いを映し合い、その中央に座る血色の悪い真壁弾正の顔を何千何万という数に増殖させていた。果たしてどれが実で、どれが虚の真壁弾正か、わからなくなるほど。


    「愚民ども。むざむざと命を捨てに来おったわ。のう。そちも見よ」


    　そう真ま壁かべ弾だん正じようが言葉をかけた先、犇ひしめき合う鏡と鏡との間に、一輪の花のごとき白い塊が存在していた。


    　それは、純白の着物を纏まとった女性。


    　日本国の着物ではない。絹製のひらひらのついたそれは、西洋夫人の礼装に似ている。白い長手袋、白い花を思わせる絹の髪飾り、大きな胸を締めつけるぴっちりした白い服、対して下半身には、笠かさのような形に膨ふくらんだ、袴はかまとは違った形の着物を穿はいている。


    「のお。姫」


    　白衣の女性を真壁弾正は、そう呼んだ。


    　姫、と呼ばれた女性は、俯うつむいていた顔を上げる。


    　その顔のなんと可か憐れんで美しいことだろう！


    　年の頃は、十五、六といったところだろうか。筆のように長い睫まつ毛げ、薄桃色の厚い唇くちびる、純白の肌、水鳥のように長い首。そして、猫を思わせる大きな瞳は、碧へき玉ぎよくのごとき蒼あお色いろ。上品に短く切りそろえた髪は、輝くような黄金こがね色いろをしていた。


    　鏡たちもこの女性の美び貌ぼうを讃たたえるように、その顔を次々と映し出す。


    　が、映し出されたその顔は、暗くかげっていた。


    「……その者たちを、殿はいったいどうされるおつもりなのです？」


    　銀の鈴でも転がしたようなその声は、泣き出しそうに震ふるえている。


    「知れたこと……」


    　真壁弾正は、舌した舐なめずりとともにそう言うと、何者かに呼びかけた。


    「綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ」


    　呼びかけに答え、聞こえてきたのは、ぎっ、ぎっ、ぎっ、という唸うなるような声。


    　その声は、おびただしい鏡の一つから発せられていた。姫の顔が、途端に青ざめる。


    　見れば鏡の中、ちょうど姫の背後の辺りに、異形の人物が映り込んでいるではないか。


    　紫色の陣じん羽ば織おりに裁たつ着つけ袴ばかま、背中に異様に長い刀を斜めに背負っている。典型的武芸者の風ふう体てい。異常なのは、その頭部が、さらし木も綿めんでぐるぐる巻きにされていることである。さらしは黄ばんで赤い血ち膿うみの染みが浮き上がり、この男が、皮ひ膚ふに病やまいを持っていることを教えている。さらしの間から覗のぞく右目だけが、いやにぎょろぎょろと大きく血走って気味が悪い。


    　妖あやしむべし！　鏡の中に映るその人物は、実際の場所にはいなかった。つまり、鏡の中にのみ、その人物は存在していたのである。そんな人とも幽ゆう鬼きともつかぬ人物が、猿さるのごとく蹲うずくまり、ぎっ、ぎっ、ぎっ、と肩を震わせ、笑っているのであった。


    「一羽よ。闇あん夜や軒けんと電でん奇き坊ぼうを貸してやる。農民どもを皆殺しにせよ」


    　真壁弾正は、そう命じ、口元を残忍に歪ゆがめる。姫の顔が恐ろしさに凍りついていく。それを心地よさげに眺めると、弾正は、こう付け加えた。


    「……できるだけ惨むごたらしくな」


    「ぎっ！」


    　そう了解すると、綺き羅ら星ぼしは一度、姫に視線を向けた。


    　濁った瞳に宿るやましい光に射すくめられ、姫は、身を強こわ張ばらせる。


    「ぎっ……ぎっ……姫……光の国が恋しいか……？」


    　不明瞭にそう口にすると、鏡中の妖よう人じんは、鏡の中で背を向け、のたのたと去っていった。


    　姫の身体からだが、恐怖に震ふるえはじめる。


    「殿！　お止やめください！　もう人が死ぬのなど見たくはありません」


    　真ま壁かべ弾だん正じようは、その姫を無理やりに抱きしめ、一いつ揆き勢の映った鏡を姫の眼前に突きつけた。


    「いいから見よ。そちのためだ。そちのための見世物だぞ」


    



    　ずずん……。ずずん……。


    　暗くら闇やみを進む一揆勢の耳に、鈍い音が響いてきた。


    　それは、何か恐ろしく巨大な存在が、こちらに近づいてくる音。


    「真壁の鬼どもだ！」


    「やばいぞ。もう気づかれた！」


    　男たちは、口々に叫ぶと、それぞれの武器を持って身構える。


    　やがて、地響きが間近に近づくとともに、その主の姿が明らかになってきた。


    　のそり、と闇に浮かび上がったそれは、二体の巨人であった。


    　でかい。身の丈たけは、優に四丈（約十二メートル）はある。


    　二体とも、全身が甲こう殻かく類るいの殻を思わせる甲かつ冑ちゆうに覆おおわれていた。まるで蟹かにを無理やり人の形に整形して、そのまま巨大化させたような姿である。


    　一体は、濃紺。一体は、深紅。ともに、大きな麻袋を背負い、岩山すら砕きかねない長大な金かな砕さい棒ぼうを手にしている。鬼に金棒という言葉を地でいっているような姿であった。


    　一揆に参加した男たちは知っている。


    　真壁弾正が、戦いくさの際に闇あん夜や軒けん、電でん奇き坊ぼうという二体の鬼を使し役えきし、圧倒的な勝利を収めているということを。その力、百人力。その装甲のごとき皮ひ膚ふは、いかなる矢も槍やりも通さない。


    　男たちは観念した。無念だが、城へ向かうのは不可能。そのかわり、この二体の鬼のせめて片方だけでも冥めい土どへ道連れにし、農民の不ふ屈くつの力を見せつけてやるのだ。


    　誰もが、決死の突撃を覚悟した時である。


    　きゅいぃぃん、という音を立てながら、二体の鬼が背負っていた大きな麻袋を持ち上げた。それを頭上高く掲げ、中身をばらばらと男衆の上にぶちまける。


    　ふいに落下してきた毬まり状のものを、ある者は脳天に食らい、ある者は転がるそれに足をとられ転倒した。


    　一瞬、何事か判じかねた一団であったが、鬼どもがばらまいたものの正体を知り愕がく然ぜんとする。


    「げげぇ！」


    　それは、村で待たせていたはずの彼らの妻子、恋人、老父母たちの生首だったからである。


    　真ま壁かべ弾だん正じようは彼らの反逆をあらかじめ予知し、彼らが村を後にすると、すかさずその村を襲しゆう撃げきし、虐ぎやく殺さつを行っていたのだ。報復とはいえ、あまりにも惨むごい仕打ちである。


    「くそぉ！　よくも！」


    　怒りに燃えた男たちが、二体の巨人に殺到した。


    　ぎょんっ、という音とともに、鬼たちの頭部を覆おおった装甲の隙すき間まに赤い眼光が灯ともる。


    　次の瞬間、鬼たちは二体同時に金かな砕さい棒ぼうを振るった。


    　どっ！


    　その一振りで、十人ほどの男たちが宙を舞う。骨がひしゃげ内臓が破裂し、即死であった。


    　きゅぃぃん。ずずん……。きゅぃぃん。ずずん……。


    　鬼たちがゆっくりと前進する。その巨大な足に踏み潰つぶされ、数人が圧あつ死しした。


    「くそぉ！　怯ひるむな！　かかれぇ！」


    　一いつ揆きの大将らしき初老の男が叫ぶ。男たちは、鯨げい波はをあげながら鬼たちに突進した。


    　が、鬼どもはそれを避よけようともせず、前進を続ける。農民たちの武器は、全て鋼鉄のような装甲に弾かれ傷一つつけることができない。


    　と、見る間に、また金砕棒の一振りが襲おそってくる。


    　男たちの身体からだが、次々と宙を舞い、襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようになって大地に落下してくる。


    　鬼どものしていることといえば、ただ前進して、手に持った金棒を振るという単純な動作を繰り返しているだけ。それだけで、すでに男たちの半数が死亡していた。


    　勇猛な一揆勢も、さすがにただの無駄死にだと理解しはじめた。


    「退却！　退却だぁ！」


    　やむなく大将が、そう叫ぶ。無念の涙を呑のみ、飢き餓が城じようを背にして駆けだした。


    　今は、逃のがれて力を蓄えるのだ。他村にも応援を要請し、もっと大人数で攻め寄せる。鬼たちを倒す方法も知恵を絞れば見えてくるかもしれない。


    　大将は、冷静にそう判断したのかもしれない。だが、その思いは無む惨ざんに打ち砕かれる。


    　逃げてゆくその先で、闇やみにきらきらと何かが煌きらめいた。


    「ぎゃっ！」


    「ぐえっ！」


    　その煌めきが起こるたびに、人が悲鳴を上げて、ばたばたと倒れていく。


    　闇に薄うつすらと人影が浮いた。


    　頭部をさらしでぐるぐると覆った武芸者風の男が、ゆらりと立っている。その手には、異様に長い長刀が月光を反射して、てらてらと光っていた。


    　妖よう人じん、綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱがその不気味な姿を現したのである。


    「ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    　一いつ羽ぱは、逃げてくる先から、男たちをその刃やいばの餌え食じきとしていった。刀が、閃ひらめいたかと思うと、もう二、三人が斬きり殺されている。まるで太た刀ち筋すじが見えない。凄すさまじい剣速である。


    「ぎっきゃ！　ぎっきゃ！」


    　人を斬り殺すのが、愉快で堪たまらぬらしい。一羽は、斬るごとに飛び跳ねて喜んでいる。


    　一羽の存在に気付いた一いつ揆き勢は、逃げることに躊ちゆう躇ちよして立ち止まる。その背後には、闇あん夜や軒けん、電でん奇き坊ぼうの二体の鬼がもう迫っていた。


    　一揆勢は、もはや進むことも逃げることも叶かなわなかった。


    　見れば、もう仲間は数人しか残っていない。彼らは互いに顔を見合わせ、頷うなずき合う。


    　残る道は、一つである。残った数人で、逃げ道を塞ふさぐ妖剣士に一斉攻撃を仕掛け、万に一つの勝機を得る。


    　わっ！　と叫び、男たちが一羽に特攻をかけた。


    「ぎっ！」


    　それは、農民たちの無謀な行為を笑しよう殺さつする、[image: ]あざけりの声だった。


    　きらっ！


    　一羽の剣が地面に近い位置で煌きらめく。


    　男たちが一斉に転倒した。ごろごろと転がった男たちは、立ち上がろうとして愕がく然ぜんとした。


    　彼らの足は、太ふと[image: ]ももから切断されて一いつ間けんほど後方に転がっていたからである。


    　痛みにのた打ち回っている暇はなかった。


    　すでに二体の鬼が彼らのすぐ間近に迫っていたからである。


    　彼らは、理解した。


    　間もなく自分たちは、巨大な鬼たちの足裏で、虫のごとく踏み潰つぶされることになるのだ、と。


    「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！」


    　遥はるか上空では、深紅の妖よう星せいが、男たちの絶叫を呑のみ込み、なおいっそう輝きを増していた。


    



    「おおっ！」


    　姫は、鏡から顔を背そむけ、顔を手で覆おおった。


    「惨むごい！　なぜこのような惨いことを……！」


    　姫の声は、すっかり震ふるえていた。真ま壁かべ弾だん正じようは、それをにやにや笑って眺め、


    「なぜ？　なぜだと？　無論、そちのためじゃ。そちの美しい顔が、哀しみに青ざめるのが愉快でならぬからじゃ。そちは美しすぎる。とくに、悲しみ悶もだえる顔はこの世のものとは思えぬほど美しい。わしは、もっともっと、その顔が見たい。その顔を見るためならば、いくらでも民をいたぶろう。いくらでも他国を侵おかそう。この日本国の全てを燃やし尽くしても惜しくはないわ。そう。全てそちのためじゃ。そちの美び貌ぼうにわしは惑まどわされてしまったのじゃ」


    「全部……全てわたくしのせい……？」


    「その通り、全てそちのせいじゃぞ」


    　念を押すように告げると、真ま壁かべ弾だん正じようは、高笑いを上げながら天守の階段を下っていった。


    　あとには、おびただしい鏡と、姫の哀しく可か憐れんな姿だけが残される。


    「ああ……王子様」


    　ほろり、と真珠のごとき雫しずくが、姫の瞳より零こぼれる。


    「王子様……。いずこにいらっしゃるの。早く私を助け出して。この地獄の城から……」


    　姫は、涙に濡ぬれる己おのれの顔を鏡に映し、唄うように、独どく語ごした。


    「鏡よ鏡、鏡さん。世界で一番美しいのはだぁれ？」


    　それは、遠く離れた想い人を慕したい捜すかのようであった。


    



    二


    「ねえ王子様。王子様は、どこから来たの？」


    「光の国からです」


    「光の国？　光の国ってどこにあるの？」


    「天あまの川がわの彼方にあります」


    「どうやって、ここまでやってきたの？」

  


  [image: ]



  
    「星の海を駆ける山吹色の馬車に乗って来ました」


    「その馬車は、どこにあるの？」


    「私を送り届けるとともに消滅しました」


    「光の国は、どういう国だったの？」


    「光り輝く宮殿が立ち並び、色とりどりの花が咲き乱れ、いつも美しい楽がくの音が鳴り響いていました。住む人は、みな慈いつくしみ深く、幸福に笑い合って暮らしていました」


    「さっきの剣術はすごかったけど、あれは、光の国の剣術なの？」


    「ええ。アンドロメダ流剣術といいます」


    「それで王子様は、何者なの？」


    「私は、王子です」


    　王子と、名乗った美青年は、切れ長の目を細め、そう口にした。


    　帰る道すがら、鳶とび丸まるが王子と交かわした会話は、おおよそこういった内容である。


    　王子は、歩き方まで鳶丸と違っていた。


    　普通、人は歩く時、踵かかとから地面につくものだが、王子は爪つま先さきからつくのである。びっくりするぐらい長い美脚を、すっ、と前に突き出して、地面を探るように爪先を地面につける。次いで踵が降りてくる。まるで鶴みたいな歩き方だ。珍妙としか言いようのない歩行法だが、王子がやれば不思議と様さまになって見えてしまう。


    　鳶丸は、王子を自分の住む小屋の近くにある山寺──蘭らん平ぺい寺じへと連れて歩いていた。


    　寺の住職、蘭平寺寂じやく邨そんは、心ある人物で、旅人に一夜の宿を貸してくれる。こんな高貴な人物が訪問するには少々恥ずかしいような荒れ寺だが、王子はこの土地に不案内で、今夜の宿も決まっていないという。ならば、このままこの荒野に放り出すのも気の毒だし、盗とう賊ぞくから守ってもらったお礼に、泊まれる場所まで案内してあげてもよいと思った。


    （それに……）


    　鳶丸は、鼓動し続ける胸をきゅっと押さえた。


    （……この素敵な人ともっと一緒にいたいな）


    　そう思ったのだ。これは、不思議なことである。村を離れ、一人荒野に暮らす鳶丸は、今まで極力、人との接触を断ってきた。


    　時は乱世である。先ほどの盗賊のような連中が、[image: ]ちまたには[image: ]あふれている。親切そうに見えてもその実は、他者の財産をかすめ取ろうとして虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。そういう連中を今まで何人も見てきた。安易に人を信用せず、関わらないのが、鳶丸の身につけた処世術である。


    　だが、王子の穏やかな物腰、邪気のない人ひと懐なつっこい笑顔に触れているうちに、気がつけばこの人物と離れがたいような気持ちになってしまっていたのだ。


    （ああ。おいら、変になっちゃったのかなぁ……？）


    　鳶丸は、酒に酔ったような気分で思った。


    　自分でも自分が不思議でならない。すぐ隣を歩く王子の存在を意識すると心臓の鼓動が速くなり、頬ほおが、胸が、熱くなる。ただ、側にいるだけで幸せな気分になってしまう。


    　だいたい、こんなに長く人と会話するなんて久しぶりだ。


    　会話、といえば王子の語る内容のなんと現実離れしたことか。


    　光の国とか、星の彼方とか、山吹色の馬車とか、アンドロメダ流剣術とか。なんとも荒こう唐とう無む稽けいで、馬鹿げた話である。本来ならば、馬鹿の戯たわ言ごとと一笑に付すべき事柄だ。


    　だが、王子の理知的な瞳、貴族的な物腰は、決して馬鹿な人のものとは思えなかったし、デタラメを言っているようにも見えなかった。そして普通なら馬鹿馬鹿しく聞こえるはずの光の国とか山吹色の馬車とかが、この人物には、違和感なく当てはまって感じられるのだ。


    　ゆっくりと、鳶とび丸まるにわかりやすいように聞かせる美しい声色。言の葉の一つ一つが、白鳥になって舞い踊るような抑揚。おとぎ話のような胸躍る内容。聞いているだけで、脳内に何か麻薬めいたものでも分ぶん泌ぴつしてくるような昂こう揚よう感かん。いつしか鳶丸は、「それで、それで」と先をうながすように聞いてしまっていた。


    　が、結局のところ、この人物が何者なのか全く理解できないでいる。とにかく、ここではないすごく素晴らしい世界からやってきたすごく素晴らしい人物なのだということはわかった。


    　そしてこの王子が何をしに来たのかといえば、


    「姫を捜しに」


    　である。


    「姫って？　どこの姫？」


    　この鳶丸の質問は、至し極ごく真っ当である。なぜならば「姫」とは、女子の美称か、貴人の娘を差す言葉だからだ。だが、王子は、優しく鳶丸を諭さとすようにこう言うのである。


    「姫は、姫ですよ」


    　この人物にそう言われれば、もうそれでいいような気がしてしまう。


    「お、おいらとその姫は、似ているの？」


    　王子は、はじめ、その姫と鳶丸を間違えて口づけをした。


    　濃厚な美酒のように深い深い口づけ……。思い出すと、もう胸が高鳴ってきてしまう。


    　あんな口づけを出会いがしらにするのだから、きっととても愛し合っている仲なのだろう。


    　その姫も王子に負けぬほど美しい人に違いない。そんな美しい姫と自分とを間違えたのだ。自分もまた、その姫に匹敵するほど美しいということだろうか。


    「いいえ。似ていません」


    　王子の声は、あっさりとしていて、鳶丸を失望させた。


    「貴男あなたと姫をなぜ見誤ったのか、自分でも不思議でならない。貴男と姫は本当に似ていない」


    　そうこうしているうちに、二人の進む前方に、ぽつぽつと小さな小屋が見えてきた。村があるのだ。


    　鳶とび丸まるは、その村を目にし、気が重くなる。できれば王子を連れて、目の前の村を通るのはいやだったが、蘭らん平ぺい寺じに行くには、どうしても通らなければならない。


    　鳶丸は、この村の住人たちの顔を思い浮かべる。


    　光のない濁った瞳。人の顔色を窺うかがい、縮こまって、おどおどとした卑ひ屈くつな身体からだ。


    （……吐き気がする）


    　鳶丸は、物もの憂うげに囁ささやいた。


    「王子様。あの村に入ったら誰とも目を合わせちゃダメだよ」


    　王子は、綺き麗れいな眉まゆ根ねを寄せ、怪け訝げんな顔をした。


    



    三


    　村の中は、静かだった。


    　人の姿はなく、ただ無数の鴉からすが、地面や枯れ草をつついているのが見受けられる。


    　まばらに農家が点在し、その間を埋めるように田んぼが広がっていた。田んぼには、水が張られていない。ただ干ひからびた泥土が、粘土板のようになってひびわれている。朽ちかけた案か山か子しが、磔はりつけの髑髏どくろみたいに立っており、鴉が群がっているのが、哀しげに見えた。


    　寂さびれている、というよりは、滅びているといっていい有様である。


    　今、道として歩いている場所は、小川の跡である。本来この小川が、田へと水を引く水路だったのだ。今や水気らしきものはなく、乾いた風に吹かれ、枯れ草が玉になって転がっている。


    「前は、この川でたくさんの魚が捕れたんだよ。でも、もうずっと雨が降ってなくて、水源の泉が涸かれちゃったんだ」


    　鳶丸の言葉を裏付けるように、足元の砂の中に鮒ふなと思おぼしき魚の骨が半分埋もれて見えていた。


    　王子は、その骨を拾い上げようとしたが、触れると、ぽろぽろと崩れてしまう。手の中で風化してゆくそれを、王子は、美しくも哀しげな瞳で見つめていた。


    「飢き饉きんなんだよ。田んぼにも水が引けなくて、稲も育たない」


    　その時、ぎっ……、と何かが軋きしむ音がした。すぐ右手の民家からだ。


    　民家の雨戸がほんの少しだけ開き、その奥の暗くら闇やみからこちらを見つめる濁った瞳があった。


    　乾いた音がして方々の民家の雨戸が僅わずかに開く。それらの向こうには、やはり、濁った瞳。


    　無数の視線は、紛まぎれもなく王子の煌きらびやかな姿に向けられていた。見慣れぬ存在への不審。恵まれた容よう姿し風ふう体ていの人物に対する妬ねたみ。恐れ。劣等感。おおよそ、そんな感情のない交ぜとなった負の視線である。


    　王子の純白の美び貌ぼうが、その汚けがらわしい視線に晒さらされるのに耐えきれず、また少々危険なものを感じ、鳶丸は囁ささやいた。


    「行こ……」


    　だが、王子は、その場を動こうとしない。それどころか、張りのある素敵な声で言う。


    「あの者たちは、なぜ、ああやって私たちをじっと見るのです」


    　その声が、深しん閑かんとした村に変に大きく響き、鳶とび丸まるは慌てながら人差し指を立てて「しーっ」と王子を制する。


    「みんな王子様を見てるんだよ……」


    「なぜですか？」


    　やはり、王子の声は大きい。王子は、自分の美しさに対する自覚が全くないようだ。万人の群衆に紛まぎれこんでも、一瞬で発見できるほど、人の目を引く美び貌ぼうだというのに。


    「しーっ。王子様が……その……あまりにも立派だからだよ」


    「なぜ立派ではいけないのですか」


    「えー……と。みんな立派な人が、怖いし、妬ねたましいんだよ」


    「なぜです？」


    　あまりに純粋な王子の声に、鳶丸は、さすがに呆あきれた。


    （そうだ。この高貴な人は、見た目同様、心も純じゆん真しん無む垢くなんだ。この世の汚いものなど何一つ知らないんだ）


    　そう納得し、


    「見てみてよ。この村は、とても貧しくて不幸なんだ。ここだけじゃない。この辺り全部の村がそうなんだ。そんな村に立派な服を着た人が来たら嫌いやな気分になるでしょ？」


    「そうなのですか？」


    「みんな立派な人が嫌いなんだよ。王子様はそうじゃないけど……、立派な人は、いつだっておいらたちを踏み潰つぶし、おいらたちからたくさんの物を奪っていくんだよ」


    「奪っていく？」


    「うん。こんなに貧しいのに、侍たちは、年ねん貢ぐを奪っていく。出せなければ、拷ごう問もんにかける。その拷問で父ちゃんと母ちゃんは……」


    　そこまで口にして、鳶丸は、自分の声が思いのほか、陰険になっていることに気がつき、殊こと更さら、明るい声に変えた。


    「とにかくみんな、心が荒すさんじゃってるんだ。何をされるかわからないから早く行こう」


    　そう言って、王子の袖そでを引くが、やはり王子は、動かない。


    「ねえ王子様。どうしたんだよ。行こう」


    　王子は、まるでこの世の真理でも思索するように悩ましげに俯うつむいている。


    「わからない」


    「何が？」


    「鳶丸は、みんな心が荒んでいると言いましたが、鳶丸の心は荒んでいない。とても美しいままです。どうしてですか？」


    　その言葉に鳶丸の顔が火を噴ふいたように真っ赤になる。


    「そっ、そっ、そんなことないよ。おいらだって荒すさんでいるよ」


    「ですが、鳶とび丸まるの瞳は、あの人たちとは違って輝いています。どうしてですか？」


    「しっ、知らないよ！」


    　鳶丸は、真っ赤な顔のまま、ぷいっと王子に背を向けて、すたすたと歩き出した。


    「どうしたんですか鳶丸。気を悪くしたのですか？」


    　王子は、あくまでいい声を崩さぬまま、その後についてくる。


    （ああ……。心美しき王子様。おいらだって荒んでるよ。美しくなんてないんだよ……）


    　ここの村人と自分の目の輝きが違う理由は、なんとなくわかる。この村の人々は、死んだような目をしている。この村に限らない。今、この国じゅうの農民たちの目は、輝きを失っている。


    　終わることのない大飢き饉きん、度重なる戦火、無慈悲な年ねん貢ぐの取り立て、盗とう賊ぞく浪ろう人にんたちの略りやく奪だつ……。


    　これだけ徹底的に苛いじめられて、未来に希望など持てるはずもないのだ。だが、生まれてしまったのだから生きるより仕方がない。仕方がなく生きている人間の瞳に輝きがあるはずもない。


    　鳶丸は、それが嫌いやだったのだ。そのような人たちと一緒に暮らしていたのでは、自分も同じように瞳から輝きを失ってしまう。そう思ったのだ。


    　だから、一人、村から離れて暮らしている。盗賊に見つかるのさえ恐れなければ、荒野の先に、食べられる野草や、痩やせた鮒ふな、濁っているが飲み水の取れる沼があるのを知っている。両親から教わった竹細工を遠くの町まで売りに行けば、僅わずかな収入も得られる。貧しく、ひもじい、ぎりぎりの暮らしに変わりはないが、鳶丸一人ならなんとか暮らしていけた。


    　鳶丸は、荒んでいないわけではない。荒んではいるが、したたかなのである。


    （おいらは、王子様みたいに清らかじゃないんだよ……。美しいだなんて……）


    　そう思うと、なんだか胸が苦しくなってきた。純じゆん真しん無む垢くな王子を謀たばかって、美しいと思わせているような気がした。こんな自分の正体を知られたら王子様に嫌われてしまうんじゃないか。そんなことを思い、少し悲しくなる。


    「早く行こう。とにかく早く行かないと危な……」


    　そう言おうとした時である。


    「きえぇぇぇぇぇぇっっっ！」


    　奇声があがった。


    　一軒の農家の戸が、勢いよく開く。その内より一人の痩せた女性が転げるように飛び出して来た。老婆のように見えるが、実際には、まだ三十を過ぎたぐらいであろう。極度の栄養失調が、老いを早めているのだ。何事か意味不明のことを喚わめきながら、二人のほうへ突進してくる。完全に錯さく乱らんしているようだ。その手には、[image: ]さびついた草刈り鎌がまが！


    「だから言わんこっちゃない！」


    　鳶とび丸まるは、王子の手を引っ張るが、王子は、動かない。ものすごい勢いで向かってくる女性に、涼しげな瞳を向けている。


    「どうしたんだよ！　逃げなきゃ！」


    　鳶丸の叫びも虚むなしく、山やま姥うばのごとき女性は鎌かまを振り上げ、今まさに王子の長身に跳びかからんとしていた。


    　その刹せつ那な！　女の動きがふいに止まった。


    （あれ？）


    　女は、王子の顔をまじまじと見つめている。王子もまた、澄んだ視線を逸そらそうとはしない。


    　あんなにも錯さく乱らんしていた女性の顔から、みるみる殺意の色が消えていった。かわって、純朴な農婦の表情が現れてくる。まるで憑つき物が落ちたように。


    　女性は、ぺたりとその場にくずおれ、めそめそと涙を流しはじめた。


    　何が起こったのか理解できぬ鳶丸の目の前で、王子がゆっくりと屈かがみこみ、甘く優しげな声で女性に囁ささやきかける。


    「マダム。面おもてを上げてください」


    　そう言われても女性は、顔を上げることなく、嗚お咽えつを上げ続ける。


    「すみません。すみません。私は、あなた様にひどいことをしようとしていました。あろうことか、あなた様を悪い侍どもの仲間と思ってしまったのです……」


    　王子は、薄汚い女性の肩に惜しげもなく清潔な手をのせた。


    「事情を話してください」


    　微ほほ笑えんだ王子の声に、女は、多少落ち着いたらしく、涙に濡ぬれた顔を上げた。


    「ああ。なんて綺き麗れいなお顔でしょう……」


    　女は、老いた頬ほおをぽっと赤らめ、まず、そう呟つぶやいた。


    「私の夫が、真ま壁かべ弾だん正じよう様の責めを受け、先日亡くなったのです。全身の皮を少しずつ剝はがされるという、それはそれは惨むごたらしい責めです。息子は、戦いくさに取られ、生死も知れません。娘は、流行はやり病やまいにかかり、薬を買ってあげたくても、こう貧しくては、買うこともできません」


    　王子は、女の言葉を一つ一つ頷うなずきながら聞いている。その顔は、まるで、女の苦しみが、我が身の苦しみであるかのように哀しげであった。対して鳶丸の心は、冷めていく。


    （よくある話さ。珍しくもない）


    　おそらく、すぐ隣の農家で話を聞いても同じようなことを言うだろう。そんなことが、人に襲おそいかかる理由になどならない。憤りすら湧わいてきた。


    （そんな状況に甘んじているのは、おまえらだろう）


    　鳶丸の思いを知らず、女は、告白を続ける。


    「私の心は、日々の苦しみと、貧しさにゆがみ、おかしくなっていたのでしょう。侍や金持ちが憎くなっていたのです。あなた様の姿を見て、憎くて憎くて、つい飛び出してしまったのです。ですが。なんと不思議なことでしょう。あなた様の澄み切った瞳を見た途端、私の中の憎しみが消えてしまったのです。あなた様は何者ですか？　神様ですか？　仏様ですか？」


    　王子は、ゆっくりと首を振り、女の両手をそっと握ってやる。


    「私は、王子です」


    「王子……様？」


    　呆ぼう然ぜんとする女に優しく頷うなずくと、王子は、己おのれの頭にのっている冠かんむりをとりはじめた。


    　何をするのかと思いきや、冠にちりばめられた宝石を一つ取り外し、女の手に握らせた。


    　女は、信じられぬ、といった面おも持もちで、手の中で輝く宝石と宝石よりも美しい王子の顔とを交互に見比べる。


    「少ないですが、娘さんの薬代の足しにしてください」


    「だっ、ダメだよ！　そんなことしちゃ！」


    　鳶とび丸まるは、慌てて、王子を制する。


    「なぜですか？」


    「だっ、だってほら！」


    　途端に、周りの農家の戸という戸が、次々と開いた。


    　中から、襤ぼ褸ろを纏まとった農民たちが、ぞろぞろと[image: ]はい出してくる。一様に痩やせ細り、それはそれは哀れげな顔をしていた。農民たちは、よろよろと王子に歩み寄ってきて、困惑する鳶丸と王子をあっという間に取り囲んでしまう。


    「うちの娘も病気で……」


    「一家全員……もう何日も食べていない……」


    「乳が出ず、赤ん坊が……」


    　などと、口々に言いながら、ある者は手を合わせ、ある者は頭を下げてくる。その様さまは、地獄に舞い降りた観音様に群がる餓が鬼きのよう。ようするに、自分たちにも何か恵んでくれ、そう言っているのだ。


    「ほら王子様。一人にあげたら、みんなやってくる。みんなにあげるなんて、無理だろう」


    　鳶丸は、そう王子に囁ささやきながらも、内心は、むかむかと腹が立って仕方がない。


    　侍や裕福な人を嫌っているくせに、何か恵んでくれるとなると哀あい願がんし、頼ってくる。人には頼るが、自分では何もしようとはしない。無意識とはいえ、その狡ずる賢がしこさが腹立たしかった。


    「しっ！　しっ！　あっち行け！　王子様。ほら、もう行こうよ！」


    　だが、やはり、王子は、動こうとしない。


    「王子様の馬鹿！　どうなっても知らないよ！」


    　鳶丸は、以前、隣村で、旅の出家が、うっかり粥かゆを恵んだことをきっかけに、もみくちゃにされ、ついには死んでしまったのを思い出していたのだ。これは、その二の舞いになりかねない雰囲気がある。


    　だが、群がる農民たちは、王子に近づこうとするが、ある一定の範囲、半径二尺（約六十センチ）以内には近寄ろうとはしない。ましてや、王子の身や衣服に触れようとはしないのだ。


    　それは、王子の全身から発散される、神こう々ごうしい美のオーラのためであろうか。さすがの農民たちもこの高貴な人には、畏おそれ多くて触れることをはばかっているようだ。


    　王子が、一歩、前に出る。


    　その分だけ、農民の群れも退ひく。農民の中から「ひっ。美しい」という声が漏もれた。


    　王子は、構わず、農民の一人に近づいていく。それは、先ほど「娘が、病気だ」と言っていた男であった。集団だと強い農民たちも個人になると、なんとも弱気である。近づかれた男は、王子の纏まとう美の光膜に圧倒され、怯おびえ、下がっていく。王子は、その手を掴つかまえ、顔を寄せた。男は、「はあん」と、悲鳴とも喘あえぎともつかぬ声をあげ、顔を火ほ照てらせる。


    「貴男あなたのお嬢さんに会わせていただけませんか？」


    　男は、一瞬、何を言われたのか理解できなかったようで、紅潮した顔をきょとんとさせた。


    「ですから、貴男のお嬢さんに会わせていただけませんか？」


    　王子の涼しげな顔からは、真意がまったく読み取れない。


    　鳶とび丸まるも、農民たちも唖あ然ぜんとしてしまった。


    



    四


    　その娘は、陽の当たらない家畜小屋の奥、むしろの上に横たわっていた。


    　本来、ここで飼育されていたはずの牛は、とっくの昔に、食われてしまっている。今、この小屋は、別の目的で使われていた。すなわち、感染病人の隔離小屋としてである。


    　王子は形のよい眉まゆをひそめ、屈かがみこんで、その少女を見つめていた。


    　その蒼あおい瞳は、今にも泣きだしそうに潤うるんでいる。


    「マドモワゼル……可哀かわい想そうに」


    　その少女の全身には、びっしりと、赤い湿しつ疹しんが浮いていた。痒かゆみがあるのか、肘ひじや膝ひざの裏をしきりに掻かいている。そのため、皮ひ膚ふが裂さけて、血が滲にじんでいた。


    　息が荒い。時折、激しく咳せき込んでいて、呼吸をするのも辛つらそうだ。それが、まだ十にも満たない可か憐れんな少女であるのが、なおいっそう無む惨ざん。気の早い蠅はえが、少女が屍しかばねになるのを待ちきれぬのか、ぶんぶんと、その周りを飛び回っている。


    　鳶丸も農民も、その少女の父親ですら、小屋を遠巻きにするだけで、近づこうとはしない。病やまいに感染するのを恐れているのだ。


    　王子は、感染が恐ろしくないのか、それとも、病が感染するという意味を理解できていないのか、熱でも診みるように、少女の額ひたいに手を置いてみたりしている。古いにしえの光こう明みよう皇こう后ごうは、膿うみで爛ただれた感染病者の身体からだを直接拭ふいて看病したというが、それを思わせる厳おごそかで、神聖な姿である。


    「いつから？」


    　王子は振り返り、少女の父に聞いた。


    「へ、へえ。一ひと月つき前からでございます」


    「治す方法はないのですか？」


    「町に出れば薬が売っていなくもないのですが、高くて手が出ません。お医者様のおっしゃることでは、きれいな水で、身体からだを毎日よく洗ってやるのがいいそうなのですが……」


    　王子は、しばし、何事か考え込んだ。


    「……水は、どこに行けばあるのですか？」


    「見ての通り、水源が干ひ上あがってしまって水なんてありませんよ。荒野に出れば沼地がありますが、あんな泥水じゃあ……」


    　それを聞くと、王子は、すっくと立ち上がった。無言のまま、しゃなりしゃなりと、小屋の入り口へと向かう。感染を恐れてか、農民たちが退しりぞいて道を開けた。王子は、そのまま小屋を出て直進し続ける。


    「お、王子様。どこに行くの」


    　慌てて、追ってきた鳶とび丸まるに、王子は、視線を向けぬまま言う。


    「水源へ」


    「水源？　水源ってこの川の？」


    　すぐ足元には、干上がった小川の跡が、道みたいに真っ直すぐ続いている。


    「水源を見てみたいのです。深く掘れば、また水が出るかもしれない」


    「無理だよ。もうみんな何度も掘ってるんだよ。それでも出なかったんだから」


    「見るだけ見てみましょう」


    　この王子、一度言い出したら聞かない性た質ちらしい。一人で、しゃなりしゃなり、進んでいってしまう。足が長いからか、歩くスピードがやたら速い。小柄な鳶丸は、ちょこちょこと必死でついていかなければならない。


    　その二人の後を数間ほど距離を置いて、ぞろぞろと農民たちが続く。彼らは、彼らなりに王子の不思議な魅力の虜とりことなり、その動向から目が離せなくなっているのかもしれない。


    「もう。お人よしにも程があるよ」


    　鳶丸は、王子に追いつき、そう囁ささやいた。少々腹も立ってきた。


    「早くこの村を抜けて、寺に行かなきゃ、日が暮れちゃうよ。だいたいこいつらのために水源なんて見に行ってやる義理なんてないじゃないか。今時、貧しさも、渇きも、流行はやり病やまいも、珍しくないさ。それをいちいち気にしてちゃきりがないよ」


    「鳶丸さん」


    　王子が精せい悍かんな顔を鳶丸に向けた。


    「きりがないほど多くの苦しみをどうして放っておけましょうか」


    　断固とした言葉だった。鳶丸の心臓が、不思議に鼓動する。


    （そんなこと……今まで言った人いなかったよ）


    　そうこうしているうちに、一行は、水源のある山に足を踏み入れていた。


    　それほど高い山ではない。山頂までゆったりとした傾斜が長々と続いている。


    　山中は、枯れかけた広葉樹が茂っていた。黄色くなった雑草が繁はん茂もし鴉からすがギャァギャァと喧やかましく鳴き喚わめくほかは、獣けものどころか虫の姿も見えない。道といえば、この干ひからびた川の上だけだが、上流に来たためか岩場が多くなり、たいへん歩きにくい。


    　そんな道を王子は、例の鶴のような歩法で軽々と進んでいく。馴なれているはずの鳶とび丸まるたちが、逆に遅れてしまう。


    　王子たちが、山頂の泉へと[image: ]たどりついた頃には正午を一刻（約二時間）は過ぎていた。


    　無論、そこに泉などなかった。


    　盆状に窪くぼんだ広場が、泉のあった痕こん跡せきを残してはいたが、水は一滴も見当たらない。むき出しの地面が乾燥し、哭なくように吹く風が砂すな埃ぼこりを巻き上げている。


    　ところどころに、白い石のようなものが見えた。それは、石ではなく獣の骨のようである。この泉を求めここまでやってきて力尽きたのだろう。中には人骨もあるのかもしれない。


    　その風景は、この戦国の世を象徴するように広漠として、絶望的であった。


    　すでに知ってはいたものの、改めてそれを見せつけられた農民たちは、言い知れぬ虚むなしさに襲おそわれたのか、溜ため息いきを吐ついたり、呆ぼう然ぜんとしたり、めそめそと泣きはじめたりする。


    「ね。だから言ったでしょ？　もう水なんてないんだよ」


    　鳶丸は王子の袖そでを引くが、王子はそれに構わず、涸かれた泉の中央に向かって進んでゆく。


    　いったい、何をするのだろうかと一同が見守るなか、王子は、泉の中央で立ち止まった。


    　盆状の窪みの中央に佇ちよ立りつする美しい立ち姿。なんだか、意味深な姿である。もしかしてこの神秘な人物は、雨あま乞ごいの儀式でも始めるのではなかろうか。この人物ならばあるいは、そんな奇跡を起こせるのではないかと思えてしまう。


    　そんな期待が集まるなか、王子はそこに立ち続ける。


    　風が吹き、木の葉が散り、陽が傾いた。ずいぶんと長い間ただ立っている。


    　一同もまた、王子の次の動作を今か今かと待ちわびながら、息を殺していた。


    



    五


    　四半刻（約三十分）が過ぎる。まだ王子は、立ち続けていた。


    　穴を掘るでも、天に祈るでもない。ただ立っている。


    　あまりに動かないので、彫刻にでもなってしまったのではないかと思われるほどである。


    　この辺りから、農民たちは、息を殺すことを止やめ、こそこそと互いに囁ささやきを始めた。


    「あの人は、あそこにただ立って、いったい何をやっているんだろう」


    　おおよそ、そんな疑問が湧わき上がってきたのである。


    　農民たちは、はたしてあの人物に近づいていいものかどうか困惑していた。近づいたら、あの人物が行おうとしている何か神聖な儀式の邪魔になるのではないか。そう思ったのだ。


    　だが、農民たちも馬鹿ではない。あのなんだか不思議な人物は、何かをしようとしているのではなく、ただ立っているだけなのだ、ということにうすうす気がつきはじめていた。


    　それでも王子の発するカリスマ性ゆえだろうか。もし、万が一、何かやろうとしているのであれば、立ち去ってはいけないような気もするのである。正直どうせ何もやらないというのであれば、そろそろ陽も暮れかかってきているから、早く帰りたい。できれば、誰かが、「あなた何をやっているんですか？」と聞きに行ってほしい。


    　そんな思いのこもった農民たちの視線が、鳶とび丸まるに集まった。


    「おっ、おいら？」


    　確かに鳶丸が適任と思われた。鳶丸が王子に会ったのは、つい朝方のことだが、事情を知らない農民たちからは、連れ立って歩いていた二人が知り合いのように見えたことだろう。知り合いでないにしても、王子を村に連れてきたのは鳶丸なのだから、その責任を取ってほしい。


    　鳶丸は、しぶしぶ泉の中央に進んでいった。


    　少しずつ王子の広い背中が近づいてくる。


    （おや？）


    　近づいてみて気がついた。王子の背中が、微かすかに震ふるえているのだ。


    （こ……これは、もしかして……）


    　鳶丸は、駆けた。急いで、王子の前に回り込む。その顔を目にし、鳶丸は、仰天し、飛びあがった。比ひ喩ゆではなく、実際にぴょんと跳んだ。


    「なっ、泣いてる────！」


    　王子が、泣いていた。


    　下した唇くちびるを強く噛かみしめ、端たん正せいな表情は、そのままに、澄んだ泉のような瞳に[image: ]あふれ出さんばかりの涙を溜ためている。握りしめた拳は、何かに耐えるようにぶるぶる震え、その振動が、肩から背中へと伝わっていた。


    「なっ、なっ、なっ。何、何？　どうしたの？　いったい何があったの？」


    　鳶丸は、事情もわからぬまま慌てふためいてしまった。何やら自分がこの純粋な人の気分を害するようなことをして泣かせてしまったような気がしてしまう。


    　そう思ったのは、農民たちも同じだった。動揺がうまれ、ざわめきだす。


    　だが、彼らにも鳶丸にも、王子を泣かせるようなことをした記憶は全くなく、この突然の涙のわけに、毛ほども心当たりがないのだった。


    　王子が、堅く結んだ口元をゆっくりと開いた。


    「無念です」


    　実際、その声は、心底無念そうだった。


    「な、何が？」


    　その鳶とび丸まるの問いは、その場にいる全員の疑問を代弁していた。


    「私自身の無力さがです。こんなにも多くの人々が苦しみ、悲しみにくれているにもかかわらず、何一つしてやることができません。水すらも出してやることができない。ああ！　なんて私は、無力なのでしょう！」


    　王子は、涙が零こぼれぬように目頭を押さえ、上を向く。惚ほれぼれするような男泣きである。


    　なんて呆あきれるほど、高潔な人物だろうか。まるで聖人である。侍も農民も私利私欲のみで動く戦国の世に、こんな人間が残っていたのだ。


    　王子は、おおおっ、と慟どう哭こくして、装束が土で汚れることも構わず、そこに膝ひざをついてしまう。


    　鳶丸は、なんだか可哀かわい想そうになってきて、震ふるえる王子の肩に手を置いた。


    「ねえ王子様。もういいよ。そもそも最初から涸かれた泉に水を出すなんていくらなんでも無理だよ。それを本気でやろうとした王子様はすごいよ。ねっ。もういいから行こう」


    　鳶丸の優しい言葉に、王子は、顔を上げる。


    　その顔が──輝いていた。


    「えっ！」


    　顔ではない。涙だ。王子の瞳から[image: ]あふれる涙が、きらきらと銀河のように発光していたのだ。


    「おっ……王子様、その涙……」


    　そこまで鳶丸が口にした時、その輝く雫しずくが、王子の白い頬ほおを伝った。伝った涙は、王子の顎あごで一度止まり、そのまま光る水滴となって地面に落ちる。乾いた大地は、清らかな液体を瞬またたく間に吸収していった。


    　直後。


    　……びきり、と足元より、何かが、割れる音がした。


    　それは、一同の立っている大地の底で、なんらかの異変が起こったことを告げる音であった。その異変は、すぐに地面の表面に現れてくる。


    　涙の落ちた場所。すなわち泉の中央より、地面に蜘く蛛もの巣状の割れ目が走ったのである。


    「ななな……！　なんだ？　地震か！」


    　突然の異変に、鳶丸と、農民たちは、驚き慌てて辺りを走って回る。ただ、王子一人が、立ち上がって、呆ぼう然ぜんとしたように、己おのれのすぐ足元の地面に、視線を落としている。


    　その視線の先より、きらきらと光るものが広がってきた。


    　──ものすごい量の涙が、王子様の瞳より流れ出て、この涸れた泉を満たそうとしている！


    　人々は、そう錯さつ覚かくした。


    　が、それは、間違いである。割れた大地の間より、水が湧わき出てきていたのだ。それが、傾いた陽光を反射して、輝いていた。


    　湧水は、瞬く間に泉を満たしてゆく。もう王子の腰の辺りまで水位が上がってきている。


    「そんな……噓うそだろ……」


    　長い間涸かれきっていた泉に水が湧わいた。いくら深く掘っても決して湧いてこなかった水が！


    　信じられぬ思いに、一同は、困惑の極みに達していた。


    　王子の清らかな涙が、天に届いて奇跡を起こしたのか？　はたまた、王子の清せい廉れんな悲しみに大地すら心打たれ湧水なみだしたとでもいうのだろうか？


    　現実的に考えたならば、王子の涙と、地殻変動とが偶然重なったと考えるべきだろう。


    　だが、奇跡は、それだけに止とどまらなかった。


    「たいへんだぁ──！」


    　息を切らして山道を登ってくる足音がした。一人の女が、慌ただしく駆けてくる。それは、王子についてこないで村に留とどまっていた者だった。村人の一人がヒステリックに怒鳴り返す。


    「何がたいへんなものか。涸れた泉に水が湧く以上のたいへんが、あるものか！」


    　だが、次に女が口にした言葉に、一同は、心底仰天することになる。


    「お絹きぬの病やまいが治っちまったよ！」


    　それは、先ほど村で王子が触れた、流行はやり病の少女の名であった。


    「…………！」


    　鳶とび丸まるは、絶句する農民たちを見て思った。


    　感動も過ぎると、青ざめるものなのだな……、と。
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    第三章　王子暗殺


    



    一


    　正午過ぎの荒野に熱線のごとき陽光が照っていた。


    　じりじりと照りつける死の光線のもと、生物という生物は、渇きに耐えきれず死滅していた。


    　だが、全ての生物が死に絶えているわけではない。


    　丈たけの高い名も知れぬ雑草が黄色い花をつけているのが見える。可愛かわいらしい外見に似合わず、生命力が強いらしい。他の植物の侵入を許さず、痩やせた大地を占有して繁はん茂もしていた。


    　その根元には、ちっぽけな甲虫が日光を避よけて、死んだようにじっとしている。日中は、そうやってじっとして、日が暮れると、野の垂たれ死んだ獣けものの肉を求め、行動を開始するのである。


    　……したたかである。


    　雑草や昆虫に限らない。この大地に生きる者たちは、みな、したたかであった。


    　無論、それは人も同じ。


    　今、咲き乱れる黄色い花を掻かき分け進む一団もまたしたたかな連中ということになる。


    　その十人ほどの一団は、みな、深ふか編あみ笠がさを被かぶり、土つち埃ぼこりに塗まみれた合かつ羽ぱを羽は織おっている。格好だけ見れば旅人のようだが、その歩みが常人とは違っていた。


    　速い。


    　速いといっても、駆けているわけではない。あくまで通常の歩行よりもやや速い程度──すなわち早歩き程度の速度である。


    　だが、この一団は、この速度をもう一刻（約二時間）以上維持し続けている。常人ならばとっくに息が上がっているはずである。結果的に、普通の旅人よりも三倍は早く遠方へ行くことができるだろう。また、このような速度で歩行しているにもかかわらず、上体がまるで動いていない。熟練の兵法者か、忍術者のみに可能な歩法である。


    「か、かしら！」


    　ちょうど高い丘と丘に挟まれた場所に差し掛かった時、その一団に声がかかった。


    　一団は、立ち止まり、声のしたほうを振り返る。


    　よたよたと薄汚い浪ろう人にん体ていの男が、草くさ叢むらより出てきた。


    「醜しゆう太た郎ろう……ようやく追いついたか」


    　一団の先頭を進んでいた首領と思われる一人がそう口にした。


    　醜太郎と呼ばれた浪人体の男は、ぺこりと頭を下げる。


    　我々はこの男を知っている。


    　馬ば糞ふんに小便をひっかけて、ねちねち練って、蝦が蟇まの形に乱暴に造形したような──そんな面相。おまけに右手首から先がない。汚い布で、ぐるぐる巻いて血止めしてある。


    　以前、鳶とび丸まるを襲おそい、王子に手首を斬きりおとされた男であった。


    「うぬだけか？」


    「へえ。みんなやられちまいました。俺もこの通りで」


    　醜しゆう太た郎ろうは、布を巻いた右腕を上げて見せる。


    「ほお」


    　深ふか編あみ笠がさの人物は、笑ったようだった。なんだか愉快そうである。


    「敵は、何人であった？」


    「一人でさぁ」


    　醜太郎は、ばつが悪そうに言ったが、深編笠は、ますます愉快そうだった。


    「なかなかの腕ではないか。旅の兵法者でも襲ってしまったか？」


    「それが違うんです」


    「違う？　兵法者ではないのか？　兵法者でもない者がたった一人で、うぬの腕を斬りおとし、残る二人を倒したというのか？」


    　醜太郎は、返答に窮する。


    「いや……、もしかして兵法者だったのかなぁ。どうも、そういう風には見えなかったんで」


    「要領を得ぬな。いったいどのような男だったのだ？」


    「それが……ひどく……」


    「ひどく？」


    「……カッコいい奴でした」


    「は？」


    　醜太郎の悪あく相そうが、ぽっ、と朱に染まった。


    「そ、それが、なんというか。この手を落とされた時にゃ、憎くて、おっかなかったんですが、後になって、そいつのことを思い出してみると、なんだかとっても素敵な奴だったような気がしてきちまうんですよ。何度も何度も思い返しているうちに……、なんつうか、胸の内が、どきどきして、熱くなってきちまうんですよ」


    　しどろもどろ語る醜太郎の様子に、深編笠は、吹き出してしまう。


    「まるで恋こい煩わずらいだな」


    　戯たわむれで言ったはずのその言葉に、醜太郎は、はっ、と目を見開いた。


    「そっ！　そう！　それです！　この気持ちは、それに違いねえ！　俺……、あいつに恋しちまったのかもしれねえ！」


    　目の前で、夢見るように瞳をきらきらさせる醜男に、深編笠の一団は唖あ然ぜんとしてしまった。この心身ともに醜悪な男の心をいったい何者が、ここまで変えてしまったというのか？


    「で。そいつは、どんな奴だったんだ」


    「カッコいい奴です」


    「それは、わかった！　もっと他に何かあるだろう。服装とか顔立ちとか」


    「ああ。えぇーと。あれは、なんつう服なんだ。南なん蛮ばん人じんみたいな格好をしてましたよ。そうだ。髪が黄金みたいにきらきら光ってて、目は、綺き麗れいな青色でしたなあ」


    　それを聞いて、深ふか編あみ笠がさは思案した。確かに醜しゆう太た郎ろうの言う人物は、この国の人間とは思えない。


    　少し考え、深編笠は、考えることを止やめた。そんなことよりも先に早急に解決しなければならない問題があったからである。


    「もう一つ聞きたい」


    「へ？」


    「その連中は、カッコいい奴の仲間か？」


    　次の瞬間。左右の丘の上に無数の騎影が湧わいた。


    　右に十、左に十。おおよそ二十騎の騎馬武者である。いずれも深紅の鎧よろい兜かぶとを纏まとい、長なが槍やりを握っている。深紅の鎧武者といえば、領主、真ま壁かべ弾だん正じようの兵である。おそらく戦いくさ帰りの一部隊と思われた。いずれも、戦場往来の荒武者といった顔つきで、深編笠の一団に、油断ない視線を送っている。明らかに友好的な雰囲気ではない。


    「醜太郎。つけられていたようだな」


    　深編笠は、冷たくそう言い放った。が、そう言った先には、すでに醜太郎の姿はない。


    「うわぁぁぁぁー」


    　見れば、醜太郎の不格好な姿は、もうずいぶんと先のほうまで逃亡していた。


    　深編笠は、ちっ、と一つ舌打ちする。


    「柔にゆう弱じやく者ものが！」


    



    　だが、その柔弱者の足がふいに止まった。


    　醜太郎の目の前にさっきまで存在しなかったはずの岩山が現れたからである。


    「お？　おろ？　こんなところに山なんてあったっけ？」


    　そんなことを言って困惑する醜太郎の目の前で、山が、ぶるると一つ振動すると、激しく嘶いなないた。雷鳴のごときその声に、醜太郎は、腰を抜かす。


    「ひえっ！」


    　山に見えたそれは、巨大な馬であった。焔ほむらのごとき鬣たてがみ。ごつごつとした筋肉は、巌いわおのごとし。天を衝つくように聳そびえ立つその姿は、馬というよりも竜のよう。


    　そして、その馬の背には、やはり山のように巨大な深紅の鎧武者が跨またがっている。


    　鶏冠とさかのような装飾を施ほどこされた飾り兜を被かぶり、纏った胴当ては、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる胸板を模している。おそらくその胴当ての下には、同じような筋肉が隠されていることだろう。握った朱槍は、巨城の大黒柱ほどの太さである。繁しげみのような髭ひげ面づらは、見るからに豪ごう傑けつといった風ふう貌ぼう。


    　鎧よろい武者は、畳一畳分はあろうかという掌てのひらを開いて、恐怖に怯おびえる醜しゆう太た郎ろうを人形みたいに掴つかみ上げた。


    「いっ、いいいっ、命ばかりは……」


    　鎧武者は、懇こん願がんする醜太郎を冷たい眼光で一いち[image: ]べつすると、


    「ぬんっ！」


    　ごきん。


    　骨格の砕ける音とともに、鎧武者の掌の中で、醜太郎は、無む惨ざんに握り潰つぶされていた。


    　ごみでも捨てるように、醜太郎の屍しかばねを放ると、鎧武者は大太鼓を打ち鳴らすがごとき声で高笑う。


    「ぐわっぐわっぐわっぐわっぐわっ」


    　空気が振動し、風が起こった。


    「拙せつ者しやは、真ま壁かべ勝かつ正まさ公の配下、侍大将飯お富ぶ轟ごう右衛え門もん信のぶ虎とらである。貴様ら、国内を荒らして回る不ふ埒らちな盗とう賊ぞくであろう。ここで会ったが百年目。戦いくさのついで、凱がい旋せんの手て土産みやげに退治してくれよう」


    　長大な朱しゆ槍やりをびしりと深ふか編あみ笠がさの一団に向けた。


    　それを合図に、左右の丘の上より、騎馬武者たちが、一気になだれ降りてくる。


    　深編笠は、ふっ、と笠の下で一笑した。


    「よかろう。柔にゆう弱じやく者ものとはいえ、仲間を殺された礼は、せねばなるまい」


    　そう告げるが早いか、一団は、一斉に深編笠と合かつ羽ぱを脱ぎ捨てた。十数の笠と合羽とが、鳥の群れが飛び立つように、ぱっ、と宙を舞う。


    「なっ！」


    　絢けん爛らんな花が咲き乱れたように見えた。


    「おっ、女!?」


    　深編笠と合羽の下から現れたのは、なんとも見み目め麗うるわしい女性たちであった。


    「首領、暈かさ魔ま蛾が彩あや」


    　女の一人が精せい悍かんに名乗った。


    　褐かつ色しよくの肌。柳葉やないばのごとく太くきりりとした眉まゆ。挑戦的に結ばれた口元。古いにしえの巴ともえ御ご前ぜんを思わせる勇ましい美び貌ぼう。長い黒髪を紅い布で結ゆい、頭の後ろで、仔こ馬うまの尻しつ尾ぽのように垂らしている。武芸者のごとき裁たつ着つけ袴ばかまを穿はき、胡こ蝶ちようの描かれた深紅の打うち掛かけを肩に引っかけている様さまは、奔ほん放ぽう不ふ羈きなる傾かぶ奇き者ものの風ふ情ぜい。打掛の下に纏まとう濃紺の小こ袖そでは、健康的に張った巨乳を抑えつけきれず、その胸元の谷間を晒さらしている。腰に差された、黒くろ[image: ]さやの大小は、豪刀、伯ほう耆き安やす綱つな。


    　蛾彩と名乗った少女が引き連れる一団も、一様に帯刀している。いずれも十代と思われる少女剣士たち。色とりどりの打掛や小袖を、ある者は、腰に巻き、あるいは、肩肌脱ぎにし、それぞれがそれぞれ勇ゆう壮そうでありながら、婀あ娜だな魅力を醸かもしている。


    「暈魔盗賊団！」


    　びしりと、舞のキメのごとき姿勢を作り、十数の美少女たちが、声を[image: ]そろえる。まるで原色絵巻を投げ広げたような華やかさ。


    「暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんだと。そうか貴様らが、国内を荒らす女盗賊どもか！」


    　絵姿のごとき少女剣士たちは、首領、蛾が彩あやを守るように敏びん捷しように迎撃の陣形を形作る。


    「ぶえっへっへぇ！　たかだか女盗賊ごとき、らっくしょうでござるぅ！」


    「生け捕りにして慰なぐさんでくれるぅぅぅ！　べろべろべろっ」


    　花のような少女たちの陣形に赤備えの騎馬武者たちが、餓が狼ろうと化して殺到した。


    　少女たちは、ふっ、と憐あわれみとも、[image: ]ちよう笑しようともとれる微笑を浮かべ、一斉に抜刀する。


    　騎馬武者たちが、今まさに少女らの集団に激突しようとした瞬間、輝く銀ぎん蛇だを描いて少女たちの刀身が舞い踊った。


    「げっ！」


    「あべっ！」


    　血の線を引いて宙に舞いあがった無数の球形は、騎馬武者たちの首であった。


    　少女たちは、さっと、陣形を崩し、散開する。


    　宙に飛びあがった武者たちの首は見た。自分の身体からだを乗せた騎馬が、少女たちのいた場所を通り過ぎて、遥はるか彼方まで駆けていくのを……！


    「ままま、待っでぇぇぇ。そんなに急いで、どご行くのぉ。拙せつ者しやの身体ぁぁぁ……ぼでっ！」


    　首のあげた悲痛な叫びも束の間。少女たちの足元に転がってきた無数の生首は、物言わぬ骸むくろと化していた。二十騎もいた騎馬武者たちは、僅わずか数瞬で少女たちの手にかかり、討って捨てられたのである。


    　少女一人一人が剣の達人。それが、暈魔盗賊団。


    　少女たちが、まるで示し合わせたように同時に、刀を血ぶりする。きっ、と挑戦的な視線を向けた先は、ただ一人残された巨大な侍大将、飯お富ぶ轟ごう右衛え門もん。


    　部下を一いち網もう打だ尽じんにされたにもかかわらず、轟右衛門は、不気味に笑いこそすれ、戸惑う様子は見られない。


    「ほほお。なかなかの打うち物もの達たつ者しやどもよ。そなたら女だてらにようもそこまで精しよう進じんした。わしが直じき々じきに相手してくれよう」


    　轟右衛門が、巨大な馬からのそりと降り立つ。その重量で、大地がひび割れ、へこんだ。


    　轟右衛門と少女剣士たちとの距離およそ十間（約十八メートル）。だいぶ離れているはずなのだが、少女たちの実感としては、対面しているというよりも、足元にいるといった感じ。今にも踏み潰つぶされかねぬ威圧感がある。


    　さすがの少女剣士たちもその威圧に、額ひたいに冷たい汗を浮かべることを禁じ得ない。


    「いいだろう。受けて立とう」


    　緊張を隠し切れぬ少女剣士たちの中より、一人、毅き然ぜんと轟右衛門の問いに答えたのは、首領、蛾が彩あやであった。すでに二刀を抜刀し、無造作に両手にぶら下げ、しずしずと少女たちの中から進み出てくる。


    「下がっておれ。こやつは、うぬらの手に負える相手ではない」


    　蛾彩が、少女たちにそう命ずる。少女たちは、軽く頷うなずくと、大人しく命に従い、退いていく。


    「ほほほお。では、貴様なら相手になるとでも言うのか？」


    　轟ごう右衛え門もんの挑発的な言葉に、蛾彩は、あくまで素気なく答える。


    「ならぬな」


    「何？」


    「うぬでは、私の相手にはならぬと言うたのだ」


    「威勢がいいな。では、試みてくれようぞ」


    　轟右衛門が、縄文杉のごとき長大な朱しゆ槍やりを蛾彩に向けた。その螻け蛄ら首くびだけでも蛾彩の身長を軽く超えている。


    　蛾彩は、まるで尋常の兵法勝負でもするかのように、二刀を構える。右手の太刀を大地と垂直に持ち上げ、左手の脇わき差ざしを相手の喉のど元もとへと向ける。二刀における上段の構え。


    　驚くべきことに、蛾彩は、この大魔神を相手に、真っ向勝負を挑もうとしていたのだった。


    　相手との体格差、大仏と子供ほど。巨人と少女との超無差別級の真剣勝負が開始された。


    　しばし双方、見合ったままに動かない。


    　微かすかに足先だけが、じりじりと土を擦こする。


    　一見して、轟右衛門が巨大な体たい躯くにまかせてがむしゃらに打ち込めば、小さな蛾彩など一たまりもないのではないかと思われた。轟右衛門もまたそう考えていたのだろう。


    　だが、それができなかったのだ。兵法勝負には、いざ互いの得物を向けあい対たい峙じしてみてようやく気づくものがある。轟右衛門は、おそらくそれに気づいたのだろう。


    　──隙すきがない。


    　轟右衛門の厳いかめしい額ひたいに一ひと筋すじの汗が垂れた。


    　このまま、膠こう着ちやく状態が続き、勝負は、長期戦に持ち込まれるかと思われた、その時。


    　蛾彩の刀が、すっと下段に下がった。


    　その簡単な動きが引き金となり、轟右衛門の身体からだが、弾かれたように動作する。


    「いやああああああ！」


    　ものすごい雄お叫たけびとともに、轟右衛門が槍やり先さきを突き出した。


    　どかんっ！


    　派手な音を立てて突き刺さった長大な槍は、大地とともに、蛾彩の身体をも微み塵じんに砕いたかと思われた。


    　が、そこに蛾彩の褐かつ色しよくの肢し体たいは、存在していなかった。


    「なっ！　なに？」


    　驚きに目を見開いた轟ごう右衛え門もんの背後より、冷然とした声がする。


    「ここだ」


    　慌てて振り返った轟右衛門。そこに、不敵な蛾が彩あやの立ち姿があった。


    「小こ癪しやく！」


    　轟右衛門は、再び槍やりを突き出そうとした時、蛾彩が思いがけない行動をとった。


    「暈かさ魔ま忍法〈蛾が眼まなこ〉！」


    　蛾彩が、自らの小こ袖そでの胸元を大きく広げたのだ。帯が一瞬で解け、蛾彩の巨大な胸から臍へそまでが露あらわになる。


    「ひぃっ！　これはっ！」


    　おおっ。轟右衛門は、そこに何を見たのか。その豪ごう傑けつ面づらが途端に青ざめ恐怖に竦すくみあがった。


    　女子が身体からだの前面を露わにして見えるものなど、元げん服ぷくした正常な男子ならば、神仏に祈願してでも見たいものに違いはない。それを目にした男子は、おおよそ、興奮、羞しゆう恥ち、弛し緩かん、などの感情、および肉体的変化を起こすものである。況いわんや、壮そう健けんにして精せい気き絶ぜつ倫りんたる飯お富ぶ轟右衛門をや。意気が上がることこそあれ、戸惑うことなどあるはずもない。


    　だが、どうしたことであろう。蛾彩の掻かき広げた豊満な肉体を目にし、轟右衛門は、恐きよう懼くの悲鳴をあげたのである。


    「うっ、うわあああああ！　来るなぁぁぁ！」

  


  [image: ]



  
    　怯おびえ狼狽うろたえ、金縛りしたように、動けなくなっている。


    　その隙すきを見み逃のがす蛾が彩あやではなかった。


    　すかさず地を蹴けり、黒くろ豹ひようのような肢し体たいを躍らせる。


    　はっ、として轟ごう右衛え門もんが長大な槍やりを構え直した時にはもう遅かった。


    　十文字の斬ざん線せんが蛾彩の手元より迸ほとばしったかと思えば、転写したように轟右衛門の顔面に同様の線が深紅に浮き上がる。驚きに眼球を見開いた轟右衛門の顔に刻まれた十文字は、血を滲にじませながら広がっていき、ついには、その顔を四つに分断した。


    「そ……、そば……、そんな……ば……！」


    　轟右衛門の身体からだが血煙とともにくずおれた。


    　蛾彩が、二刀をぱちんと納刀する。


    　──〈毒どく蛾が〉の蛾彩。


    　この盗とう賊ぞく団だんの女首領の異名である。


    



    　たった今、轟右衛門を倒し終えた蛾彩のもとに、部下の少女剣士たちが駆け寄ってくる。この時ばかりは、年齢相応の乙女おとめに戻り、一様に顔を火ほ照てらせ、熱く潤うるむ瞳を蛾彩に向けている。


    「ああぁ……。蛾彩様、さすがでございます」


    「蛾彩様が、あんなむさ苦しい男になど後おくれをとるはずはないと信じておりました」


    「はぁん。ほんにお強く、お美しいお方……」


    　口々に、浴びせられる賛美の中、蛾彩は黙して足元の屍しかばねに目を落としている。


    　それは、先ほど轟右衛門によって握り潰つぶされた醜しゆう太た郎ろうの遺体であった。


    　遺い骸がいを見つめる蛾彩の心情を察したのか、少女剣士たちは、寂しげに顔を曇らせる。


    「また……我らだけになってしまいましたね……」


    　蛾彩は、ちっ、と舌打ちする。


    「初めに戻っただけだ。それにこんな柔にゆう弱じやく者ものなど初めから仲間だと思っておらぬ。役に立つかと思い傘下に加えたが、所詮男は、信用ならん」


    　蛾彩は、苦々しく吐き捨て、眉まゆをひそめた。


    「しかし、兵が[image: ]そろわなければ、我らの悲願は……」


    「悲願か」


    　蛾彩の顔に深い憂うれいの色が浮かんだ。首領の顔に浮かんだかげりは、じんわりと、少女たち一人一人に広がっていき、やがて、全員が俯うつむき、沈ちん鬱うつとなる。


    　暫ざん時じ、何かを悼いたむように黙然とした時が経過した。


    「行くぞ」


    　ふいに蛾彩にそう命じられて、少女剣士たちは、顔を見合わせた。


    「どちらへ？」


    「役立たずだったとはいえ、仲間の仇かたきは討たねばならん。仲間二人と醜しゆう太た郎ろうの右手の仇。やられたままでは、暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんの沽こ券けんにかかわる」


    「では」


    「捜すのだ。醜太郎の右手を奪った──カッコいい奴を」


    



    二


    「おかしい……」


    　暈魔盗賊団の少女剣士たちは、顔を集め、首を傾かしげ合った。


    　一同が、身を潜ひそめているのは、小さな村を見下ろせる禿はげ山やまの岩陰である。


    　旅人や、近隣の農民に聞き込みを行うと、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのカッコいい男の足取りは、すぐに掴つかむことができた。そのような外見の不思議な人物が、山やま間あいの村に滞在しているのだという。


    　どうやら、その人物、この辺りでは、有名らしく、尋ねれば誰でも、ぽっ、と顔を赤らめ「ああ。王子様のことだろう」と、答えるのだった。


    　天界の住人のごとき見み目め麗うるわしい風ふう貌ぼうをしており、手を触れただけで病人を癒やす、涸かれた泉に水を湧わかせる、など、噓うそとも真まことともつかぬ様々な奇跡を起こしているのだという。


    　それは、いったい何者かと問うてみても、みな、一様に首を傾げ、「王子様は、王子様だろうよ」と、なんだか要領を得ない答えをするばかりなのである。


    　蛾が彩あやは、頭に疑問符を浮かべながらも、その「王子様」とやらがいるという山間の村へと来てみたのであった。結果、疑問符は、感嘆符へと変わっていた。


    「この村、前に来たことがあったか？」


    「あったはずですが……」


    「あった。確か、もう涸れ切ってて、盗むものもないと素通りしたはずだが」


    　蛾彩は、眼下に広がる風景を改めて眺めてみる。


    「これが……あの時の村か？」


    　以前、来た時の村の色彩的印象を端的に述べるのならば、それは「赤」であった。むき出しの赤土、干ひからびた田畑、遠くに見える小山も枯れ木に覆おおわれていた。それが赤い印象を蛾彩に与えていたのだ。


    　だが、今久しぶりに目にするこの村の印象は、赤の反対色「緑」である。


    　すっかり涸れて小道のようになっていた小川には、澄んだ水が流れ、見れば、村そん童どうが魚など捕っている。田んぼにも水が張られており、早さ乙女おとめたちが田植えに精を出しているではないか。小川の周辺には、草花が青々と茂り、蝶が舞い、げこげこと蛙かえるの鳴く声まで聞こえる。


    　ついさっきまで赤茶けた荒野を歩いてきたため、急に桃とう源げん郷きようにでも迷い込んでしまったのではないかと、錯さつ覚かくさせられるほどの美しくも穏やかな風景が広がっていた。


    「なぜ、この村だけがこんなに豊かなのだ。この村にだけ飢き饉きんが来ておらぬようではないか」


    　一同は、村人に姿を見られぬように用心しながら、山中を進んだ。


    　[image: ]うわさによれば、王子という人物は、この村のすぐ先の山寺、蘭らん平ぺい寺じに仮居しているのだという。村を真っ直すぐ抜けたほうが近道なのだが、念のために、身を隠して行動することにした。


    　山寺は、すぐに見つかった。


    　寺へと上る石段に、二十人ほどの行列ができており、目につきやすかったのである。


    　行列は、いずれも貧しい身なりをした人々で、ある者は老いた肉親を背負い、ある者は、幼おさな子ごの手を引いている。連れているのは、みな、病人のようだ。皮ひ膚ふの表面に赤い斑はん点てんがあり、ときおり激しく咳せき込んでいる。流行はやり病やまいの症状だ。


    「王子は、触れただけで病を癒やす力を持っているとか聞いたな……」


    　つまり行列は、王子に病を治してもらおうと集まってきた人々ということだろう。


    「ふん。王子に近づくのは難しそうだな」


    「私が、列に並んで、王子とやらを偵察して参りましょうか？」


    「そんなに私は、気が長くない。そんなことよりも」


    　蛾が彩あやの顔に、残忍な色がありありと浮き上がった。


    「てっとり早く、私が直じき々じきに始末をつけてやろう」


    



    三


    　蛾彩は、手下たちを残して、一人、山寺の裏側に回り込んでいた。


    　熊くま笹ざさや[image: ]いばらの繁しげる山中を実に巧たくみに進んでいく。山やま間あいの闇やみに褐かつ色しよくの肌を溶け込ませ、木の葉を揺らすことなく、音一つ立てることない。それは、高度な忍術者の動きであった。


    　やがて、蛾彩は、寺のすぐ裏手に[image: ]たどりついた。目についた高い杉によじ登る。枝葉に身を隠し、建物の中を観察しはじめた。


    　本堂裏、居住空間と思われるコの字形の建物がある。その中庭が見渡せた。梅の木が生はえており、小さな池がある。


    　そこの縁側に、ちょうど一人の人物が、出てきたところだった。


    （あれが王子……）


    　すらりとした長身、純白の装束、黄金の髪、貴族的な物腰……、まさに[image: ]通りの人物である。


    （美しいとは、聞いていたが、よもやこれほど……）


    　[image: ]を聞いた時には、尾ひれがついて大げさに語られているのだと思った。だが、遠目とはいえ、実際に見る王子の姿は、この世のものとは思えぬほどの美形である。その人物が現れたことにより、寂さびれた中庭が一瞬で雅みやびな空間に変へん貌ぼうしたかのように感じられた。


    　蛾彩は、柄にもなく王子に見み惚とれてしまっている自分に気がつき、頬ほおを叩たたいて気を取り直す。


    　自分の髪の毛を一本ぷつりと抜くと、それを指で撫なでた。間もなく、指の中の毛は、ぴん、と伸びて一本の針のごとくなる。


    　それを人差し指と中指の間に挟み、右目を瞑つむり、王子の額ひたいへと照準を合わせた。蛾が彩あやは、この毛針を棒ぼう手しゆ裏り剣けんのごとく王子へと投とう擲てきしようとしていたのである。


    「暈かさ魔ま忍法〈死しに髪がみ〉」


    　ぼそり、と呟つぶやく。


    　暈魔忍法〈死髪〉──すなわち、特殊な軟なん膏こうを塗りつけることによって毛髪を硬化させ、投擲用の暗殺具と化かさしめる法である。軟膏には、即効性の毒物が混入されており、刺されば牛馬といえども即死する。また、毛針は、傷口が小さく、時とともに普通の毛に戻るため、痕こん跡せきも残り難い。まさに暗殺に適した忍法である。


    　蛾彩が、今まさにその指先から毛針を放とうとした時、王子へと向けられた蛾彩の視線を何者かが遮さえぎった。


    　建物の奥より、二人目の人物が出てきたのである。


    　それは、十四、五歳ほどの栗り鼠すを思わせる可か憐れんな少年だ。小こ袖そでから伸びた健康的な太ふと[image: ]ももがぴちぴちとした美少年である。王子を見る瞳の熱さは、恋する乙女おとめのそれであった。


    （何者か？）


    　蛾彩は、王子の暗殺を一時中断して、二人の会話に鋭敏な聴覚を傾けることにした。


    「ねえ王子様。王子様は、いつまでこんなことやってるんだい」


    　少年の口調には、熱い瞳とは裏腹に、非難がましさが混じっていた。


    「涸かれた泉も湧わかせてあげたし、病気もずいぶん治してあげたじゃないか。これ以上、あいつらのために、この寺にとどまって病気を治してやる必要なんてないよ。王子様には、王子様の目的があるんだろう？」


    　王子は、少年の言葉を真しん摯しに受け止めるように、瞳を閉じて、素直に頷うなずく。


    「鳶とび丸まる。貴男あなたが私の目的を心配してくれる気持ちはわかりました」


    　鳶丸と呼ばれた美少年は、少女のように、きゅんとした顔になる。


    　はたで聞いていた蛾彩には、王子の目的を心配している、という風には見えなかったが、王子はそう思い込んだらしい。


    「ですが鳶丸。鳶丸は、大きな間違いをしています」


    「なんだよぉ」


    　鳶丸は、可愛かわいらしい口先をとんがらがせる。


    「私は、涸れた水源を湧かせたり、病気を治したりなんてしていません」


    「だって実際、水は湧いたし、病気は治ったじゃないか。それに、たったの一週間で、草や木が生はえてきて、川に魚まで戻ってきている。王子様が奇跡を起こしたんだろう？」


    「違いますよ」


    「ええっ？」


    「私は、神様ではありません。そんなことは、できませんよ。全部偶然です。ちょうど、私が、涙を流した時と、泉が湧わいたのが同時だっただけです。病やまいも、私が触れたあとに偶然治った。それだけのことです」


    「ちょっ、そんなはずないでしょう。だって、実際、王子様が触れた人の病気は治ってて、触れてない人は、治ってないんだよ。今まで高い薬でしか治らなかった病気が！　そんなに偶然が重なるもんか！」


    　王子は、取り乱したように喚わめく鳶とび丸まるを、にっこりと微ほほ笑えんで制する。


    「鳶丸。考えてもみなさい。宇宙は、広いのです。確かにそんな偶然が重なる確率は、天文学的な数字といっていいでしょう。ですが、この広大な宇宙では、そんな偶然は、毎日のように起こっているのですよ」


    「うちゅう……？　かくりつ……？　てんもん……？」


    　意味がわからないといった意味で口にしたはずの鳶丸の言葉を、王子は、了解と受け取ったらしく、こくんと頷うなずいて返した。


    「そうです。それに、綺き麗れいな水があれば、病気は治ると、お医者様がおっしゃっておられたのでしょう？　みなさんの病気が治ったのは、綺麗な水のおかげですよ」


    　鳶丸は、まだ、どうも納得できないといった顔つきだ。


    「じゃ……、じゃあ百歩譲ってそうだとするよ。でも、それなら尚なお更さらこんなところにいてもしょうがないじゃないか。なんのためにここにいて、毎日やってくる病人に触れてるんだい」


    　その言葉に、王子は、ようやく悩むような顔つきになった。


    「そこです。私は、早く姫を捜しに行かなければならない。鳶丸の言うように、ここにいつまでもとどまっているわけにはいかないのです。ですが、私を頼って集まってくる人々をどうして見捨てて行けるものでしょう」


    「でも、王子は、病気を治していないんだろう？」


    「はい。いくらそう言ってもみなさん信じてくださらないのですよ」


    「そりゃあ。信じられないよ。実際に治っちゃうんだもん」


    「たとえ偶然とはいえ、私が、あの人たちの心の支えになっているのだとしたら……。そう思うと、無む下げに立ち去ることもできないのですよ。あの方々の心にようやく宿った光。それを私は、捨てては行けない」


    　ああ、と甘い吐息を漏もらし、王子は、悼いたむように胸を押さえ、艶なまめかしく首を振る。


    　話を聞いていた蛾が彩あやは、すっかり呆あきれてしまっていた。


    （今時こんなお人よしがいたとは……）


    　王子という人物を何かカラクリを使って奇跡を起こし、それで人の注目を集める詐さ欺ぎ師しか何かだと蛾彩は思っていた。事実、この時世、そんな連中が、後を絶たない。そうやって人心を惑わし、私腹を肥やすのである。


    　だが、この王子には、そんなところがまるでない。自分の行った奇跡すらを否定している。


    （いや。口ではなんとでも言えるわ。知らぬふりをするのも手に違いない。下げ種すな詐さ欺ぎ師しめ）


    　心中で吐き捨てる。蛾が彩あやの瞳が、蛇へびのような冷たい光を放った。


    　それとは、知らず鳶とび丸まるは、王子に詰め寄る。


    「光かなんか知らないけど、もうここの連中は、十分幸福になっちまってるよ。これ以上、王子様がこんな奴らに構ってやる必要なんてないんだ。こいつらは、優しくすればすぐつけ上がる。人に助けを求めてばかりで、自分一人では何もしようとしないんだ」


    　鳶丸の言葉は、どんどん刺とげ々とげしくなってくる。顔つきもなんだか、陰険に変わる。


    　王子は、鳶丸の言葉の持つ忌いま忌ましげな響きを耳にし、さながらその言葉が己おのれに向けられているかのように苦しげな顔になった。


    「……鳶丸は、ここの人たちが嫌いなのですか？」


    　無む垢くな王子の言葉に、鳶丸は、我に返った。その顔が羞しゆう恥ちに染まる。こんな高潔な人物に、己の悪念を晒さらしてしまったことを後悔しているのだ。


    　さらに王子は言葉を続ける。


    「鳶丸は、ここの人たちの仲間ではないのですか？」


    「仲間……違う……。おいらは、ここのやつらとは違うんだ……」


    　鳶丸が目に見えて狼ろう狽ばいを見せはじめる。


    　その後にあげた大きな声は、羞恥と後悔をごまかそうとするかのようだった。


    「もう王子様なんて知らないんだから！」


    　叫ぶと、鳶丸は顔を真っ赤にし、建物の中へと駆けていった。王子は、その背中を寂しげに見送り、庭木に目を移した。


    （さて）


    　蛾彩は、改めて、毛針を構えなおす。


    （鳶丸とかいう童わらべが、毛針の突き刺さった王子の屍しかばねを目にしたら、どう思うか。ふふ……）


    　そんな残忍な妄想を楽しみながらも、再び、王子の眉み間けんに照準を合わせる。


    「おさらば」


    　ひゅっ。


    　風を切り、毛針は、王子の顔面目がけ、狙ねらい誤あやまたず飛んでいく。


    　とっ。


    　毛針の突き刺さる音。


    　だが、刺さったのは、王子の眉間ではなかった。命中を確信したはずの毛針は、王子の背後の柱へと突き刺さっていた。


    （避よけられた!?）


    　蛾彩は、驚きよう愕がくした。


    　自分の腕は、信用していた。狙いを外すなど、もうここ数年ないことである。


    （……いや）


    　王子が、毛針を避よけたようには、見えなかった。


    　幸い王子は、自分に毛針が飛んできたことに気づいた様子はない。相も変わらず、悩ましげに、庭木を見つめ続けている。だが、ちょっと、視線をずらせば、柱に刺さった毛針を発見されてしまう。そうすれば、王子は、必ずやそれを寺の者に伝えるだろう。暗殺は、難しくなる。


    　蛾が彩あやは、すかさず第二打を放った。


    　とっ。


    （馬鹿な！）


    　それも外れた。今度は、縁側へ刺さった。一度ならず二度までも蛾彩が狙ねらいを誤るのは、ありえないことであった。


    （くそっ！）


    　さらに投げる。


    　が、それも外れる。


    　もう、蛾彩は、意地であった。四打、五打、六打……次々と毛針を放つ。


    　だが、一発も当たらない。こうなってくるとさすがに、偶然では片付けられぬ異常さである。


    （なぜ？　なぜ当たらぬ？）


    　気のせいかもしれないが、毛針が、王子の身体からだを避けて軌道を変えているように見える。


    （毛針の反逆！）


    　王子の美び貌ぼうは、意志持たぬはずの毛針ですら魅了し、その身体を傷つけることを躊躇ためらわせているとでもいうのだろうか？


    　言葉もなく驚きよう愕がくする蛾彩の目先で、王子がついと顔を上げた。


    　その貴族的で穏やかな表情を改めてまじまじと観察し、蛾彩は、なぜ、自分の毛針が王子に命中しなかったのか理解した。


    （似合わない……）


    　ふいの暗殺で、額ひたいに毛針が突き刺さって死ぬ。そんな無様な死に様、この男には、似合わないのだ。おそらく天すらも王子に恋し、無様な死に様を許していないのではなかろうか。だから毛針が当たらないのだ。


    　突拍子もない理屈だが、その時の蛾彩には、そうとしか思えなかった。


    　ふと、王子が視線を背後の柱へとずらした。そこには、毛針が突き刺さっている。


    （見つかった！）


    　蛾彩は、歯は噛がみした。王子は、自分を暗殺しようとするものの存在に気がつき、騒ぎ立てるに違いない。そうなれば暗殺の機会を失うことになる。


    　だが、王子はそうしなかった。柱に刺さった毛針を抜くと、辺りを見渡す。方々に突き刺さった六つの見慣れぬ物体を、不思議そうに抜いてまわる。


    　──おや？　可愛かわいらしいものが生はえている。


    　そんな風である。これがまさか凶器であるなどと全く思っていないようなのだ。


    　王子は、毛針をしばらく見つめ、何事もなかったかのように、寺の奥へと下がっていく。


    　あとには、花の香にも似た存在の余よ韻いんだけが残っていた。


    



    四


    「いったいどういうわけだ」


    　蛾が彩あやは、何度目になるかわからぬほど、この言葉を呟つぶやいていた。無論、寺での暗殺失敗のことである。


    　自分の腕は、信用していた。一度ならばともかく、ああ何度も外すなど有り得ない。


    　それが疑問であったし、頭領が、自ら出向いておきながら暗殺に失敗して、おめおめと手下のもとに戻るわけにもいかなかった。


    　今、蛾彩は、村外れの林道の繁みに身を潜ひそめていた。


    　時は、夕刻。黄昏たそがれはじめた林道は、薄暗い。


    　蛾彩は、旅人に変装し、農民たちより、聞き込みを行っていた。それによると、王子は、一日の終わりに、村を歩いて回るのだという。その道筋は、おおよそ決まっており、その中でも、この林道は、民家から離れ、もっとも人ひと気けがない。襲おそうには、絶好の場所だといえる。


    （そして。……ふふ。この忍法には最も適切な地よ）


    　蛾彩は懐ふところより、親指ほどの大きさの木笛を取り出した。


    「暈かさ魔ま忍法〈狗いぬ回まわし〉」


    　そう念ずるがごとく呟くと、笛を唇くちびるにあて強く吹く。


    　音は、出なかった。


    　いや。出たのだが、人間に感知できぬ音域の音であったのだ。その証拠に、この音を聞きつけた人ならぬ存在が、藪やぶを揺らしながら蛾彩のもとへと近づいてくる。


    　むっ、とする獣臭。ふう、ふう、という息遣い。


    「来たか」


    　それは、五頭の狼おおかみであった。


    　狼は、蛾彩の姿を確認すると、ぐるる、と牙きばをむいて唸うなり声を上げはじめる。すかさず蛾彩は、ひゅっ、と今一度、笛を吹いた。すると、今まで猛気を露あらわにしていた狼たちが、急に大人しくなり、輝く瞳がとろんとしたものとなる。


    「私は、おまえたちの母だ。私の命に従え」


    　狼らは、蛾彩の言葉を理解したとでもいうのか、夢でも見るように、こくん、と首を垂れる。


    　──暈魔忍法〈狗回し〉。


    　すなわち、犬、狼などのイヌ科動物を自在に操る法である。


    　蛾が彩あやの使用したのは、古来より山やま間あいを跋ばつ渉しようする山さん窩かの民に伝わる笛であった。イヌ科の獣けものにしか聞き取れぬ特殊な音を発することができる。本来は、山林を移動する際に吹かれ、山犬や狼おおかみからの難を避よけるために使用されていた。これを蛾彩は、山窩より買い取り、研究し、イヌ科動物を幻惑し、使し役えきする忍具へと改良したのである。


    　王子が、ここを通りかかったら、狼たちを使って襲しゆう撃げきする。狼によって噛かみ殺された王子が後に発見されたところで、それは獣の仕し業わざとしか思われず、その裏で操る術者の存在は明らかにならない。これもまた、暗殺向きの忍法といえる。


    　蛾彩は、五頭を林道の左右の繁みに潜ひそませ、王子の通るのを待った。


    （来た！）


    　蛾彩は、傍かたわらの狼が、ふんふんと鼻を鳴らしたことから、目標の接近を感じとった。操る狼は、蛾彩の目であり、耳であり、鼻となりうるのだ。


    　繁みの隙すき間まから林道を観察する。道の向こうより、煌きらびやかな格好をした人物が、しゃなりしゃなりとこちらに向かってくるのが目に入った。王子に間違いない。その後ろを、頬ほおを膨ふくらませついてくる少年がいる。寺で目にした鳶とび丸まるとかいう美少年だ。


    「この村は、とても綺き麗れいな村です」


    　ふいに王子が呟つぶやいた。


    「きれい？　こんな村が？」


    　鳶丸は、先ほどの寺でのことが気にかかっているのか、少し不機嫌そうだ。


    「ええ。だから、こうやって歩いてみたくなるんです」


    「泉が湧わいてからは、少しは、きれいになったけど。そんなにきれいかなぁ？」


    「人の心がです」


    「人の心ぉ？　そっちのほうがよっぽどきれいじゃないよぉ」


    「いつも笑い、慈いつくしみあっています」


    　鳶丸は、顔をしかめた。


    「それは、水が湧いて、少し満たされたからさ。水が湧く前のあいつらの顔見ただろう。あれが、あいつらの本性なんだよ」


    「そうでしょうか」


    　王子が、ふいに立ち止まる。


    「私は、そうは思いません」


    「なんでだよ。水が涸かれれば、どうせまたもとに戻るぜ」


    「そうかもしれません。餓うえれば悪。満たされれば善。なぜ、餓えている時の悪のほうだけを真実だと思ってしまうのです？」


    「それは……」


    　再び、王子が歩み出す。


    「悪とはおおよそ隠れた場所で行われます。そして人は、隠れているものを真実と思いがちです。ですが、私はこう考えます。たとえ、貧しく餓うえている時に、心が荒すさんでいようとも、満たされれば、人はまた、真実の良心を取り戻してくれるものなのだと。それもまた、真実なのだと。だから私は、良心を取り戻したこの村を綺き麗れいだと思うのです」


    「ふぅん……」


    　ちょうどその時、二人は、蛾が彩あやの忍んでいる繁みの目の前に差し掛かっていた。


    （今だっ！）


    　ひゅっ、と蛾彩は、笛を吹いた。


    　途端に、二頭の狼おおかみが、熊くま笹ざさを掻かき分けて、王子と鳶とび丸まるの行く手にぬるりと出現する。


    「うわぁぁぁ！」


    　猛獣のふいの出現に、鳶丸が、声変わりしきらない可愛かわいらしい悲鳴を上げる。逃げ出そうと振り返った背後の道を、残る三頭の狼が塞ふさいだ。


    「お、お、お、狼だぁ！」


    　鳶丸が、蒼そう白はくになって、王子に縋すがりつく。


    　その王子は、自らの身に降りかかった事態を理解できていないのか。きょとんとしたまま目の前の獣けものを見つめている。


    　五頭は、ぐるるる、と威い嚇かくの声を上げ、牙きばをむき出した。王子と鳶丸の周りをじりじりと回りながら距離を縮めていく。


    （醜しゆう太た郎ろうの手をおとした刀を抜いてみるがいい。手を掛けた途端に背後の狼が跳びかかるぞ）


    　繁みの中で、蛾彩が、邪じや鬼きのごとくほくそ笑んだ。


    　獣は、人以上に殺気に敏感である。それは、一流の兵法者に匹敵する。王子が、狼たちを斬きろうと少しでも殺気を表わした途端、それが引き金となって、一斉に跳びかかってくる。その速さは、人間の対応力を凌りよう駕がする。


    （ふふふ。さあどうする。殺気を見せてみろ）


    　蛾彩は、その時をじりじりと待った。


    　だが、王子は、いくら待っても、刀に手を掛けるどころか、殺気一つ見せやしない。猛獣の出現に怯おびえることもしない。「怯える」などという品のない行動は、そもそも身につけていないとでもいうかのように。ぷりぷりした太ふと[image: ]ももをすり合わせながら、がたがた震ふるえる鳶丸とは実に対照的である。


    （ううむ？）


    　この王子の態度は、予想外であった。狼たちに襲しゆう撃げきさせれば、戦おうとするか、逃げようとするか、どちらかのはずである。だが、王子の態度は、どちらでもない。


    　──何もしない。


    　こんな反応は、初めてである。


    （そうか。狼おおかみどもに先に攻撃させるつもりか。抜刀に自信があるなら、それも頷うなずける）


    　話に聞く限り、この王子は、かなりの剣の達人らしい。ならば、殺気を完全に隠し、後の先を狙ねらう、などということもできるのかもしれない。侮あなどれぬ相手である。


    （だが、果たしてそれができるかな）


    　蛾が彩あやは、目を輝かせ、口元を歪ゆがませる。


    　王子には、鳶とび丸まるという邪魔者がしがみついている。いかなる達人といえども、人ひとり、くっつけたまま、五方向より跳びかかってくる野獣を相手にできるものだろうか。


    （ふふふ。できるものかよ。狼ども。遠慮せず殺やってしまえ！）


    　蛾彩が、笛を鳴らし、五頭の獣けものに攻撃命令を下そうとした時である。


    　ふいに、頭上より羽音がした。


    　見れば、樹上より、一羽の鴉からすが舞い降りてくるではないか。狼五頭が唸うなりをあげ、殺気を発する中に、わざわざ飛んでくるとは、なんとも不敵な鴉である。


    　鴉は、王子の金髪の上に、無ぶ遠えん慮りよに降り立つと、「がぁがぁ」と嗄しわがれた声で喚わめきはじめた。王子を取り囲む不ふ逞ていの狼に異議を申し立てるかのように。


    　狼たちも不審に思ったのか。王子の周りを回る動きを止める。


    （なんだ。おかしな鴉め）


    　そんなことを思っていると、王子の足元にちょろちょろと[image: ]はい寄ってくるものが見えた。


    　毛むくじゃらのそいつは、二頭の狸たぬき。体毛を逆立てて、勇ゆう敢かんにも自分より数倍は大きい狼相手に、ふーっと威い嚇かくの声を上げる。


    　さらに、わさわさと周囲の繁み、木々の枝葉が、揺れはじめた。


    （な、な、な、何事か）


    　きーきー、と甲かん高だかい声を上げながら、樹間を飛び回っているのは、猿さるの群れである。熊くま笹ざさの陰より、次々と毛だらけの体を現してくるのは、鼠ねずみ、兎うさぎ、狐きつね、貂てん、鼬いたち、獺かわうそ、山犬、鹿しか、猪いのししなどの獣たち。王子の足元に[image: ]い寄ってくるのは、守や宮もり、井い守もり、蜥蜴とかげ、蝦が蟇ま、野亀、蛇へび、山さん椒しよう魚うおなど。ぎゃあぎゃあ、とうるさく喚きたて、飛来してくるのは、雀すずめ、土ど鳩ばど、雁がん、鷺さぎ、燕つばめ、鶫つぐみ、鷹たか、鷲わし、雉きじ、鳶とび、梟ふくろう、啄木鳥きつつき、翡翠かわせみら野鳥たち。


    　終しまいに、のそのそと巨体を現したのは、熊であった。


    　こんなにも多くの獣がこの林に潜ひそんでいたのかと驚かされるほどの生き物たちが、ここに集結したのだ。おそらく唯一、緑と水のあるこの村に自然と集まってきていたとみえる。


    　どいつもこいつも、争うことなく、王子を守るように五頭の狼へと睨にらみをきかせている。


    　さすがの狼たちも獣たちの圧倒的な数に、凶暴さを忘れ、後退しはじめた。


    （ど、ど、どういうことだ？　何が起こっているのだ？）


    　蛾彩が仰天し、その褐かつ色しよくの顔を青くしたのは言うまでもない。


    　頭をいくら働かせてみても、今現在起こっている事態が把握できないでいる。


    　唯一、考えられるのは、この王子もまた、自分と同じ、獣けものを使う術を習得しているということだった。だが、こんなものすごい種類の獣を同時に操ることなどできるものなのだろうか？　だいたい王子は、獣に命令を下すどんな動作もしたようには見えない。


    「お、お、お、王子様……」


    　か細く震ふるえた声を上げているのは、鳶とび丸まるである。これだけの数の獣に囲まれ、おそらく生きた心地がしていないのだろう。


    「どうかしましたか？」


    　対して王子は、憎らしいほど落ち着いている。


    「こ、こ、こ、この獣たち、いったい……」


    「さて。私もよくわからないのですよ」


    　なんとも拍子抜けした答えに、鳶丸も蛾が彩あやも唖あ然ぜんとなる。


    「でも、この子たちが、助けてくれようとしているのだけはわかります。心正しければ、森しん羅ら万ばん象しようが、手を差し伸べてくれるということです」


    　そんな理屈で納得してしまうほど、蛾彩も鳶丸も馬鹿ではない。この王子が何かしら超常的な力を発揮して、森の動物たちを従属させているとしか思えぬではないか。


    　王子が、すっと右手を出した。その先では、狼おおかみのうち一頭が、怯おびえ後退しようとしている。


    「おいでなさい」
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    　甘く優しい声で、そう呼びかける。


    　初め、おずおずと警戒しながら王子を窺うかがっていた狼だったが、少しずつ、差し出された美しい掌てのひらに鼻先を寄せ、匂いなど嗅かぎはじめる。


    「大丈夫。おいでなさい」


    　その一言に、狼おおかみは、ついに王子の胸元へすり寄っていってしまった。


    （そんなっ！　術中にあるはずの狼をっ！）


    　王子に頭を撫なでられ、気持ちよさげに目を細める狼を目にし、蛾が彩あやは、愕がく然ぜんとする。


    　すぐに攻撃を開始するよう、何度も笛を吹いてみるが、狼たちは、まるでそれが聞こえていないのか、王子をぼんやりと眺めるばかりであった。


    「君たちも」


    　王子は、残る四頭にも手を差し伸べる。先に仲間が行っているということもあり、四頭はあっという間に王子に懐かい柔じゆうされてしまった。


    　王子は、狼たちだけでなく、集まってきた獣けものたち、一匹、一匹、それこそ井い守もりや蝦が蟇まに至るまで頭を撫でてやり、その都度「ありがとうございました」と丁てい寧ねいに頭を下げるのである。


    　王子に撫でられ、声をかけられる獣たちの熱く潤うるんだ瞳！


    　その瞳を見た時、蛾彩は、理解した。


    （恋!?）


    　王子は、獣を操っているのではなかった。獣たちは、王子に恋心を抱き、愛する王子を守るため、自主的に駆けつけてきていたのだ。


    　王子は、毎日、この林道を散歩するという。おそらく、その時に獣たちは、王子の絶世の美び貌ぼうを目にしてしまったのだろう。王子の美しさは、野獣すらも魅了してしまったのだ。いや、人間よりも本能的に鋭敏で無む垢くな獣の精神は、より王子の美の霊気に強く反応してしまったというべきだろうか。


    （恐ろしい男……）


    　蛾彩は、王子の懐ふところで幸福そうに尻しつ尾ぽをふる四頭の獣を見つめ、藪やぶの中で一人くずおれた。


    　優しげに微ほほ笑えむ王子の顔が、目を逸そらしてもなお脳裏に浮かび上がってくる。


    　と。その胸の内に、むらむらと、言い知れぬ感情が湧わき上がってきた。炎のように熱く、刃やいばのように痛みを伴う感情。それは、蛾彩の初めて胸に抱く感情であった。


    （憎いっ！）


    　蛾彩は、得体の知れぬその感情をそう理解した。


    （私が、死にもの狂いで身につけた忍法をいとも容易たやすく破り、その美しい風ふう貌ぼうと妖あやしい力で、人のみならず獣まで惑わす怪人物め。その力が私にあれば、我が悲願は……！）


    　戦慄わななく拳を蛾彩は、強く握る。


    （憎い。憎い。憎いっ！　よもや手段は選ばぬ。このうえは……！）


    　蛾が彩あやの瞳に憎悪の焔ほむらが燃え盛っていた。


    



    五


    　王子と鳶とび丸まるが寺へと続く石段を上る頃には、すっかり陽が暮れていた。


    　石段を囲む杉林は、深しん閑かんとして、夜の虫の鳴く声が微かすかに聞こえる。雲一つない夜空には、満天の星座が瞬またたいていた。


    　鳶丸は、王子の横顔を盗み見る。星々の光をことごとく集めても、この人の前では輝きを失ってしまうのではないか。そんな横顔である。


    　今日は、実に不思議なことがあった。


    　王子の散歩道の林道に狼おおかみが出現し、さらに森じゅうの獣けものが集まってきて王子を守った。その後、獣たちはまた森の奥へと消えていったが、いったいあれは、なんだったのだろう。


    （この人は、神なのではないだろうか？）


    　そう思わずにはいられない。


    　涸かれた泉を湧わかせ、病やまいを癒やし、猛獣すら宥なだめてしまう。これを神と言わずなんと言おう。


    （そうだ。王子様は、神様の御使いに違いない。この国の人があんまり苛いじめられているから、神様が見かねて、王子様を遣つかわしてくださったんだ）


    　事実、王子がこの村に来てから、村は物質的なだけでなく、精神的にも豊かになった。人々は、笑い合い、実に幸福そうに過ごしている。王子は、村の人々にとって現あら人ひと神がみのように崇あがめられていた。


    　鳶丸の内に一いち抹まつの寂しさがよぎる。


    （……おいらだけの王子様じゃないんだもんな）


    　王子を初めて見つけたのは、鳶丸である。それから王子とはずっと一緒だ。この村の人々に生き神様のように崇められ、寺に滞在するようになってからも、鳶丸は、王子のことが恋しくなり、村の外の自分の小屋から、毎日のように王子のもとに通っていた。


    　だから、鳶丸は、王子にとって自分が特別な存在であるような気がしていた。


    　だが、王子が村の人々に慕したわれていくにつれて、鳶丸から遠くなっていくような不安を覚える。鳶丸は、幼い心に嫉しつ妬と心を抱いだきはじめていたのだ。


    （……でもダメだよね。そんな我わが儘まま）


    　鳶丸は、王子の横顔に再び目を移す。凜り々りしい唇くちびるに自然と目がいった。


    （ああっ……。おいら、あの唇と口づけしたんだ……）


    　そう思うと、身み悶もだえてしまいそうな熱が鳶丸の身体からだを満たしてゆく。その空想だけで十分絶頂に達してしまえるのではないか。


    　もう一度、あの唇に自分の唇を犯されてみたい。あの唇を自分だけのものにしてみたい。


    （ダメだダメだ。こんなことを考えてしまうおいらは、なんて邪よこしまな子供なんだろう！）


    　思春期の少年の悶もん々もんとした思考は、ますます乱れてゆくのである。


    「姫……」


    　ふいに呟つぶやいた王子の一言に、鳶とび丸まるは、はっとした。


    　見れば、王子は、輝く銀河を仰あおいで遠い目をしている。


    「この乱れた大地のいずこに姫はおられるものか。哀しい想いをしてはいないだろうか……」


    　その憂うれいを帯びつつも澄んだ声音に鳶丸の悶もん々もんたる想いは、いっぺんで吹き飛んだ。


    （そうだ。おいらは勘違いをしていた。王子様は、おいらのものでも、みんなのものでもないんだ。ただ、姫という一人の女性のものなんだ……）


    　そう思うとともに、鳶丸の心中に強い妬ねたみの心が生まれてくる。


    　この王子に思われる姫とは、はたしてどれほどの娘なのだろうか。こんなにも素晴らしい王子を心配させ、勝手に消えるなんて、不届き千万である。


    「ねえ王子様。王子様は姫を捜しているんだよね」


    「はい」


    「その姫は、どうしていなくなっちゃったんだろうね？」


    　鳶丸は、少々、険のある声でそう尋ねる。それに答えた王子の言葉は、鳶丸の問いとはおよそ関係なさそうなこんな言葉であった。


    「この星は、美しい」


    「は？」


    「この星に来て出会った人々は、心に光と闇やみの両方を持っていました。どんな深い闇を抱かかえた人も心の内には、必ず光が存在します。そしてその光はとても美しいのです」


    　ですが、と王子は言う。


    「およそ光など持ち合わせていない闇のみが凝縮して生まれた者どもが宇宙には存在します」


    　次に発された言葉は、普段の王子とは思われぬほど冷たい響きを帯びていた。


    「〈魔女〉」


    「……まじょ？」


    　こくりと王子が頷うなずく。


    「超常的な邪術を用い、奪い、破壊し、歪ゆがめ、惑まどわす。決して許してはならぬ禍まが々まがしい者ども。いくつもの惑星、星系、銀河が、魔女どもの手で滅亡の運命を[image: ]たどりました。姫の国も魔女どもの蹂じゆう躙りんを受けたのです。姫は一人、故国を追われ、逃亡を続けている……」


    　それは、今まで王子の語ってきた、荒こう唐とう無む稽けいな故国の話に初めて現れた不ふ穏おんな要素であった。そして、その不穏さは、それゆえに妙な生々しさをもっている。


    　普段ならば、王子の話をただの美しい夢物語として聞く鳶丸だったが、ただならぬ王子の雰囲気に、聞き流すことができなくなっていた。


    「それで姫は、この国に逃げてきたっていうの？」


    　まるで戦国の世と同じではないか。


    　王子の故郷にも邪よこしまな者が存在する。人を脅おびやかし、国を滅ぼす。鳶とび丸まるは、てっきり王子の住んでいた世界は、なんの憂うれいもない極楽のような場所だと思い込んでいた。


    「私は、姫の心を朧おぼろ気げながら感じ取ることができます。姫の気配を私は、確かにこの星に感じたのです」


    「気配を感じ取ることができる？　そんなことが……」


    「愛し合う者同士は、その居場所を把握し合い、自然引かれ合う。〈超赤い糸理論〉を引用しなくとも、そういうものでしょう」


    　鳶丸の胸がちくりと痛んだ。


    　赤い糸云うん々ぬんに関しては意味不明だが、王子は、姫の存在を感じ取ることができるという部分は理解できた。こんなに深い愛があるだろうか。自分もまた、この王子にそれほど強く思われてみたい。なぜ、自分ではなく、その姫ばかりが王子の愛を独占できるのか！


    　そして気がつけばこんな言葉を口走っていた。


    「王子様！」


    　呼びかけに、王子は、秀しゆう麗れいな顔を向けた。


    「王子様は、いつまでもこんなところにいちゃダメだよ。旅に出よう。旅に出て、姫を捜そう。きっと姫は、王子様を待っているよ。そしておいらをお供にしてくれよ！」


    　王子の顔に少しだけ驚きの色が浮かんだように見えた。


    「王子様は、この国のことをよく知らない。お供がいたほうがいいよ。王子様と一緒ならおいらどこにでも行くよ。どんな苦しい想いも我慢できるよ。一緒に姫を捜そう！」


    　それは、熱烈な恋の告白のようにも受け取れる言葉であった。


    　だが、鳶丸の心中は、もっと邪やましい想いで満たされていた。


    　王子を自分一人だけのものにし、できるだけ長く王子の側そばにいたい。こんな広い天地でたった一人の姫を見つけられる保証などない。もしかして、いつまでも一緒にいられるかもしれない。それに、この美しい王子と二人きりの旅なんて、想像しただけで夢のようではないか。


    　王子の顔に穏やかな笑みが浮かんだ。


    「ありがとう鳶丸。そうですね。私は、旅に出なければいけません。貴男あなたは、本当に綺き麗れいな心を持った人です……」


    　鳶丸の胸が僅わずかな罪悪感にちくりと痛んだ。


    （ああ。そんなこと言わないで王子様。そんな目で見ないで王子様。おいらは、けがれた男の子なんだ。全然きれいなんかじゃないんだよ）


    　だが、そんな想いも、王子と二人で旅をするという喜びにすぐ取って代わられる。


    「じゃあ。明日さっそく旅に出よう……」


    　無邪気な声で、そう言いかけた時である。


    　王子が背後を振り返っていた。遠く、石段の下、村のほうへと視線を向けている。その顔から先ほどまでの穏やかさは、消えていた。


    　その理由は、鳶とび丸まるにもすぐ理解できた。遥はるか後方。夜の闇やみに沈んでいたはずの村が、橙だいだい色いろの明かりに照らされ露あらわになっている。鳶丸の鼻に微かすかに焦こげ臭くさい匂いが漂ただよってくる。


    「村が……燃えている？」


    　山下の民家のほとんどが赤々と燃えていた。漆しつ黒こくの煙が、濛もう々もうと立ち込めはじめている。


    　どこかの民家が、火の不始末から火事をおこしたのか？


    　一瞬、そう思ったが、そんなはずはない。水田や小川で隔てられているはずの民家が同時に燃えるなんておかしい。今こ宵よいは風がない。飛び火するような条件は、皆無である。と、すれば考えられるのは放火だ。村じゅうの民家に火を放つものといえば……


    「盗とう賊ぞくだぁ！」


    　鳶丸が結論を出すよりも早く、石段の下方より叫びがあがった。


    　続いて、わたわたと無数の人影が石段を駆け上がってくる。幼おさな子ごを抱かかえた女、老母の手を引く男、怪け我がを負った父を背負う息子……。皆、恐怖に引きつった顔で王子へと殺到してくる。


    「盗賊が急に！」


    「村が燃えて！」


    「女房がやつらに！」


    　事態を把握できずに呆ぼう然ぜんとする鳶丸を押しのけ、口々に喚わめきたてる村人たち。それぞれが、いちじるしく興奮しており、呂ろ律れつもまわっていない。何を言っているのかさっぱりわからない。


    「ちょっ、ちょっ、ちょっと！　いったい何があったんだよ！　落ち着けよ！」


    　鳶丸は、村人たちをなんとか宥なだめようとする。だが、興奮した村人たちは、鳶丸のことなど目に入らないらしい。ただ、この村におわす救いの神、王子様に、激しく助けを乞こい続けている。鳶丸は、村人たちによって、もみくちゃにされてしまう。


    　だが、そんな村人たちのものすごい勢いを受けても、王子は変わらず涼しい顔を保ち続けていた。しばらく聞いているのかいないのかわからない様子で俯うつむいていたが、やがて、


    「わかりました」


    　と一言。


    　まるで四方八方から矢継ぎ早に浴びせられた言葉を瞬時で理解したかのように。


    　その一言があまりに簡潔すぎたため、村人たちは、一瞬で静まってしまった。


    「では」


    　それだけ言って、王子は、しゃなりしゃなりと、石段を下りていく。鳶丸も村人もぽかんとして、その颯さつ爽そうたる後ろ姿を見送った。


    「王子様は、どちらに行かれたのだ？」


    　誰かが呟つぶやいた。言うまでもない。石段を下った先には燃える村しかないではないか。


    「まさかお一人で村に……」


    　村人たちが、互いに顔を見合わせた時である。


    「何事か」


    　寂さびのある声が上段より降ってきた。現れたのは、一人の僧形の男。蘭らん平ぺい寺じの和お尚しよう、寂じやく邨そんであった。


    　巌いわおのごとくごつごつした、彫ほりの深い顔相。口の周りには無ぶ精しよう髭ひげ。真黒く日焼けした肌。とても僧侶とは思えない凶悪な面構え。しかもなぜか数珠じゆずのかわりに首から野太い鎖を下げている。


    　なんでも、もとは一いつ端ぱしの侍で、荒々しい戦いくさ働きのうえ、あげた首級は百にもなるという。だが、どんなきっかけか人の世を儚はかなむようになり、出家して今にいたる。現在はいささか破は天てん荒こうなところもあるが、学もあり義理堅く、なかなかの名僧となっていた。人間嫌いの鳶とび丸まるが唯一信用する人間でもある。村人たちからの信頼も厚い。


    　途端に村人たちが、先ほど王子にしたがごとく寂邨に向かい喚わめきたてる。


    　さすがに寂邨は、王子のようにはいかず、暴悪な顔を困惑に歪ゆがめた。


    「喝かつっ！」


    　まず坊ぼう主ずらしく強く一いつ喝かつし、一同を黙らせる。一転穏やかに尋ねた。


    「そういっぺんに言われてはわかるものもわからぬわ。茂も介すけ。そなたが話してみよ」


    　指名された茂介は興奮する村人たちの中でも一番落ち着いており、額ひたいに浮いた汗をふきふき、おずおずと語り出す。


    「盗とう賊ぞくが村を襲おそってるんです。家に火を放ち、略りやく奪だつしてます。何人かは連中に捕まって、どうなったのか……」


    「なるほど。寺からも火は見えた。そんなことだろうと思っておったわ」


    「盗賊の顔ぶれは、若い女ばかりでした。……もしかして、あの暈かさ魔ま盗賊団では……」


    　寂邨の顔色が鋭いものに変わった。鳶丸も息を呑のむ。


    　──暈魔盗賊団。


    　その名は、鳶丸も聞いたことがあった。女ばかりで構成された盗賊団で、見た目の華やかさとは裏腹に、その残ざん虐ぎやく非ひ道どうな略奪ぶりは語り草となっている。みな、いずこで習い覚えたものか、怪しげな兵法・忍法の技を有しており、その神しん出しゆつ鬼き没ぼつの活動には侍たちも手を焼いている。


    「暈魔盗賊団に狙ねらわれたんじゃ、この村も終わりだぁ！」


    「先祖からの家も焼かれちまったよぉ！」


    「せっかく実りだした作物も……うううっ」


    　村人たちがまた喚きはじめる。今度は、その喚きに啜すすり泣く声が混じっていた。


    　寂邨は、降り注ぐ声涙の中、腕を組み、ひとつ思案する。


    「そういえば王子様は、いかがした」


    「それが……たったお一人で村に……」


    「向かわれたというのか？」


    　寂じやく邨そんが、目をむく。なんだか達磨だるまみたいな顔になった。


    「ご自分からお一人で……？　わからぬ。何かお考えがあるのか？　本当に不思議な御ご仁じんじゃ。とにかく、逃げ延びた者は、寺へと避難せよ。女は怪け我が人を看みてやれ。男は寺の守りを固めるのじゃ。走れる者は、それを伝えてまわれ。盗とう賊ぞくども相手の長い籠ろう城じよう戦せんとなるぞ！」


    　そのテキパキとした指示は、かつて武将であった経歴を思わせる。村人たちは、木で偶くのごとく、うんうんと頷うなずき、指示に従い散っていく。


    「さあて。盗賊ども相手にどれほど持ちこたえられるものか」


    　寂邨はどこかしら生き生きして見える。かつて戦場に身を置いていた日々を思い出し、燃え立つものがあるのかもしれない。


    「で。鳶とび丸まるは、いかがする？　おぬしは、村の者ではない。今のうちに裏山より逃れるか？」


    「お、おいら？」


    　聞かれ、鳶丸は、困惑した。


    　村がいくら盗賊に襲おそわれようと、荒野に一人暮らす鳶丸には関係ない。不義理なようだが、逃げてしまっていいような気がする。そもそも、この村に義理などない。


    　だが、鳶丸の頭に浮かんだのは。王子の爽さわやかな笑顔とこんな言葉だった。


    　──この村は、とても綺き麗れいな村です。


    　所在なげに小さな掌てのひらをにぎにぎさせた後、鳶丸は、ぐんと顔を上げた。


    「おいら。王子様を連れ戻してくるよ！」


    



    六


    　蘭らん平ぺい寺じへと逃げる村人たちが、走る鳶丸の横を次々と抜けていく。


    　鳶丸は、その人々の流れとは逆に村へと続く小路を小獣のように駆けていた。


    　[image: ]たどりついた村は、地獄のごとき様相だった。田や畑で隔てられた民家の一つ一つが巨大な篝かがり火びのようになって燃えている。強い熱気と目に痛いほどの黒煙とは裏腹に、村の中は、不気味な静寂に包まれていた。ただ、ぱちぱちと木材の爆はぜる音だけが聞こえてくる。すでに逃げる者は逃げ、捕らえられる者は捕らえられているのだろうか。


    （王子様はどこに？）


    　鳶丸は、王子を捜し、無人の村を駆け回った。大きな民家の裏を抜けた時である。


    （いた！）


    　それは、広い大根畑の上だった。その中央に見慣れた王子の姿がぽつりと佇ちよ立りつしている。


    「王子様！」と、声をかけそうになったのを鳶丸は慌てて呑のみ込む。王子の視界の先、五間（約九メートル）向こうにずらりと並んだ人影が見えたのだ。


    　まだ十代と思われる少女の集団であった。数は、十数人ほど。


    　色とりどりの衣を纏まとったなんとも艶あでやかな一団だが、その身に帯びた太刀、美しくも凶暴な面構えは、尋常の乙女おとめとは明らかに違っていた。それぞれがそれぞれ烈れつ々れつたる剣気を湛たたえ、少女たち自身が刀身と化しているがごとくである。


    （暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だん！）


    　鳶とび丸まるは、身を低くして身を隠す。


    　すでに王子は、盗賊たちと接触していたのだ。いや、見たところ、今ちょうど接触したばかりといったところだろうか。


    （一足遅かった）


    　これでは、王子を連れ戻そうにも連れ戻せそうにない。


    　見れば盗賊たちの後ろに縛られて放り出された村人たちがめそめそ泣いていた。何人かは、怪け我がや火傷やけどを負っており、実に哀れな様子。ここで声でも上げれば、その連中の仲間入りだ。


    　少女たちが、ばらばらと王子を遠巻きに囲みはじめる。刀を抜かぬまでも、その柄に手を掛け、今にも抜刀せんという気ぶりである。


    　その絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機にもかかわらず王子は、自分を取り囲む少女たちを不思議そうに眺めた。


    「なぜこんなことをするのですか？」


    　そう問うた王子の声には、非難の色は毛ほどもない。本当に、なぜ村に火を放ち、略りやく奪だつを行うのか疑問でならないといった風なのだ。


    「こんなひどいことをしなくても、水や食べ物が欲しいのなら差し上げたのに」


    「抜かせ」


    　そう吐き捨てたのは、褐かつ色しよくの肌の少女。醸かもし出す威厳から、少女たちの首領と思われる。


    「王子とやらよ。その聖人ぶった化けの皮、気に食わぬ」


    　もともと王子を知っていたかのような口ぶりである。


    「私を知っているのですか？」


    「知らいでか。うぬは我が配下の者二名を斬きり、一名の手を落とした。その礼はさせてもらわねばならぬ」


    　その言葉で合点がいった。鳶丸が王子と出会った時、鳶丸を襲おそった浪ろう人にんたちは、暈魔盗賊団の一員だったのである。すなわち、今いる盗賊たちの目的は、略奪ではなく、報復。


    「……そうですか。あの方たちは貴女あなたの身内だったのですか」


    　王子は、そう口にした。


    「あの方たちを殺あやめてしまったのは、私の罪です」


    　王子のあまりに哀しげな様子に、少女たちは不審げに顔を曇らせる。


    「私は不完全です。姫の危機と思い込み、激情に駆られ、無益な殺せつ生しようを行いました。この星の生命がこんなにも脆もろいものだとは知らなかったのです。どうか、お許しください」


    　この星の生命という部分はいささか意味不明ながら、王子の口調は、本当に心から悔いているように見受けられる。少女剣士たちの間に戸惑いがおこる。「許してやってもいいんじゃないか」そんなことすら思ってしまった者もいそうだ。


    　だが、さすがに首領格の少女は、ぶれることがない。野性的な美び貌ぼうに苛いら立だちを表わした。


    「わけのわからぬことを抜かすな！　御託を弄ろうするのが、うぬの兵法か。左様な詐さ術じゆつ、この暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だん首領、蛾が彩あやには通用せぬと心得よ。さあ。うぬの仲間を出すがよい。どうせその辺りに潜ひそませているのであろう。もっとも農民どもなどいくら集まったところで我らの敵ではないがな」


    　蛾彩と名乗った少女の言葉に、王子はきょとんとする。


    「仲間？」


    「とぼけても無駄だ。自分一人に注意を向けさせ、伏兵を潜ませるなど見え透いた策よ」


    　だが、なおも王子は、よくわからないといった顔。それもそうだ。実際に王子は、たった一人で来ているのだから。このあまりに純粋な王子の反応に、蛾彩のほうが戸惑いを見せはじめた。


    「まさか、本当に一人で来たのか？」


    「はい」


    「うっ、うぬ！　我らを馬鹿にしているのか！　まさかたったの一人で我らを相手にしようとしているのではあるまいな！」


    「相手？　マドモワゼル。私は、貴女あなた方と戦いに来たのではありませんよ。ただ、どうしてこんな真ま似ねをするのか聞きに来たのです。そして、できればこんなこと止やめていただけないか、話し合いに来たのです。農民たちは、怖がってしまってそれができそうにありませんでしたので。できれば一緒に仲良くしませんか？」


    　蛾彩は唖あ然ぜんとしたようだった。


    　王子の言っている言葉の意味がわからない。いや。わかるのだが、そんなことをこの燃え盛る村の中で本気になって言っている意味がわからない。いやいや。もしかしてこいつは馬鹿なのではなかろうか。それとも、やはり自分を欺あざむこうとしているのか。そんな内容が頭の中を駆け巡り、混乱しているのだろう。


    （わかるよ。でも王子はそういう人なんだ）


    　鳶とび丸まるは溜ため息いきを吐ついた。略りやく奪だつを常とする盗賊には、王子のこの高潔極まる精神は理解不能に違いない。鳶丸にだって理解不可能なのだから。


    　だが、蛾彩の困惑した顔は、すぐさま激しい怒りの色にとって代わった。怒ることによって混乱を取り払おうという、激情的な人間にありがちな精神の働きだ。


    「いずれにせよだ！　うぬめは許しておけぬ！」


    　すらりと二刀を抜き放つ。燃え立つ焔ほむらを反射し、刃がてらてらと光る。まるで両手に火炎を握っているかのよう。その全身よりむんむんたる剣気が陽炎かげろうのごとく立ち上るのが、ありありと見て取れた。


    「男一人に手数を用いたとあれば暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんの名折れ。うぬら、手出しは無用ぞ！」


    　蛾が彩あやの命に、少女剣士たちは、無言で頷うなずくと、握った太刀の刀身を一寸ほど引き抜いて、ちぃん、と[image: ]さやと鍔つばとを打ち鳴らす。それを繰り返しはじめた。


    　燃える夜の村に響きわたる鍔鳴りの音は何やら妖あやしげな儀式を思わせる。その音により、大将を鼓こ舞ぶし、敵方の勢を削そぐ、暈魔盗賊団ならではの喧けん嘩かの儀礼であろうか。


    「参る」


    　言うが早いか、蛾彩は、地を蹴けった。


    　白刃を閃ひらめかせ、黒くろ豹ひようのような肢し体たいが一気に王子までの距離五間（約九メートル）を縮める。


    　王子は、迫り来る二本の凶刃を涼やかに佇ちよ立りつしたまま待ち受けた。


    　振り下ろされた二刀は、王子の身体からだをかすめて通る。躱かわしたようにも見えなかったが、王子は、蛾彩の放つ凶刃を見事に回避していたのだ。


    　続けざまに、蛾彩は、両手より斬ざん線せんを放つ。


    　王子は、二三歩、後退するばかりで、その斬撃を避よけてみせる。


    　息つく暇もない蛾彩の連撃が次々と繰り出されるが、王子の身体に触れることはない。


    　このあたりで、鳶とび丸まるも蛾彩を見守る女剣士たちも、おかしいことに気がついてきた。


    （なぜ、王子様は無事なんだ？）


    　蛾彩の放つ絶妙の剣は、確実に王子の身体を捉とらえている。鳶丸は、幾度となく「ああっ。やられた」と瞳を閉じたが、閉じた瞳を開いた時には、未いまだ涼しげな顔で王子は、立っているのだ。王子が躱しているというより、刀のほうで、王子を避けて通っているかのよう。


    　誰知ろう。王子の美しさが、蛾彩の太た刀ち筋すじを僅わずかにずらしているということを！


    　人は、美しいものを愛めでる本能を持った動物である。その本能ゆえに幾多の芸術が、芸能が生まれ、発達してきた。美しいものを傷つけたくない。損ないたくない。それが、人の心理にして真理！


    　蛾彩の無意識にある美を愛でる心が、僅かにその太刀筋を鈍らせ、王子は、その針の先ほどの差を回避していたのだ。まさに美的回避術！　美的防御法！


    　蛾彩は、苦い顔に汗を浮かべ、喚わめき散らす。


    「ええい。私を愚ぐ弄ろうするか！　殺されたくなくば刀を抜け。私を倒さねば、この村の者の命もないのだぞ！」　


    　蛾彩の叫んだ通り、当の王子は、刀に手を掛けることすらせず、ただ後退を繰り返すばかり。そのただ後退するというだけの動作のなんと軽やかで華か麗れいなことか。まるで、舞踊しているよう。王子の退さがった後には、さながら薔ば薇らの花びらが舞い散っているかのごとく錯さつ覚かくされてくる。少女剣士たちの打ち鳴らす鍔つば鳴なりの音も、まるで王子のために開かれた舞踏会で演奏される楽の妙たえなる音に聞こえてしまう。いつしか王子の舞うような動きは、この燃える村の大根畑を煌きらびやかな舞踏会場に変へん貌ぼうさせてしまっていたのだ。


    　それは、敵である少女剣士たちも感じ取っていたようで、中にはうっかり王子の動きに見み惚とれてしまい、鍔鳴りの手を止めてしまう者すら現れだした。


    　そうなると、がむしゃらに二刀を振り回す蛾が彩あやなどは、宮廷の宴うたげに迷い込んでしまった村娘が、馴なれぬ舞踊に悪戦苦闘するような姿に見えてくる。王子は、そんな村娘を「緊張しないで」「こうやって踊るのですよ」などと優しく先導する貴人のようだ。


    　だが、傍はた目めにいくら舞踏会のように見えたとしても、実情は戦闘に違いない。後退を繰り返す王子からついに逃げ場がなくなった。王子のすぐ背後には、めらめらと火を放つ民家が迫っている。ちょうど鳶とび丸まるの真横の屋敷であった。


    「てあっ！」


    　鋭い気合とともに、蛾彩が十文字の斬ざん線せんを描きながら王子へとぶつかっていく。


    　飛び退のいた王子の身体からだが、燃え盛る屋敷の中へと消えた。すかさず蛾彩は王子を追って自身も民家へと飛び込む。


    「蛾彩様！」


    　少女たちの鍔鳴りの音が止やみ、どよめきが起こった。


    　盗とう賊ぞく団だんの女首領と王子との対決は、灼しやく熱ねつの家屋の中にその舞台を移したのだ。


    　もはや、その戦いの行方を追うことは鳶丸にはできない。燃える民家に飛び込む勇気など鳶丸は持ち合わせていないのだ。


    　それでも、なんとか中を窺うかがうことはできないものかと、鳶丸は、身を低くしたまま屋敷の裏へと回り込む。あまり火の手の回っていない勝手口をすぐに発見することができた。火の手が回っていないとはいえ、熱気が激しく、中に入ることは叶かなわない。


    　だが、勝手口の先、座敷と思われる場所に対たい峙じする王子と蛾彩の姿を確認することができた。周囲の襖ふすまや柱が燃え上がり、天井まで荒々しい炎の舌が嘗なめている。これだけの熱気の中によくいられるものだと思う。


    「如い何かな妖よう術じゆつを使っておる！」


    　蛾彩が吼ほえた。己おのれの剣が全く王子に届かないことを蛾彩もまた不審に思っていたのだろう。


    「蛾彩さん……でしたね。私に仲間を殺された痛みは、私がいくら詫びたところで癒やされるものではない。それはわかっています。できれば、貴女あなたに斬きられてあげたい。ですが、私には、まだ生きてやらねばならないことがあるんです。どうか今は、刃をおさめていただけないでしょうか。私が私の使命を果たしたならば、必ずや罪を償つぐないに戻って参ります」


    　王子が、糞くそまじめにそんな言葉を口にする。だが、それは、恐ろしく場違いな言葉であった。蛾彩は、苛いら立だちを迸ほとばしらせる。


    「喧やかましい！　うぬが妖よう術じゆつを使うのならば、私もまた、忍法でもって相手するまで！」


    （忍法……！）


    　その妖よう異いな響きに鳶とび丸まるの心中に不吉の念が湧わき上がった。


    「暈かさ魔ま忍法〈蛾が眼まなこ〉！」


    　叫ぶとともに、蛾が彩あやが、己おのれの小こ袖そでに手をかけ、一気に前を掻かき開いた。さながら春先に現れる変質的な人物が、村娘に己おのが裸を見せつけるかのように！


    　そこに見えたもの。それを目にし、鳶丸は恐怖の叫びを上げた。


    「ま、眼まなこ！」


    　巨大な眼が二つ。ぎょろぎょろと瞳を揺らしながら、王子ひとりに向け、禍まが々まがしい眼力を送っていたのだ！


    



    　暈魔忍法〈蛾眼〉。


    　古来より、瞳の力によって相手を射いすくめ、時にはその心を操り、呪のろいすらかける法が存在する。すなわち、瞳どう術じゆつ、邪じや眼がん術じゆつなる呪じゆ法ほうである。


    　それらの術の信しん憑ぴよう性せいはともかく、兵法家は、試合直前に激しい視殺戦、つまり睨にらみあいをし、相手の意気を挫くじき、時には、疲労すらさせるという。その睨みあいで、すでに勝敗は決するとすら嘯うそぶく者もいる。


    　忍法〈蛾眼〉は、つまり、眼力にて相手を究極まで竦すくませ金縛りさせる術であった。


    　しかし、蛾彩が使用したのは、実際の瞳ではない。蛾彩の肉体に現れた二つの眼、と見えたものは、眼にあらず。それは、蛾彩の異常に大きな両の乳房であった。


    　それを眼と誤認したのもむべなるかな。蛾彩の二つの巨乳には、乳輪を囲むように、楕だ円えん形けいの痣あざが浮き出ていたのだ。常人より大きな乳輪を瞳とし、それは、怒れる両眼のように見えた。


    　男子の目を否いやが応おうでも惹ひきつけてやまぬ巨乳を用いての瞳術。その大きさ、吸引力ともに、通常の瞳術の数十倍にもなる威力を持ち得ている。


    （暈魔忍法〈蛾眼〉。おおっ。忌いまわしき我が術！　我が肉体！）


    　この術を用いるたびに蛾彩は、己のその身を呪うような心境になる。


    　蛾彩──本名、彩あやの肉体に、この痣が浮かび上がったのは、実に三歳の幼少の頃であった。その痣は、乳房の発育とともに大きくなり、十歳にして、すでに牛のごとき巨乳を有しはじめた頃には、まさに眼のごとき様相へと変じていた。


    　女によ人にんの命といえる胸にかような醜悪な痣があることを彩が呪わぬはずはない。


    　彩の裸体を目にした者は、驚き、嫌悪を露あらわにする。心を通わせた男に、いざ寝所にて身をまかせんとした時にも、その肌を目にすれば「すわ！　おっぱいが睨みおる。逃げるにしかず」と恐れ遁とん走そうするのである。


    　このような思春期を送った彩は、その身を呪いながら鬱うつ々うつとした性格に変わってもおかしくない。しかし、そうならなかったのが、彩あやの烈女たる所以ゆえん。


    　ある日、彼女は、庭先の松の木に止まった大振りの蛾を目にした。見れば、鶫つぐみが一羽、今まさに、蛾を捕らんとして羽ばたいているではないか。昆虫と鳥類の体格差は、歴然としており、蛾は、瞬またたく間に鶫に捕って食われるかと思われた。


    　だが、そうはならなかった。鶫が蛾へ向け、飛来しようとした瞬間、蛾は、その大きな羽を開いたのだ。


    　その羽に描かれていたのは、まさに巨大な眼まなこの模様！


    　鶫は、突然に出現した巨大な眼に驚き、蛾を害することなく飛び去っていったのである。


    　彩は、小さな蛾の見せた意外な能力に大いに悟るところあり、己おのが胸の痣あざを兵法に活かす術を思いついたのだ。


    　その日より、彩は、自身の乳房を水鏡に映し、乳房の痣を使って、いかに恐ろしげに見せるか、いかに相手を怯おびえさせるかを工夫した。百通りの胸筋のしめ方、千通りの乳房の振り方を試した時、ついに、忍法〈蛾が眼まなこ〉は完成を見たのである。


    　以来、彩は、自らを毒蛾の化身たらんとの思いから、己おのれの名に蛾の一字を冠し、蛾が彩あやと名乗りはじめたのであった。


    （男など、いくら外見で勇猛に振る舞ってみせても、我が忍法の前では、その惰だ弱じやくな正体をさらけ出すのだっ！　さあ！　王子よ。我が忍法〈蛾眼〉いかにしてやぶりおるか！　うぬの化けの皮を剝はがしてくれる！）


    



    　鳶とび丸まるは、恐れ戦慄わなないていた。


    　女盗とう賊ぞくが衣服の前を開いたと思いきやそこに巨大な目玉が出現したのだ。恐ろしい眼力を発し、炯けい々けいと四方を睨にらみつける様さまは、さながら大蛇の獲物を狙ねらうがごとし。


    　目を逸そらしたい。だが、それができない。


    　なぜならば、それが、眼などではなく、妙齢の美女の胸であることを知っているからである。それならば、せっかくだから見ておかねばならない。その思いが邪魔をし、いくら、目を逸らそうとしても、自然と、目が、そこへと釘づけになってしまう。


    （ああっ！　まさに妖よう術じゆつ！）


    　鳶丸の身体からだは、蛇へびに睨まれた蛙かえるのごとく凍りついていた。


    （これを目の前で見せつけられた王子は、おいらの比ではないはずだ）


    　事実、ここから見える王子の背中は、ぴくりとも動かない。王子もまた、蛾彩の忍法によって身動きがとれなくなっているに違いない。これでは、いくら王子が神秘な力を有していたとしても蛾彩の次の一手を躱かわしようがない。


    「王子。覚悟せよ！」


    　二刀が、同時に上段へと振り上げられ、胸元の邪眼が吊つり上がり、猛悪さの極みへと達する。


    （王子様っ！）


    　竦すくみあがった身体からだから、鳶とび丸まるが、声なき声を発した時、動かぬはずの王子の身体が、ふっ、と動作した。


    「えっ？」


    　鳶丸が驚く間もなく王子は、両手を開き、流れるように前へと突き出す。ちょうどそこに存在した、二つの大きなものをわっしと掴つかみ上げた。


    「なっ！」


    　蛾が彩あやの口より困惑の声が漏もれ出、振り上げた太刀が停止する。


    　王子の両の掌てのひらが掴んでいたもの。なんと、それは、蛾彩の二つの乳房であったのだ。


    　忍法〈蛾が眼まなこ〉敗れたり！


    　王子は、蛾彩の乳房の痣あざを両手で覆おおい隠すことによって、その強烈な眼力を封じたのである。痣を隠されてしまえば、乳房はただの乳房に過ぎない。まさに起き死し回かい生せいの一手。強力な眼力を前にして、そこまで思考し、行動できたのは、まさに王子ゆえであろうか？


    （ああっ！　だけど王子様！）


    　鳶丸は、心中で叫ばずにはいられなかった。


    　両手にて邪眼を封印する。そこまではいい。だが、それには、大きな欠点がある。すなわち、両手で乳房を握る王子自身、結局のところ、身動きが取れなくなってしまうということである。手を離せば、邪眼が復活するのは必至。刀を握る蛾が彩あやの両手は、未いまだ、自由なままなのだ。すぐさま、王子目がけて二本の凶刃が襲おそいかかってくることは目に見えている。
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    　これでは、邪眼を封じた意味がない。


    （王子。ダメだ！　その策は、ダメだよ。今すぐ手を離して逃げるんだ！）


    　が、蛾彩の太刀は宙に止まり動かない。いや。ぴくりぴくりと動かそうとしているのだが、動かせないのだ。


    （どうして？）


    　その理由はすぐにわかった。王子の真っ直すぐな視線が、蛾彩の瞳を捉とらえていたのである。


    　鳶とび丸まるを何度も見つめてきた蒼あおく澄んだ視線。かつて錯さく乱らんした農婦すら正気に返したその視線。王子の神聖な視線は、極悪非道の女盗とう賊ぞくの殺意すら揺るがしてしまったのだ。


    　無む垢くに微ほほ笑えんでくる赤子を殴りつけることができようか。慈じ愛あいに満ちた母親を刺し殺すことができようか。よほどの冷血漢か異常な精神状態にない限り、必ず躊躇ためらいを覚えるはずである。すなわち王子の視線には、無垢な赤子や慈母の持つそれの数百倍を超える力があったのだ。これもまた邪眼であろうか。いや。邪よこしまな部分を微み塵じんも含まぬゆえの眼力──聖眼と呼ぶべし。


    「蛾彩さん。もう止やめにしませんか？」


    　視線を逸そらさぬまま、王子がそう口にした。


    「何を……！」


    「これ以上争っても無駄なだけです。もう。止めにしましょう」


    　その穏やかな言葉は逆効果であった。蛾彩の消えかけた怒りの火が、再び燃え上がりはじめる。


    「うるさい！　うるさい！　うるさい！　うおおおおお！」


    　蛾彩は、絶叫とともに動こうとしない腕を力ずくで振り下ろした。右の太刀が王子の左肩口へ、左の脇わき差ざしが王子の右肩口へ猛悪な孤を描いて飛来する。


    　だが、その後の光景を鳶丸は目にすることはできなかった。


    　なぜならば、蛾彩が二刀を振り下ろそうとしたその時、火に炙あぶられ続けた屋敷が、ついに耐久力の限界に達し、唸うなりにも似た音を轟とどろかせ、王子と蛾彩とを呑のみ込んでしまったからである。


    「王子様ぁぁぁ！」


    　鳶丸は少女剣士たちに発見されるのも構わず声を張り上げていた。


    



    七


    （何が起こったのだ）


    　蛾彩は、痛みと熱さの中、微かすかにそう思っていた。


    　王子へ剣を振り下ろそうとしたその時、激しい鈍痛を覚え、視界が暗くなったのは覚えている。その後、意識をなくしていたようだ。ひどく長い間、気を失っていたような気がするが、実際にはほんの数瞬のことであったらしい。


    　目に映るのは燃え盛る炎、倒壊し煙を放つ家屋の残ざん骸がい。幸か不幸か建物自体は、まだ完全に崩れていないようだ。


    　身を起こそうとしたが、できなかった。見れば崩れた梁はりが蛾が彩あやの両足の上に倒れかかっている。なんとか足を引っ張り出そうとしてみるが、できそうにない。蛾彩は、燃える民家の中で身動きが取れなくなってしまっていたのだ。


    　外にいる部下たちの救助を期待したが、入り口も勝手口も崩れた木材によって塞ふさがれている。


    　もはや、このまま焼け死ぬのは時間の問題と思われた。


    　思えば自じ業ごう自じ得とくである。自ら命じて火を放たせた民家の下敷きとなって死ぬのである。


    （これもまた運命か）


    　そう達たつ観かんしようと試みたが、それをさせない一つの想いが蛾彩の内に湧わき上がってきた。


    　──悲願……！


    　自分にはまだやり残したことがある。この五年間、自分は、なんのために盗とう賊ぞくに身をやつし、野を彷徨さまよってきたのか。あの日、父の骸むくろの前で誓った悲願。それを果たすためではなかったのか。


    （こんな場所で、こんなことで私は果てるのか！　なぜだ。なぜこんなことになったのだ）


    　──王子。


    　そう。王子という一人の男に蛾彩は執しゆう着ちやくしすぎたのである。


    　蛾彩らしくもない。短慮になって村に火を放ち、一対一の勝負を挑み、燃える民家の中まで追っていった。普段の蛾彩ならば決してしない愚行である。


    （どうして、私は、王子などという一人の男に執着してしまったのだろう）


    　──寺の中庭で、梅の木を眺める穏やかな王子。


    　──動物たちの頭を優しく撫なでながら微ほほ笑えむ王子。


    　──蛾彩の忌いまわしい胸の痣あざに手をあて、無む垢くに見つめてくる王子。


    　様々な王子の姿が、蛾彩の内をよぎり、火よりも熱い言い知れぬ感情が湧き出てくる。


    （くそっ。王子。憎い。憎い。憎い！）


    　またしても蛾彩は、己おのれの内の不可解な感情を憎しみと理解した。だが、今いま更さらいくら王子を憎んでみても仕方がない。せめて死に臨む時ぐらい心穏やかにいられないものなのか。


    （本当に自分は救いようがない……）


    　気丈なはずの蛾彩の瞳に涙が滲にじんできた。


    「マドモワゼル。泣いているのですか」


    　ふいに蛾彩のもとに秋風のごとく涼しげな声が吹いてくる。


    　そこに立っていたのは王子であった。


    　灼しやく熱ねつの炎の中、颯さつ爽そうとして立つその姿は、相も変わらず美しい。燃え盛る焔ほむらすら王子を彩る花々のように見えてしまう。爆はぜる火の粉がまるで王子の身体からだから発される美の粒子のごとく感じられた。不思議なことに、激しい火炎に炙あぶられているにもかかわらず、その身どころか衣服にすら火はうつっていない。


    　蛾が彩あやは先ほどまで憎しみと理解していた感情を忘れ、その姿に見み惚とれてしまっていた。だが、すぐに我を取り戻す。


    「ふん。どうやら私の負けのようだ。私はこのままここで焼け死ぬとしよう。さあ。去れ！　うぬならばこの火の中からも逃のがれられよう。それとも私とともにここで焼け死ぬか！」


    　強気な言葉とは裏腹にその声は悲鳴のようであった。これ以上、無様な姿を敵前に晒さらしたくはない。そんな悲痛な叫びだった。


    　が、王子の口にしたのはこんな言葉。


    「ここで貴女あなたとともに焼け死ぬのも仕方がないのかもしれません」


    「なんだと？」


    「私はこの星に来て二つの命を殺あやめてしまった。貴女の身内の方です。その報むくいを受けるべきなのかもしれません」


    　王子は遠い目をする。


    「しかし私は、生きます」


    　それは、惚ほれぼれするほど決然とした宣言だった。


    「私にはまだ生きてやらねばならぬことがあるのです」


    　──それは……！


    　それは、蛾彩も同じだ。蛾彩も生きてやらねばならぬことがある。だが、どうしようもないではないか。もう焼けるこの家屋から逃れる術すべはないではないか。


    「貴女はどうです」


    　身を屈かがめ、蛾彩へと顔を近づける。真っ青な瞳が蛾彩を映していた。


    「私は……私も……」


    　蛾彩は言葉を躊躇ためらった。


    「私もやらねばならぬことがある。だが……」


    「だが、は、ありません」


    　王子が蛾彩の弱気を吹き飛ばすように言葉を放つ。


    「やらねばならぬことがあるのならば、生きましょう。私も貴女も」


    「私を助けるというのか」


    　王子は、無言で頷うなずいた。


    「なぜだ！　この村を焼き、うぬの命を狙ねらった私をなぜ助ける！　私の部下二人を斬きっておきながら、なぜ私を見殺しにせぬのだ！」


    　王子は答えない。


    　すっく、と立ち上がり、刀の柄に手をかけた。蛾が彩あやの攻撃をいくら受けても決して抜くことのなかった刀に。


    「そこに光があるのならば、私はその光を必ず守ります」


    　高らかに声を発すると、刀を抜き放った。白く輝く刀身が露あらわになる。


    　途端に、王子の身に纏まとった緩ゆるやかな雰囲気が一変した。その全身が、強烈な闘気とともに、蛍けい光こう色しよくの光を放ちはじめる。王子の肉体より生み出された光が徐々に細刀の刀身へと伝わり凝縮されていく。王子の手に持つ刀は、みるみるうちに光の塊へと変化していった。


    「何を……！」


    　蛾彩が疑念を口にするより早く、王子は刀を一いつ閃せんさせた。


    　炎よりも眩まばゆい光が刀身から迸ほとばしり出る。光の放流は、蛾彩の視界に映る一切を白い輝きの中に呑のみこんでしまう。


    　白転する世界の中で烈風が吹き抜けた。瓦が礫れきが吹き飛ばされる轟ごう音おんだけが、蛾彩の鼓膜を通り過ぎていく。先ほどまであんなにも彼女の身を苦しめていた炎の熱さがふっと掻かき消えた。


    　世界を覆おおい尽くしていた白が静かに薄れて行った時、蛾彩はその目を疑った。


    （火が消えている）


    　火だけではない。蛾彩と王子とを閉じ込めていた家屋が床板を残して、屋根も壁も消え去っていたのだ。


    　ちん、と冴さえた鍔つば鳴なりの音がする。傍かたわらに目をやれば王子が納刀したところだった。


    「うぬが……やったのか？」


    　王子は頷うなずくでもなくこんなことを言った。


    「貴女あなたの光がやったのです」


    　なんとも曖あい昧まいな言葉だったが、その言葉が蛾彩の胸の奥に熱い何かを湧わき立たせていた。


    　それは、今まで幾度となく蛾彩の胸に湧き上がり、憎しみと錯さつ覚かくしてきた感情である。だが、今、ようやく蛾彩はそれが憎しみなどではないということに気がついた。


    　火災の余よ韻いんを残す夜風に吹かれ、王子の合かつ羽ぱが翼のごとくはためいている。


    　己おのれの命を奪おうとした者を躊躇ためらうことなく救った精せい悍かんな立ち姿。それは、紛まがうことなき勇者の姿だった。


    「どうしてくれよう。この私の心に灯ともった火を……」


    　ぽつりと呟つぶやいていた。


    



    「蛾彩様ー！」


    　蛾彩の部下の少女剣士たちが駆け寄ってきた。


    　みな、瞳を潤うるませ、今にも泣き出してしまいそうである。屋敷の倒壊を目にし、蛾彩の身を案じていたのだろう。なんともいじらしい部下たちである。


    　少女剣士たちは、王子を、きっ、と睨にらみ、刀に手を掛ける。蛾が彩あやは、それを手で制した。


    「いいのだ」


    「蛾彩様？」


    「もういいのだ。この男は倒すべき男ではない」


    　少女たちが怪け訝げんな顔をする。


    「私はこの男……いや、このお方をずっと探し求めていたのかもしれぬ」


    　発された首領の言葉に少女剣士たちが、はっ、として顔を上げる。皆、王子へと目を向ける。その目には、熱い輝きが生まれていた。


    「蛾彩様……では」


    　少女の一人が声を漏もらすのへ蛾彩は、頷うなずいてみせる。次いで、強い決意を顔に浮かべ、王子の手を握った。蛾彩の熱く真っ直すぐな瞳を受け、王子は、きょとんとした顔になる。


    　少女剣士たちが、一斉に、[image: ]さや込めの刀を腰より抜き取り、己おのが前に置いていく。まるで主君に忠誠を誓う武士団のごとく。


    「王子様。どうか。この国をお救いくだされ！」


    



    　王子へと次々と傅かしずいていく少女剣士たちを鳶とび丸まるは、呆ぼう然ぜんとして眺めることしかできなかった。


    　その鳶丸の背後に人の気配が現れた。


    「これは、いかなこと。猛悪な盗とう賊ぞくどもが王子様に頭こうべを垂れておる」


    　感嘆の声を上げたのは、寂じやく邨そん坊であった。鳶丸と王子の身を案じ、遅ればせながら駆けつけたところである。


    「もしや王子様こそが、この国の救い主たる将の器をお持ちのお方……なのか？」


    　寂邨の言葉に、鳶丸は心にひどく不吉なものを覚えていた。


    （なんでだろう。王子様が遠くなってゆく気がする）


    　その予感は、間もなく現実のものとなってゆくのである。

  



  
    第四章　王子巡国


    



    一


    　蘭らん平ぺい寺じ本堂。王子の寄宿する寺である。


    　現在の和お尚しよう、寂じやく邨そんが入るまで廃寺であっただけあり、床板も柱もぼろぼろで、ところどころ鼠ねずみに齧かじられた痕あとがある。本尊の観音像など片方の手が折れ、[image: ]さびが浮いていて、なんとも痛々しい姿になっていた。それでも、掃除だけは行き届いており、塵ちり、埃ほこりの類たぐいは、見られない。


    　本尊の前に立てられた灯台に照らされて、花の群れのような暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんが、座する王子に向かい丁てい寧ねいに頭を下げていた。


    　それを囲むように、思い思いに胡坐あぐらをかいているのは、この村の男衆である。


    　今は、黙して座しているが、その顔色には、確かな怒りの色があった。昨夜、村を焼かれた憤りは当然癒えていない。


    　王子は、そんな怒れる男たちの中、平伏する少女たちを、仏ぶつ陀だの如く見事な座相のまま穏やかに見つめている。


    　その横に、不安そうな顔の鳶とび丸まる。そして、寂邨が、厳いかめしい顔をして座していた。


    　村を襲しゆう撃げきした直後、一端姿を消した蛾が彩あやだったが、翌日、この蘭平寺に、仲間の盗賊たちを連れて再び現れたのだ。すわ、再度の襲撃か、と緊張を新たにした村側だったが、盗賊団の女首領は、野盗とは思えぬ丁重さで王子への面会を申し出てきたのである。


    　無論、寂邨は、それを拒否した。だが、当の王子が、あっさり受け入れてしまった。


    「幸い死者は出ておらぬ。が、家々は焼け、人々は住む場所にも難儀しておる」


    　そう言った寂邨の言葉は、ここに集まった村人たちの思いを代弁していた。その声は、淡々としており、それゆえに凄すごみがあった。さすがは、もと武将と言うべきか、極悪非道の盗賊団を前にして、一歩も引かぬ一歩も譲らぬという強い意志が表われている。もしかすると、このような無法者との交渉をすでに何度か経験しているのかもしれない。


    「数々の無礼。お許しください。焼けた民家の修繕は、我々もお手伝いさせていただきます」


    　頭を下げたまま盗賊団の首領、蛾彩がそう言った。


    　村人たちは、顔を見合わせる。極悪非道の女盗賊の殊しゆ勝しような態度に拍子抜けしていたのだ。王子は、薄うつすらと微笑を湛たたえたまま蛾彩を見つめている。


    「……で、私に話とはいったいなんなのです？」


    「この蛾彩、王子様に惚ほれましてございます。王子様にこの国を救っていただきたい」


    「この国を救う……？」


    　その時、寂邨が、ごほんと一つ咳せき払ばらいをし、無ぶ精しような動作で、胡坐を組み直すと、対盗賊用に作っていた厳いかめしい顔を崩した。


    「もしやそなたは、笠かさ間ま佐さ兵ひよう衛え殿の娘、彩あや姫ひめ殿ではござらぬか？」


    　その言葉に、蛾が彩あやの肩がぴくりと動いた。


    　しばらく、無言で平伏を続けた後、蛾彩はおずおずと顔を上げる。


    「父上をご存じか？」


    「おお。やはりそうであったか。佐兵衛殿には、かつて戦場で幾度となく辛しん酸さんをなめさせられたものよ。佐兵衛殿の隊は、岐き賀が武士団の中でも最も勇猛で、兵法、忍法に巧たくみであったわ。確か、佐兵衛殿には娘がおり、男勝りの兵法達者であると聞いていた。かさま、という名から、もしやとは思っていたが、盗とう賊ぞくに身をやつしておったとは……」


    　寂じやく邨そんの口調は先ほどと違って気安いものであった。が、蛾彩は、顔色を暗くする。


    「いかにも。私は、今は亡き笠間佐兵衛尉のじよう守もり友ともの娘。この者たちも皆、笠間家の家人の娘たちでございます。主家である岐賀家が、真ま壁かべ弾だん正じように滅ぼされ、父もまたそのおりに討死。我らは、落ち延びて、この通り生き恥を晒さらしております」


    「なにゆえ、盗賊など」


    　寂邨のその言葉に、蛾彩は、ふっ、と皮肉な笑みを浮かべた。


    「なにゆえと仰おおせか？　この無法の世に投げ出され、頼るものといえば習い覚えた兵法のみ。ならば、生きていくためには、盗賊にでもなる他ござらぬでしょう。それに我らには生きてやらねばならぬ悲願があります」


    「それは？」


    　蛾彩の瞳が強い光を放った。


    「無論。謀む反ほん人にん真壁弾正忠のすけ勝かつ正まさを討ち、この国を取り戻すこと」


    　静かだが、断固とした声であった。蛾彩のみならず、十数人の少女剣士たちの背後にめらめらと揺らめく炎が見えるようである。


    「女の身でそれができるとでも？」


    「できる。……そう思っておりました。盗賊に身をやつしながらも、野武士、浪ろう人にんを集め、兵を作り、いつの日か飢き餓が城じようへと攻め込むのだと。だが、やはり御坊が仰せのように、女の身ではそれも叶かなわぬ願い。集まる者といえば、忠も義もない野盗ばかり。事あらばすぐに逃げ出し、あるいは裏切ります。いつしか我らの心も汚れ荒すさみ、ただの野盗に成り果てようとしていました。ですが」


    　そこで蛾彩は、王子へと熱い視線を向けた。


    「王子様に出会い。その清せい廉れんなお心に触れ、義の心を取り戻しました。そして、決意したのです。父の遺言に従おうと。男たちを惹ひきつける強い魅力を持った心清き男を主君に仰げ、と」


    「つまり、それが、王子様だと？」


    「左様」


    　少女たちが再び、強く頭を下げた。


    「お願いでございます！　我らのため……。いや！　この国のために我らの主君になっていただけまいか？　王子様のもとにならば、きっと何万という兵が集まります！　何なに卒とぞ！」


    　蛾が彩あやの声は、悲痛ですらあった。王子は、何を考えているものか、静かに瞳を閉じている。


    　寂じやく邨そんが、ぽりぽりと禿はげ頭を掻かいた。


    「しかし。たとえ真ま壁かべ弾だん正じようを倒したとして、その後は、どうされるおつもりか？　総領家である岐き賀が氏の一族は、真壁弾正によってことごとく誅ちゆう殺さつされたと聞く。岐賀総領家の威信なくして、再びこの国を治められようか」


    　それを聞き、蛾彩が顔を上げ、大きな胸を張った。


    「お忘れか御坊。私の母は、岐賀家の末女。すなわち、私は、岐賀総領家の血を引いておるわけです。真壁弾正を倒した暁には、そう……できれば……」


    　自信満々だった蛾彩が急に言いよどんだ。


    「王子様に、私を娶めとっていただき、生まれた子に総領家を継がせれば問題がないかと……」


    　蛾彩の顔が、赤らんだ。


    「だっ！　ダメだよ。そんなの！」


    　今まで黙って聞いていた鳶とび丸まるが急に立ち上がって、大声を上げた。


    「王子様は、そんなことやってる場合じゃないんだよ！　王子様は、おいらと一緒に旅に出て、姫を捜さなきゃいけないんだ！　なんでもかんでも王子様に頼るなよ！　戦いくさなんて勝手におまえら侍だけでやってりゃいいじゃないかよ！」


    　夢中でそこまで喚わめき散らす。女盗とう賊ぞくへの恐怖心は、いつの間にか霧散していた。


    　蛾彩たちの願いは、鳶丸にとってはとんでもない話だった。


    　大人しく聞いていれば、せっかく王子と二人だけの旅ができると思っていたのに、なんという邪魔であろう。しかも王子と結婚し、子までもうけたいと言う。こんな勝手があるだろうか。


    「小僧。口出しするな」


    　蛾彩が、冷然としてそう言った。


    「うぬに、主家を失い、荒野を彷徨さまよってきた我らの気持ちがわかるか。子供が口出しできるほど我らの悲願は、軽くない」


    　蛾彩の口調は、だいぶ怖いものとなっていたが、鳶丸は、勢いにまかせて[image: ]まくし立てる。


    「勝手ばっかり言うな！　じゃあ、おまえらにおいらの気持ちがわかるか！　おまえら侍は、おいらたちの気持ちなんておかまいなしで勝手に戦ばっかりしやがる。性しよう懲こりもなくまた戦を起こすつもりかよ。だいたい、今まで盗賊して、おいらたちを苦しめておいて虫がよすぎらあ！　そりゃあ、おいらだって王子様の子供をみごも……」


    「そうだ！　鳶丸の言う通りだ！」


    　鳶丸の語尾を遮さえぎり、村人の一人が大声を上げた。それを皮切りに、今まで黙していた村人たちが、「そうだ。そうだ」と一斉に立ち上がる。


    「真ま壁かべ弾だん正じようも、おまえらも大して変わりねえ！」


    「焼かれた俺たちの家は、どうなるんだよ！」


    「おまえらなんて信用できるか！」


    　蛾が彩あやは、次々と気炎を上げる農民たちの声を沈ちん鬱うつな面おも持もちで受け止めていた。ふいに、


    「方かた々がたの怒り。当然至し極ごく」


    　呟つぶやくと、すっくと立ち上がり、すらりと一刀を抜き放った。


    　途端に、鳶とび丸まるはじめ、農民たちは、色をなくし、押し黙る。


    　しおらしい態度に忘ぼう却きやくしていたが、この少女、剣を取っては無む双そうの少女剣士団の首領。その気になれば、この場にいる男衆を一人残らず血の海に沈めるなど造作もないことなのだ。


    　一転、農民たちの恐怖を湛たたえた視線の中、蛾彩は左手の人差し指を立て、刃を押し付ける。


    「指一本」


    　蛾彩が冷々とした一言を告げた。みな、その意味を理解しかね、ただ、突っ立てられた蛾彩の指に視線を集める。


    「この指一本、斬きって落とそう。それで足りねば、指二本。二本で足りねば、この腕ごと落として昨夜の詫びに代えたい」


    　一同は、息を呑のんだ。蛾彩の顔は、仮面のごとき無表情。その無表情に人々は、蛾彩の鬼気迫る決意を見て取った。蛾彩の背後に控える少女たちもまた同じである。我が首領が指を落とすと言うのなら、我らもまたそれに続かんと、刀に手を掛けている。


    「では」


    　緊迫した空気を破って、そう声を発したのは、王子であった。


    「蛾彩さんが指を斬るのならば、私も斬らねばなりませんね」


    　言って、飄ひよう然ぜんと傍かたわらの細刀に手を掛けはじめる。


    「ちょっ、ちょちょちょっ！　なんで!?」


    　鳶丸が慌てて、刀持つ王子の手に縋すがりついた。蛾彩も村人たちも目を丸くする。なにゆえ、この王子まで指を斬らねばならぬのか誰も理解できないでいたのだ。


    「だって、そうでしょう。蛾彩さんは、村を焼いた責任を取って指を斬るんです。蛾彩さんが村を焼いたのは、私のせいです。私も責任を取らねば。ねえ」


    　と、王子は、蛾彩に微ほほ笑えみを送る。


    「いや……。それは……」


    「ですが」


    　王子は、言葉を続ける。


    「できれば、そんなことは、よしませんか」


    「しかし！　それでは、私の気が……！」


    　叫ぶ蛾が彩あやの手を王子は、そっと取る。


    「マドモワゼル。女性の身体からだは、尊とうといもの。傷などつけてはいけませんよ」


    　ぽっ、と蛾彩の顔が赤らんだ。一同、唖あ然ぜんとして、その様子を見守る。


    「がっはっはっはっはっ！」


    　大たい笑しようしたのは、寂じやく邨そんであった。


    「そういうことだ皆の衆。ここは、王子様に免じて、この盗とう賊ぞく娘どもを許してやろうではないか。だいたい、仏前で指だ腕だと斬きられでもしたら拙せつ僧そうに罰ばちが当たるわい」


    　村人たちは、ほっとして顔を見合わせる。盗賊とはいえ、うら若い娘が、指を斬るなどという血なまぐさい場面は、見たくなかったし、先ほどの一本指で、謝罪の念は、十二分に伝わっていた。


    「だが、家の修繕は、お主らに、しっかりやってもらうぞ」


    　そこだけは、厳しい顔で念を押し、寂邨は、再び、がははっ、と高笑った。


    　蛾彩は、糞くそ真ま面じ目めに「忝かたじけない」と告げ、ただ一人、未いまだ不服そうな顔の鳶とび丸まるに目を向け、


    「先ほどは、小僧呼ばわりしてすまなかった」


    　と、頭を下げた。鳶丸は、目を逸そらし、俯うつむく。


    　鳶丸の中では、まだ得心がいっていない。村の外に住む鳶丸としては、家を焼かれた云うん々ぬんよりも、この女盗賊が、王子に娶めとられたいと思っていることのほうが気に食わなかったのだ。


    　その心も知らず蛾彩は、鳶丸に語りかける。


    「ときに、先ほど、気になることを言っていたな」


    「気になる？」


    　鳶丸の応対は、自然、ぶっきらぼうなものになっていた。


    「姫がどうこうと。王子様は、姫をお捜しだとか、な」


    「……う、うん」


    　蛾彩は、王子に向き直る。


    「王子様。その姫とは、いかな姫君にあらせられますか？　お名前はなんと？」


    「姫は、姫です」


    　相も変わらず王子の答えは、簡潔で意味がわからない。蛾彩は、ふむ、と口にして唇くちびるに指をやる。


    「王子様。もしかしてその姫君は、王子様と同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がんではございませぬか？」


    　王子の顔に今まで見たこともないような驚きの色が浮かんだ。


    「姫をご存じなのですか！」


    「王子様のお捜しの姫君かどうかわかりかねますが、金髪碧眼で、〈姫〉と呼ばれている者を存じております」


    「いったい、いずこに！」


    　蛾が彩あやは、しばし押し黙り、改めて口を開いた。


    「真ま壁かべ弾だん正じようの居城、飢き餓が城じように」


    



    二


    　翌朝。王子は、縁側に座り込み、沈ちん鬱うつな面おも持もちで、庭の梅の木を見つめ続けていた。


    　悩ましげな面持ちで縁側に腰掛け、花をつけぬ梅の木を眺める美男子の姿は、そのまま一幅の絵にしてしまってもよさそうだ。


    　昨晩、蛾彩の言った言葉が、王子をこのように放心させていることは間違いない。


    　──姫は、飢餓城、真壁弾正のもとにいる。


    　五年前、まだ真壁弾正が、岐き賀が総領家に反旗を翻ひるがえす以前、その年の正月のことであった。


    　正月の祝いに、岐賀家では、家臣団を城に集め、盛大な宴うたげを行っていたのだという。そのおり、各家臣衆は、己おのれの妻子や妾めかけを連れて登城することが許されていた。


    　蛾彩は、父、笠かさ間ま守もり友ともに連れられ、その宴に参加していたのだ。


    　その時に蛾彩は見たのだと言う。真壁弾正に連れられて歩く絶世の美少女を。


    　金きん髪ぱつ碧へき眼がん。明らかに日本国のものではない純白の装束を纏まとっており、白雪のような肌、楚そ々そとした振る舞いは、男子のみならず、女子すらも溜ため息いきを吐つくことを禁じ得なかった。


    「あれは、何者か？」


    　と、問われた真壁弾正は、ただ、


    「姫でございます」


    　とのみ答えた。


    　それは、真壁弾正の娘という意味なのか、それとも妾なのか。そして、なんというどこの姫なのか、そういった諸々の質問を浴びせられた真壁弾正は、やはりただ、


    「姫は、姫でございます」


    　としか答えなかった。


    　当時の岐賀城主、岐賀刑ぎよう部ぶ大だい輔すけ宗むね貫つらは、その姫をいたく気に入った様子で、姫に好色な目を向け、酌しやくを強要しようとしたが、真壁弾正は、それを拒否した。主君からの酌の所望を断るとは、前代未聞である。


    「恐れながら姫は、未いまだ不作法ゆえ」


    　真壁弾正のその言葉は、丁てい寧ねいだが、その顔のなんと憎々しげであったことか。岐賀宗貫は、その剣幕に気け圧おされ、それ以上は、何も言わなかった。


    　真壁弾正の主君を見る瞳にこもる忌いま忌ましげな光を、蛾彩は、今なお忘れられぬという。


    　真壁弾正が、岐賀総領家に反旗を翻したのは、その三月後である。


    　その姫が、王子の捜している姫だとしたならば、姫は、真壁弾正のもとにいる。難なん攻こう不ふ落らくの魔城、飢餓城に……！


    　蛾が彩あやは、その話の後にこう付け加えた。


    「姫は、何やらひどく哀しげなお顔をしておりました。喩たとえるならば籠かごの中の鳥といった印象。おそらく真ま壁かべ弾だん正じようによって囚とらわれているのでしょう。もし、姫をお助けになりたいのならば、真壁弾正を倒すほかに手はございません」


    　王子は、その言葉をただ黙して聞いていた。


    　蛾彩は、「また参ります。よきお返事をお待ち致しております」と、少女剣士たちを引き連れていずこかへと去っていった。


    　──姫を助けたいのならば、真壁弾正を倒すほかない。


    　蛾彩の残していったその言葉が、王子を思案させているのだろう。心ここにあらずといった様子で、痩やせた枝振りから目を離せずにいる王子に、鳶とび丸まるは、強い不安を抱いていた。


    　王子と二人、旅に出るという夢は、あっけなく潰ついえてしまった。


    　そして王子は、暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんとともに、真壁弾正を倒しに行ってしまうかもしれない。


    「ねえ。王子様……」


    　鳶丸は、おずおずと王子の広い背中に声をかけた。


    「ああ。鳶丸。いたのですか……」


    　四半刻（約三十分）前からいたのに、気がついていなかったらしい。それほど、考えることに没頭していたのだろうが、鳶丸は、その返答を憎らしく思った。


    （おいらのことなんてお構いなしか）


    　自然、口調も棘とげのあるものに変わる。


    「ねえ。王子様。まさか、あんな女盗賊の言うこと信じたわけじゃないよね。姫が、真壁弾正のもとにいるなんてデタラメだよ。王子様をだまそうと噓うそついてるんだよ」


    「……そうでしょうか。だとしても確かめてみる価値は、あるような気がするのですよ」


    　鳶丸の心配通り、王子の心は、おおかた蛾彩に協力するほうに傾いているようだった。鳶丸は、焦あせってさらに言葉を続ける。


    「じゃあ。確かめるためだけに、あいつらに協力して戦いくさを起こすのかい？　それで結局、姫がいなかったら、こんなに無駄なことはないよ」


    「……そこなんですよ」


    　王子は、俯うつむいた。


    「真壁弾正という方は、とてもひどい方で、民を苛いじめていると聞きます。だから、倒すのだと。ですが、戦を起こせば、多くの血が流れます。本当にそれは正しいことなのでしょうか？」


    「正しくない！　絶対に正しくないよ！　戦なんて起こらないほうがいいに決まってるよ」


    「そうですか。やはり、そうなのでしょうか」


    「そうだよ。その通りだよ」


    　王子は、なんだかしょんぼりしてしまったように見えた。


    　鳶とび丸まるは、自分がとてもひどいことをしてしまったような気がしてくる。


    　結局、二人して、しょんぼりしてしまい、無言の時が続いた。


    　沈黙を破ったのは、奥より聞こえてきたこんな言葉だった。


    「では。この国が今、どのような状況か。真ま壁かべ弾だん正じようがどれほどの悪逆を重ねているか。その目で確かめられてはいかがかな」


    　のそのそと現れたのは、寂じやく邨そん坊であった。悪あく辣らつな顔に、にこにこ笑いを浮かべ、ごつい鎖を数珠じゆずみたいに掌てのひらの中でじゃらじゃらと弄もてあそんでいる。


    「王子様も、急にこの国のために戦えと言われて、お困りでしょう。まずその目でこの国を見ることです。その上で考えたらよろしい」


    　そこまで言って、ふいに、好こう々こう爺や然としていた寂邨の顔が怖いものに変わった。寂邨は、しっかと王子の顔を瞳に捉とらえたまま、凄すごみのある声を発した。


    「そして、わしにも王子様のことを見極めさせていただきたい」


    　急な寂邨の言葉に、鳶丸は、ひやりとした。先ほどやってきた女盗とう賊ぞくを見極めるというのならわかる。だが、なぜ王子様を見極める必要があるというのだろう。


    　寂邨は、じゃらりと鎖を鳴らす。


    「涸かれた泉を湧わかせ、民の病やまいを癒やし、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの盗賊ですら改心させる。その霊れい験けん、さながら古いにしえの聖人のごとし。あるいは」


    　そこで、寂邨は、語威を強めた。


    「天魔のごとし」


    　鳶丸は、寂邨の迫力に気けおされて、自然一歩身を引いていた。


    「このたび、王子様は、盗賊どもの首領となり、弾正めを討つか否いなかの決断を迫られております。王子様の人望から鑑かんがみれば、この村の者たちもそれに加担すると言いかねませぬ」


    　確かに──と鳶丸は、思う。


    　王子が、たったの一人で、盗賊団を懐かい柔じゆうさせてしまったことにより、この村における王子への信奉は、かなり強いものとなっている。


    　この村だけではない。王子は、近隣の村から来た農民の病を治したりもしている。もはや王子の人気は、この村を中心に国じゅうに広まろうとしているように感じられた。王子が弾正を倒すと言い出したら、国じゅうの農民が従うかもしれない。


    「だが、それは正しいのか。未いまだわしは、見極めがつきかねます。もし王子様が、一度戦いくさを起こし、民草を率いた時、誠にこの国に平和が訪れるのか。王子様の力が天魔のそれであるならば、この国はさらに深い混こん沌とんに落とし込まれることでしょう。もし、王子様のお力、天魔にあらずと見極めたならば、この愚僧めもお力をお貸しすべき。……そう考えております」


    　瞳を閉じて、うむ、と唸うなった。寂邨もまた、王子に希望を見ているのかもしれない。だが、思慮深いこの男は、軽率にそれを信じることができぬのだろう。


    「もし私の力が天魔のものならば？」


    　寂じやく邨そんが、首に下げた鎖をじゃらりと握った。先ほどまで数珠じゆずに見えていたそれが、何か恐ろしい凶器に見えてくる。


    「滅めつし奉たてまつらねばなりません」


    　王子は、しばしの沈黙の後、大きく頷うなずいた。


    



    三


    　王子と、鳶とび丸まる、寂邨は、国境の韮にら崎さき河岸へと来ていた。


    　蘭らん平ぺい寺じから、この河岸までは、普通なら徒歩で、丸一日かかる距離だったが、寂邨が、どこからか調達してきた三頭の馬に乗り、半日もせずに[image: ]たどり着いた。


    　切り立った山と山とに囲まれたこの河岸は、真ま壁かべ弾だん正じようの隣国侵略の最前線である。


    　本来は、草木が茂っていたのだろうが、戦火に焼かれ、今は、赤土がむき出しになっている。申し訳程度に雑草が生はえているのが、よりいっそう荒廃しているといった印象を与えていた。


    　方々に竹たけ矢や来らいが組まれ、堀が掘られている。折れた旗差し物が放置されており、人とも馬ともつかぬ白骨が風に晒さらされているのが見受けられた。まさに鬼き哭こく啾しゆう々しゆうといった風ふ情ぜいである。


    　三人は、その河岸を見下ろせる南側の山の上に身を隠した。


    「見ておれ。今に戦いくさが始まる」


    　寂邨が、神妙な顔でそう告げた。


    「隣国の管領家が、攻めてくるらしいのだ。真壁弾正の悪行は、京の将軍家へも届いておる。管領家に討伐命が出ておるのだ。もっとも形式的なものだがの。今や将軍家は有名無実のものと化しておる。だが、それでも一応、管領家に討伐命を出しておかねばならぬ」


    「一応って……」


    「将軍様は、織お田だを倒そうと奔ほん走そうしておる。自分のことで精いっぱいなのよ。だが、将軍様の討伐命が出れば、大義名分が通る。それで、管領家も今回は、隣国の協力を得、ずいぶんな兵を集めることができた。この機会に、真壁弾正を討っておくつもりらしい」


    　ようやく、といった感じである。今まで、真壁弾正の武ぶ威いに恐れをなし、管領家も隣国もこの国には、手を出せないでいたような印象がある。ただ、攻められれば守る。自国が攻められぬ限りは、顔色を窺うかがい、触らぬ神に祟たたりなしといった態度で接していた。


    　それにしても田舎いなかの山寺に住んでいながら、そんな情報を掴つかんでいるとは、この寂邨という僧、ただものではない。


    　間もなくして、東方より、ぞろぞろと深紅の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ軍勢が集結してきた。真壁弾正の軍である。真壁弾正も管領家が攻め込んでくる情報をすでに掴んでいるのだろう。その数、およそ五百ほどだろうか。大勢といえば大勢だが、寂邨の言う通り管領家が「ずいぶんな兵」を集めているというのならば、あまりに少なすぎる兵数である。


    「管領家が、本気で真ま壁かべ弾だん正じようを討ってくれるなら、なにも王子様が動く必要はないじゃないか」


    　鳶とび丸まるは、期待を込めてそう言った。


    「討てるならばな」


    　寂じやく邨そんが意味ありげにそう言って、王子に顔を向けた。


    「王子様。貴方あなた様が立ち向かおうとしている真壁弾正がどれほどの力を有しておるか、目にしておいたほうがよろしいでしょう。どれほどそれが無謀なことであるかということを……」


    　王子は、端たん正せいな顔を動かすこともなく、河岸に集合した軍勢に鋭い視線を送っている。


    　半刻（約一時間）ほどたった頃、遠く、西方より太鼓の音が響いてきた。


    　管領家及び、隣国の連合軍が、近づいているのだ。まだ遠く離れているというのに、騎馬の進軍する響きがここまで伝わってくる。


    　間もなく山やま間あいに湧わいた軍勢は、おびただしい数であった。真壁軍のゆうに数十倍の数はあるだろう。兵に覆おおわれ、赤土の大地が黒い甲かつ冑ちゆう色に染まって見えるほどである。


    　何か奇策でもあるのか、たった五百ほどの兵で、これを迎え撃とうという真壁軍は、不敵というよりもどこか不気味であった。


    　激しい太鼓、法ほ螺ら貝がいの音とともに、管領軍の突撃が開始された。


    　大地が鳴動するような鯨げい波はとともに、赤い真壁軍に向けて殺到する大軍団。


    　真壁軍は、動かない。


    　なだれ寄せてくる大軍勢の前に、真壁軍は、押し潰つぶされ、霧散するかと思われた。


    　その時、紅い閃せん光こうが奔はしった。


    　次の瞬間、眼前が真っ白くなるほどの光が起こる。次いで吹き抜けて来る激しい熱風。


    　気がつけば、爆炎が上がっている。そして、そこに確かにあったはずの管領軍の突撃部隊が消え、代わりに擂すり鉢ばち状に大地が抉えぐれていた。


    　勇猛であった管領軍の兵たちの間に明らかな動揺が走る。


    　きゅぃぃん……ずずん。きゅぃぃん……ずずん。


    　そんな音を立てながら、真壁軍の背後より、巨大なものが二体現れた。


    　それは、朱と紺の甲こう殻かく類るいのような甲冑を纏まとった巨人。腕にはそれぞれ、長大な金かな砕さい棒ぼうを握っている。兜かぶとの間の目にあたる部分が、紅く輝いており、微かすかに煙をあげていた。


    「真壁の鬼ども。電でん奇き坊ぼうと闇あん夜や軒けんじゃ」


    　寂邨がそう説明した。鳶丸も聞いたことがある。真壁弾正が、二匹の鬼を飼っており、それらを使し役えきし、戦いくさに勝っていると。[image: ]うわさに過ぎぬと思っていたが、まさか本当であったとは。


    　だが、鳶丸以上に驚き、目を見張っていたのは王子であった。


    「鬼き道どう戦せん鬼きが……なぜ」


    「王子様、知ってるの？」


    　王子は、眉まゆ根ねを寄せ、悍おぞましげに言った。


    「この星にいてはならぬものです」


    　それ以上の説明は、しようともしなかった。


    　この心優しき王子がこれほどまでに嫌悪を露あらわにする鬼き道どう戦せん鬼きとは果たして何物なのか。


    　再び、閃せん光こうが起こる。鬼の瞳の部分より、深紅の怪光線が発射されたのだ。


    　光線は、管領軍にぶつかると、そこで大爆発を起こした。熱風が吹き、火柱が上がり、大地が抉えぐれる。一発の光線で、敵兵百人ほどが一瞬で消滅した。


    　電でん奇き坊ぼうと闇あん夜や軒けんは、一歩一歩、緩かん慢まんに前進し、次々と光線を発射してゆく。立て続けに起こる爆発に、河岸の温度が上昇し、蒸し暑くなってきた。


    　中には死の光線を掻かい潜くぐり、二体の鬼目がけて勇ゆう敢かんに突進する者もいた。だが、矢も槍やりも鬼の装甲を貫くことは叶かなわない。逆に金かな砕さい棒ぼうの一振りによって無む惨ざんに撃退されるばかりである。


    　やがて、管領軍は、撤退を開始した。


    　諸国の兵を集めた大軍勢もこの二体の鬼神にはなす術すべもなかったのだ。


    　この時になってようやく、今まで微び動どうだにしなかった真ま壁かべ軍が突撃を開始した。算を乱して敗走する連合軍に追いつき、次々と討ち取ってゆく。


    「勝てない……これじゃあ誰も勝てないよ……」


    　眼下で繰り広げられる地獄絵図を目にして、つい鳶とび丸まるは、そう漏もらしてしまっていた。


    



    四


    　次に訪れるのは、飢き餓が城じようにほど近い山やま間あいの村であるという。


    　寂じやく邨そんは、ぼろぼろの合かつ羽ぱと、深ふか編あみ笠がさを用意して王子にそれを着けるよう指示した。煌きらびやかな王子の格好と容姿は、あまりにも目立つ。それを隠すためである。


    　道すがら、王子は一言も口をきこうとはしなかった。もともと寡か黙もくな性質ではあったが、いつもとはいささか様子が違う。なんだかひどく陰いん鬱うつな表情をしている。


    　真壁弾だん正じようの使う鬼道戦鬼という鬼たちのことで何か思うことがあるようだった。


    　鬼たちの強大な力に臆おくしたというのではないようである。それよりも、あの鬼たちがこの国に存在しているということに強い不快感と疑念を抱いているようだった。


    　鳶丸も、寂邨も、深く聞くことができず、自然、一行から口数が減ってゆく。


    　目的の村に近づくにつれ、遠くに奇妙なものが見えてきた。


    　無数に点在する十字型のそれらは、遠目に案か山か子しのように見えた。案山子たちの上空をおびただしい鴉からすが舞っている。近づいてみて、それが確かに案山子であることが明らかになった。


    　──人の骸むくろでできた案山子である。


    　すなわち人間の磔はりつけ、及び晒さらし首であった。と、言ってしまえば簡単だが、実情は、恐ろしく残酷で忌いま忌ましい。


    　十字に組んだ木製の磔はりつけ柱ばしらに、人の骸むくろが大釘でもって、様々な形に磔されている。


    　逆さまにされている者などまだ優しいほう。首を斬きられ、かわりに犬の首をのせられている者。正中線を境にして、半身の皮ひ膚ふを剝はがされ、筋肉がむき出しにされている者。胴体より上を切断され、上半分に、別の者の下半身が組み合わされている者。裸にむかれ兜かぶとを被かぶせられ、その全身に針はり鼠ねずみのように釘が打ちつけれている者。腹を裂さかれ、その中にありったけの生首を詰め込まれている者。一つの屍しかばねに、おびただしい腕を縫い付けられ、千せん手じゆ観かん音のん像に擬せられている者……。


    　それらの磔は、実に悪魔的な芸術性によって作られた屍の立像であった。


    　古く、白骨化したものもあれば、つい数日前に磔されたばかりの生々しいものもある。それらを鴉からすたちが、嬉き々きとして啄ついばんでいたのだ。そんなものが、村へと続く道沿いに延々続いている。


    「年ねん貢ぐの納められぬ者、真ま壁かべ弾だん正じようを悪く言った者、一いつ揆きを企てていると密告された者。そういう者たちが見せしめに晒さらされているのだ」


    「惨むごい……」


    　王子は、胸に手を当て黙もく祷とうする。


    　こういったものを鳶とび丸まるは、幾度となく目にしている。この国の至る所でこのような所業が行われているのだ。ただ、数が尋常でない。飢き餓が城じように近いこの辺りの村では、農民への虐ぎやく待たいの度合いが、鳶丸の住んでいる地域よりもひどいのだろう。


    「このやりよう。そして鬼き道どう戦せん鬼き……。もしや、遊星の……」


    　王子が何か呟つぶやいた。「なに？」と尋ねようとした鳶丸だが、寂じやく邨そんの次の声によって遮さえぎられる。


    「さあ。村は、もうすぐじゃ。ここからは、身を隠して行きますぞ」


    



    　村の中は、静まりかえり、人ひとり歩いてはいなかった。


    　家々は、戸を閉ざし、田畑は荒れ、王子が現れる前の鳶丸の村とおおよそ変わりがない。


    　ただ違いが一つある。それは、空気であった。鳶丸たちの村が、乾燥した砂漠のような空気であったのに対して、こちらは、生なま臭ぐさいような酸っぱいような、生温かい濃密な空気で満ち、淀よどんでいる。おそらく村の外の磔柱から漂ただよってくる死臭というものではないだろうか。


    　そんな村を一行は、農家の陰に身を隠しながら進んだ。


    　村民の心の荒すさみぶりは、おそらく王子が訪れる前の鳶丸の村どころではないだろう。迷い込んだ旅人にしか見えない三人を見て、村民たちが何をしてくるかわからない。


    （なんでこんな村の中にまで入って行かなきゃならないんだよ。外の磔を見れば真壁弾正のひどさは、十分わかるだろう）


    　そんなことを思いながら鳶丸は、先を行く寂邨の後をついていく。


    　しばらく進んだ頃である。唐突に、絹を裂くような女の悲鳴が聞こえてきた。


    「行ってみよう」


    　寂じやく邨そんが、そちらへと先を急いだ。王子が後を追う。鳶とび丸まるも渋々続いた。


    　近づくにつれ、女のひぃひぃと喚わめく声が大きくなってくる。微かすかに、それを[image: ]ちよう笑しようする、下げ卑びた男たちの声がした。村の中心の広場のような場所である。


    　三人は、木陰に身を潜ひそめた。


    　広場には、十騎ほどの騎馬武者がたむろしている。赤い甲かつ冑ちゆうから、真ま壁かべ弾だん正じようの兵とわかる。


    　武者の一人が馬から降り、一人の女の髪の毛を掴つかみ、引きずりまわしている。


    　女は、痩やせていたが、その腹だけが毬まりのように膨ふくれていた。妊娠しているのだ。大きさから察して、臨月に達しているように見受けられる。


    　武者どもの顔には、女が苦しみ悶もだえるのが愉快でたまらぬといった、嫌いやらしい笑みが広がっていた。ついには、泣き喚く女を荒縄で縛り上げ、広場の中央に立つ樅もみの木に吊つり上げはじめる。


    「やめてくだされぇ！」


    　近くの農家から飛び出してきた者があった。襤ぼ褸ろを纏まとった農夫である。どうやら、吊り上げられている女の夫のようだ。


    「もうすぐ子が生まれるんです。そのようなことをしては、妻だけでなく胎はらの子まで！」


    　縋すがりついてくる農夫を、武者は、乱暴に蹴けとばした。栄養失調で痩せている農夫は、あっけなく大地に転がされる。その様を滑こつ稽けいに思ったのか、武者たちは、どっと笑い声を上げた。


    「ひひひひっ。わしらも本当は、このような非道はしたくはないのでござるよ。だが、お主が年ねん貢ぐを納めようとせぬから、仕方なぁく、こんな可哀かわい想そうなことをしておるのだぞぉ。なっ」


    　ぽんと、肩を叩たたかれて、農夫は、ぽろぽろと涙を流した。


    「年貢を納めろと言われましても、もう米は一粒もございません。自分たちの食べるものさえないのですよ。納められるはずがないではないですか」


    「そんなこと言ってどっかに隠してんでしょ？　ね？　拙せつ者しやだけに教えてちょ」


    「本当です！　本当にないんです！　この村を見ればわかるでしょう！　ぶっ」


    　武者が、また農夫を蹴とばした。


    　王子が刀の柄に手をやり、立ち上がろうとする。その肩を寂邨が抑えた。


    「出てはなりませぬ。出れば、真壁弾正と戦わねばならなくなりますぞ」


    「しかし」


    「よく見るのです。このような悪行がこの国の至る所で行われているのです。しっかと目に焼きつけなされ」


    　王子は、俯うつむいて、再び身を屈かがめた。


    　かたり、という微かな音がし、鳶丸は、辺りを見回す。方々の農家の戸が僅わずかに開いていた。おそらく、その向こう側には、虐ぎやく待たいされる夫婦を怯おびえた目で見守る人々がいるのである。


    　いや。その人々は、夫婦の身を案じているのではない。夫婦の次に武者たちの目が向けられるのは、自分ではないかと、心配し、震ふるえあがっているのである。


    （同じだ）


    　幾度も鳶とび丸まるが目にしてきたこの光景。誰も助けてはくれない。誰も自分の身が可愛かわいいのだ。


    （そう。父ちゃんと母ちゃんが死んだあの時も……）


    　再び、甲かん高だかい悲鳴が上がった。


    　木に吊つるされた農婦が、脂汗を掻かき、喚わめいている。激しい陣痛が襲おそってきたのだろう。


    「ほらほらぁ。早くしないと子供生まれちゃうんじゃないのぉ？」


    「勘忍してください！　本当にないんです！　お願いです！」


    　そんな農夫と武者の無為なやりとりが、延々と行われた。その間、絶え間なく女は、絶叫を上げ続けている。


    　ぼきり。


    　鈍い音がし、女を吊るす木の枝が折れた。悶もだえ苦しむ女の動きに枝がもたなかったのであろう。落下し、地面に叩たたきつけられた女は、そのまま失神し、ぐったりとしてしまっている。


    「ああっ！」


    　農夫は倒れる女に駆け寄る。


    「あらら。ほぉら。言わんこっちゃない。知ぃーらないっと」


    　農夫の肩がわなわなと怒りに震えはじめる。


    「よくもぉっ！」


    　痩やせた身体からだのどこにそれほどの力が備わっていたのか、農夫は、ものすごい剣幕で、目の前の武者に跳びかかってゆく。武者は、すかさず刀を抜き放ち、農夫を一刀のもとに斬きり捨てた。枯れ枝のような肢し体たいが、くるくる回って、大地に崩れ落ちる。


    　武者らは、辺りの農家を見回した。僅わずかに開いていた農家の戸が一斉にぴしゃりと閉まる。


    「みなさーん。見てたでしょ。年ねん貢ぐ出さないと、こうなっちゃうよぉ。早く出しなさぁーい」


    　武者が猫なで声で、そう呼ばわるが、農家は、しん、として答えない。武者たちは、顔を見合わせ、わざとらしく溜ため息いきを吐つく。


    「あぁーあ。そう。そういう態度に出ちゃうんだぁ。じゃ。また適当に苛いじめちゃおっかなぁ」


    「どっれっにっしっよっおっかっなっ、と」


    　武者は、農家を一つずつ指差していく。武者のぶっとい指が、一つの農家で止まった。


    「あそこだぁ！　そぉれ行っけぇ！」


    　どすどすと、農家へと殺到する武者ども。


    　その武者らの前に小さな影が立ち塞ふさがった。


    「もうやめろ！」


    　可か憐れんな声で叫んだのは、年の頃十ばかりの童わらべであった。薄汚い身なりのその童は、どこぞの農家から飛び出してきたのであろう。反抗的な瞳で、自分の倍以上ある武者たちを睨にらみつける。


    「なぁんだこの餓が鬼きゃぁ？」


    「ねえ僕ぅ。邪魔するのぉ？　駄目だよぉ。知らないのぉ？　侍様の邪魔しちゃ駄目なんだよぉ？」


    　威圧的な武者たちの態度に、少年は、足を震ふるわせながらも、そこをどこうとはしない。


    「何が侍様だ！　いばり散らすばかりで、俺たちのために何もしてくれやしないじゃないかっ！　そんな奴らに渡す米なんて一粒だってないんだ！」


    　少年の必死の訴えも、この悪党どもには毛ほども通じぬらしい。武者たちは、[image: ]あざ笑わらった。


    「うへへ。あーあ。可哀かわい想そう。こんなちっちゃい子なのに死んじゃうんだぁ」


    「拙せつ者しやも心が痛むでござるよぉ。うきき」


    　そんなことを抜かしながら、武者たちが刀を引っこ抜く。


    　ぬめぬめとした白刃の輝きに、少年は、びくりとする。だが、ごくりと一つ唾つばを呑のみこむと、己おのれを奮い立たせるように、さらに強く武者を睨みつけた。


    　鳶とび丸まるは、目を背そむける。


    （あれは、おいらだ）


    　そんな思いが鳶丸の脳裏を駆け抜けた。


    （あの日、父ちゃんと母ちゃんを侍に殺された日のおいらだ。誰も助けてくれなかった。みんな見て見ぬふりをした。人間なんてどうせそんなもんだ！　人間なんて大嫌いだ！）


    　怒りと悲しみと嫌悪感が、鳶丸の内より湧わき上がり、掌てのひらが痙けい攣れんしたように震えた。


    （……でも）


    　そう思う鳶丸も、また動かなかった。


    　村の外に晒さらされた弾だん正じように背いた者の末路が頭をよぎる。


    　誰か、あの少年を助けてやればいい。だが、それは、自分でない誰か。そんな誰かに自分は、なりたくない。鳶丸もまた、鳶丸の嫌う人間と同じなのだ。人まかせで、自分の身だけが大事。そんな大嫌いな人間と同じなのだ。


    （大嫌いだ！　大嫌いだ！　人もおいらも、大嫌いだ！　大嫌いだ！　大嫌いだ！）


    　ふいに、その掌に、触れるものがあった。


    　はっ、として見れば、それは王子の手であった。王子は、真剣な眼まな差ざしを鳶丸に向けている。


    「鳶丸。光があれば人は起たちます」


    　そう一言告げると、王子は、なんの迷いもなく、すっくと立ち上がった。


    　その堂々たる態度に、今度は、寂じやく邨そんも止めることができない。


    「悪行は、おやめなさい！」


    　颯さつ爽そうとしてそう叫ぶ、王子の凜りんとした立ち姿。


    　今まさに少年を斬きり殺さんとしていた武者たちの視線が、一斉に王子へと集中する。


    「なんだぁ貴様ぁはぁ？」


    　王子は、己おのれの身を隠す合かつ羽ぱに手を掛ける。


    「私か？　私は」


    　合羽と深ふか編あみ笠がさとを投げ捨てる。一陣の強い風が吹き、それらは、遥はるか彼方へと飛んでいく。


    「私は、王子だ！」


    　薄汚い合羽の下から出現した光を放つような王子の美形に、武者たちは眩まばゆさを覚え、顔を背そむける。光よりも強力な美しさの目つぶし。


    　次の瞬間。王子は、流星のごとく疾しつ駆くしていた。


    　ヴォン！


    　王子の手元が閃ひらめく。一文字の光線が横に奔はしった。


    「なんだこいつ！　やっちまえ！」


    　叫んで、刀を振り上げる武者たち。だが、その振り上げた刀を持つ手首が、ばらばらと落ちた。王子の抜き打ちが、いっぺんに、武者五人の手首を切断していたのだ。


    「うぎゃああああ！　いで！　いでえよぉ！」


    「でっ、ででででっ、手ぇ、落っことしぢっだぁぁぁ！」


    　のた打ち回る武者どもを尻目に、王子は、呆ぼう然ぜんとする少年に歩み寄る。


    　王子は、屈かがみこむと、少年の頭を撫なでた。


    「いい目をしています。その瞳の光は、必ずや無む明みようの闇やみを照らすでしょう」


    　温かい笑みを少年に送ると、王子は、刀の切きっ先さきを天へと向けた。


    　その瞬間、陰いん鬱うつに天を覆おおっていた雲に切れ間が生じる。そこから、線を引いて陽光が差し込み、王子へと降り注いだ。さながら王子の剣が、曇天を衝ついて穴を開けたかのように。


    「見よ！　少年の義の心は、光をもたらしたぞ。起たて！　愛を信じる心があるならば！」


    　王子の涼やかな大音声は、春風のごとく村じゅうへと響き渡った。


    　その光り輝く春風は、村を瘴しよう気きのごとく覆い尽くしていた死臭を霧散させ、家々の戸の隙すき間まより、屋内に侵入し、怯おびえ隠れる村人たちへと、鮮烈に吹きつける。


    　堅く閉ざされていた農家の戸が、一つ、また一つと開いてゆく。


    　神聖な光に誘われて農民たちが、ぞろぞろと屋外へと[image: ]はい出してきた。


    　そして農民たちは、目にする。


    　村の中央の広場に立つ、眩いばかりの美び貌ぼうの王子を。純白の合羽を風に靡なびかせる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの勇姿。陽光に照らされ、一剣を掲げるその姿に人々は、勇者を、救世主を、仏を、神を見た。


    　淀よどみ濁っていた村人たちの瞳にみるみる希望の火が灯ともってゆく。


    　彼らは、取り戻したのだ。従属し、搾さく取しゆされる日々の中、いつしか失っていた愛の心を。


    　広場へと集合した数十人の村人たちは、いつの間にか王子に向かい手を合わせ、跪ひざまずいていた。そのことごとくが瞳に熱い涙を湛たたえている。


    　無ぶ粋すいな武者どもが、状況を理解できずに喚わめきはじめた。


    「なっなっ。なばっ。なんだぁ。ごりゃぁ！」


    「ぬっ、主ゃぁ！　農民どもに何しぎゃったぁ！」


    「じじじっ……人心を惑わす怪しい奴ぅぅむぅ！」


    　手首を斬きり落とされていない武者が、槍やりを手にし、騎馬に跨またがった。


    「なんだかわかんねぇが！　ぶっ殺しちまえぇ！」


    　槍先を王子に向け、突撃を開始する。


    　きっ、と騎馬武者に視線を向ける王子。切れ長の瞳が、蒼あおく輝く。


    　武者を乗せていた馬たちが、急停止した。慣性の法則に抗あらがいきれず、武者たちは、馬上より投げ出され、腕を落とされ呻うめいている仲間の上に落下する。


    「ぐえっ！」


    「ぴぎゃっ！」


    　馬たちは、ゆっくりと王子に近づくと、鼻先を王子の胸にすり寄せた。王子は、その鼻づらを優しく撫なでてやる。悪あく辣らつ非ひ道どうの武者たちより、馬たちのほうが純粋だったのだ。王子の神聖さに気づき、汚らわしい武者に従うことを拒否したのであろう。


    「ちっくしょう。このたわけ馬めぇ」


    　投げ落とされた武者たちが、憎々しげに立ち上がる。ささっ、と敏びん捷しように動くと、王子を取り囲み、腰のものを抜く。
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    「八っつ裂ざっきにしってやっるぅ！」


    　そう吼ほえた武者の額ひたいに礫つぶてが飛んできた。


    「あだっ！」


    　農民の一人が、石を投げたのだ。


    「てんめぇ！　こんなことして……あでっ！」


    　別の農民が石を投げた。農民たちは、次々と石を掴つかみ、武者に向けて石を投げる。


    「いでっ！」


    「やめっ！　やめめっ！　ぶっ！」


    　農民たちの目は、勇気と怒りにぎらぎらと輝いている。農民たちは、怒っていた。


    　今までの非道な仕打ちもある。だが、それ以上に、今、目の前に現れた神聖な人物に対して、武者たちの吐いた、口汚い暴言の数々に怒っていたのである。


    　さすがの武者たちも農民たちの迫力に気おされて、後退しはじめた。


    　その様子を呆ぼう然ぜんと眺めていた鳶とび丸まるに、王子は面おもてを向ける。


    　王子の顔には、穏やかな微ほほ笑えみが広がっていた。


    　──鳶丸。光があれば人は起たちます。


    　王子の言葉が、鳶丸の脳裏に蘇よみがえってきた。


    



    五


    「ちっくしょう！　弾だん正じよう様に言いつけてやるんだもんねぇー！」


    　石礫の猛攻の中、ついに武者たちは堪たまらなくなり、敗走を開始した。手首を失った武者たちも転げるように駆けてゆく。


    「よいのですかな。討っておかねば、貴方あなた様の存在が真ま壁かべ弾正に知れましょうぞ」


    　王子に囁ささやいたのは、寂じやく邨そん坊であった。


    「そうなれば、貴方様は、否いやが応おうでも真壁弾正と戦うことに相成りますぞ」


    「構いません」


    　王子は、決然と宣言した。


    「己おのれの内にある義の心を偽いつわることはできません」


    　それを聞き、寂邨は、呵か々かと大たい笑しようする。


    「王子様は、天魔にあらず。では、この愚僧めも腹を決めますわい」


    　そう言って、寂邨が、さっと手を挙げる。


    　と、敗走する武者たちが、唐突にばたばたと倒れた。


    　見れば、武者たちの頭に重々しい鋼鉄の鎖がめり込んでいる。どこからか飛来してきたこの鎖によって武者たちは、頭ず蓋がいを割られ、即死していたのであった。


    　鋼鉄の鎖といえば寂じやく邨そん坊のシンボルマーク。だが、寂邨坊が鎖を投げた様子はない。では、何者が、投げたのか？


    「あちらを」


    　寂邨が、民家の裏の禿はげ山やまを指差した。


    　おお。いつの間に現れたのか、そこに、黒衣の一団がずらりと並んでいた。


    　およそ五十人ほどの僧形の集団。僧侶の格好をしてはいるが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巌いわおのごとき体たい躯く、仁に王おうを思わせる厳いかめしい面構えは、いずれも尋常の僧とは思えない。まるで金剛力士の群れである。そんな連中が殊しゆ勝しようげに、手を合わせ、王子に向かい、入道頭をぺこりと下げた。


    　その首には、寂邨坊同様、ごつい鎖を数珠じゆずのように下げている。武者へ鎖を放ったのは、この一団であった。


    「あの方々は？」


    「世を儚はかなみ、出家した、かつての荒武者たちじゃ。己おのれが仕えるに相応ふさわしき主君が現れ、戦場に返り咲くのをずっと心待ちにしておっての。拙せつ僧そうの呼びかけに応じ、集結してくれた。まっ。拙僧と同じ破戒僧どもじゃよ。拙僧ともども王子様の兵として使ってくだされ」


    　いつの間に、こんな集団を集めていたのか、何とも侮あなどれぬ坊ぼう主ずである。


    　王子は、黒衣の集団に丁てい寧ねいに頭を下げた。


    「ほれ。あやつらも来ておったようですぞ」


    　そう言って寂邨が指したのは、坊主たちが現れたのとは反対に位置する丘の上。そこに帯刀した艶あでやかな少女たちがいた。言うまでもなく、蛾が彩あやを筆頭にした暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんである。


    　少女たちは、丘を子こ鹿じかの群れのごとく駆け下りてくると、王子の足元に傅かしずいた。


    「無論我らもお供致します」


    　王子は、優しげに頷うなずいた。


    「俺たちもやるぞぉ！」


    　そう叫んだのは、農民の男だった。それに呼応し、次々と農民たちが、拳を振り上げて立つ。


    「農民だってやるときゃやるってことを真ま壁かべ弾だん正じように教えてやるんだ！」


    「この村だけじゃねえ！　あんたのもとになら、この国じゅうの農民が集まってくるさ！」


    　口々に声を上げる農民たちのなんと生き生きとしていることか。未来の見えぬ絶望の淵ふちにあった彼らの眼前に久方ぶりの光が見えはじめたのだ。


    　王子は、再び、細身の刀を天に突き上げる。


    　陽光を反射して、刀身が、鏡面のごとき輝きを放った。


    　わっ、と歓声があがる。


    　今、王子の掲げた正義と愛と美の一剣のもと、農民、僧、女盗賊が一つとなったのだ。


    　熱狂する群衆の輪の外、一人、取り残されたように立つ、小さな鳶とび丸まるの姿があった。


    （王子様は、遠くに行ってしまった。もうおいらだけのものじゃなくなってしまった……）


    　鳶とび丸まるは、その広場に背を向け、とぼとぼと歩き始めた。


    



    六


    　薄暗い部屋は、おびただしい鏡で埋め尽くされていた。


    　飢き餓が城じようの天守である。


    　その心なく冷たい鏡たちは、みな、部屋の中央に座する一人の女性を映し出していた。まるで、その女性を見張り、捕らえるように……。


    　──〈姫〉。


    　その女性はこの城で、そう呼ばれていた。


    　白い西洋婦人の礼装、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの人形のように可か憐れんな乙女おとめは、小さな手鏡を覗のぞき込んでいる。


    「鏡よ。鏡。鏡さん。世界で一番美しいのは誰？」


    　今にも泣き声に変わりそうな細々とした声で、姫は、呪じゆ文もんのようにそう囁ささやき続ける。


    　鏡は、決して答えてはくれなかった。


    　姫は、この暗い部屋で、その囁きを果たして何回繰り返しただろうか。


    　百回？　千回？　万回？　それは、永えい劫ごうと思える、孤独な日々であった。


    　それでも姫は、囁き続ける。その囁きに込めた想いがたとえ届かなくても……。


    　ふいに、鏡が光を放った。今までに一度もなかったことだった。


    　姫は、手鏡に顔を寄せる。そこに一人の端たん正せいな若者の姿が映し出されていた。


    　金髪碧眼のその若者は、高々と剣を掲げ、たくさんの人々の歓声を浴びている。


    「王子様！」


    　姫の瞳に涙が浮かんだ。


    「ああっ。王子様。ようやく来てくださったのですね。ずっと、ずっとお待ち致しておりました。ああ。早くお会いしたい。王子。王子。王子様！」


    　姫は、まるでその手鏡が、若者自身であるかのように、愛いとしげに胸に抱きしめた。


    「王子様を……お呼びしましょう……」

  



  
    第五章　王子再会


    



    一


    　一ひと月つきが経たっていた。


    　蘭らん平ぺい寺じの王子のもとには、続々と農民、修行僧、野武士、浪ろう人にんたちがつどってきている。


    　農民たちは、村から村へと口くち伝づてに決起を呼びかけ、各地に潜伏する野武士集団は、蛾が彩あやが顔を利かせ、浪人たちは、寂じやく邨そん坊が独自の情報網で呼び寄せた。もっとも、真ま壁かべ弾だん正じようには決して知られてはいけない呼びかけである。それらは、徹底した秘密主義のもとに行われた。


    　王子を大将とする農民、浪人、野武士、修行僧の混成軍は、今や五百人ほどに達している。これら様々な種類の人々が一つに集まることが可能となったのは、ひとえに王子の圧倒的なカリスマ性によるのは、言うまでもない。


    　王子のもとに今この国は、一つになろうとしていたのだ。


    「……が、いつまでも我々のことが、真壁弾正の耳に入らぬはずはありませぬ。いや。すでに我々のことは真壁弾正に知れているかもしれませぬな」


    　寂邨が、黒々とした無ぶ精しよう髭ひげを弄いじりながら、そう述べた。


    　蘭平寺の本堂。時刻は、深夜である。王子、寂邨、蛾彩、野武士の頭領たちや、各村の村長など、反乱軍の代表者たちが一堂に会しての作戦会議であった。


    「向こうが動く前に、俺たちが先に動くべきだっ！」


    　そう血気盛んに述べた年若い村長の意見を、蛾彩は穏やかに制した。


    「焦あせりは、禁物だ。いかんせん数が足りぬ。いたずらに乗り込んでも無駄死となるばかり」


    「ぬう……」


    　村長は、うな垂れる。


    「数だけではないな」


    　寂邨が、口を挟む。


    「真壁弾正の使う二匹の鬼。あれは、管領軍すら撃退したのだ。まずあれをなんとかせねば」


    「お城に忍び込んで、真壁弾正を殺すことはできねえのか」


    「無理だな」


    　村長の問いを蛾彩は、即座に否定する。


    「それができれば、すでに私たち暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんがやっている。幾度も城に忍び込もうしたが、飢き餓が城じようは、岩山に作られた天然の要よう害がい。なまなかなことでは忍び込めぬ。それに、飢餓城には、妖よう怪かいが巣くっている」


    「妖怪だって？」


    「綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ」


    　その名を口にした蛾が彩あやの顔には、悍おぞましさが滲にじみ出ていた。


    「妖よう怪かい……と言ったが、実際、人とも妖怪ともつかぬ妖あやしい剣術使いだ。他国で雇った凄すご腕うでの忍びが、飢き餓が城じように忍んで、幾人も綺羅星によって討たれている。命からがら逃げ帰ってきた者もいたが、重傷を負い、あれは人ではない、と言い残して死んだそうだ」


    　鬼に妖怪。まるで真ま壁かべ弾だん正じようは、地獄の閻えん魔ま王おうではないか。自分たちは、得体の知れない存在を相手にしようとしているのだと、村長たちは改めて思い知らされた。


    「つまり、真壁弾正は、二匹の鬼、すごい数の兵、堅い城、妖怪剣士、その四つに守られているってことか……」


    　村長の一人がそう言ってうな垂れた。


    「では、その四つを三つ……あるいは二つにできればいいわけじゃな」


    　まるで簡単なことのように言った寂じやく邨そんに、一同の視線が集まった。


    「圧倒的な数の兵と言うが、その中で、真正の弾正の兵はいかほどのものか。真壁軍の武将の大半は、岐き賀が刑ぎよう部ぶ大だい輔すけ殿の家臣だったものや、他国を侵略して味方につけた者たち。兵も農民に兵役を課して賄まかなっている部分が多い。謀略で寝返らせることも可能ではないかの」


    　一同は感心して頷うなずいた。暴君である真壁弾正の下についているのである。武将たちも内心は、不満を抱いている可能性が高い。ただ、二匹の鬼の圧倒的な武力の前に屈しているだけなのだ。


    「ならば謀略を用いて飢餓城の内部から反乱を起こさせることも可能じゃな。天然の要よう害がい、飢餓城もそれで落とせるかもしれぬ」


    「しかし、二匹の鬼はどうするんです？　前に真壁の戦いくさを目にしましたが、あの二匹の鬼だけで十分怖い。あの鬼どもがいたんじゃ、武将たちも反乱はできないんじゃあ……」


    　そう不安を口にしたのは、韮にら崎さき河岸に近い村の村長であった。


    「ふむ。それよ」


    　寂邨は、腕を組んで考え込む。


    「では、鬼どもが、戦で出払ってる時を狙ねらってはいかがか」


    　蛾彩が瞳を光らせ、そう言った。


    「そんなにうまくいくかの？　隣国は、真壁弾正に恐れをなしておる。特に先日の管領家率いる連合軍の大敗は、決定的じゃった。おそらく隣国が、攻めてくることは、しばらくあるまい。修行僧たちの情報によれば、和睦の計画すら立てているという話も聞く」


    「だが、弾正のほうから攻めるのでは？」


    「それも不確か」


    「なぜだ？　今まで立て続けに戦を繰り返していたではないか」


    「それがしばらく止やんでいる」


    　確かにそうである。月に二度は、他国に攻め入っていた真壁軍が、ここ一か月は、それをしていない。この間の管領軍との戦いが、最後の戦いくさである。考えてみれば、これは不気味である。


    「拙せつ僧そうはこう考えておる。確信は持てぬまでも、弾だん正じようは、自国内で我ら反乱分子が動いているのを感じ取っておるのではないか？　弾正も忍びの何人かは飼っておろう。隠おん密みつ裏りに行っていたとはいえ、我らはずいぶんな人間を動かしている。どこかから情報が漏もれていたとしてもおかしくはない。弾正めもずいぶん用心深くなっておるはず」


    「つまり弾正は、私たちを鎮圧するまで不用意に他国を攻めようとせぬということか」


    「左様。むしろ、積極的に我らを狩り出す算段を立てておるやもしれん」


    「なれば。やはり我らから攻めねばならぬな」


    　蛾が彩あやが、得意げな笑みを浮かべた。


    「何か策があるのか？」


    「まあ。聞かれよ。ようは、真ま壁かべ弾正に、他国から大軍が攻めてきたと思い込ませればいい。二匹の鬼を出陣させねばならぬほどの大軍が」


    「へっ。思い込ませる？　それができれば苦労はないんだよ」


    　若い村長が棘とげのある言葉を投げたが、蛾彩は、それを一いつ蹴しゆうするように言葉を続ける。


    「それができてしまうのだ。目くらましや陽動は、我が父、笠かさ間ま守もり友ともの得意としたところ」


    　おおっ、と寂じやく邨そんが声を上げた。


    「確かに。かつて戦場で相対した笠間佐さ兵ひよう衛え殿の軍には、様々な奇策で苦戦を強いられたものじゃ。その兵法をそなたは、伝授されておるのか？」


    　蛾彩は、不敵に笑って頷うなずく。


    「父には及ばぬが、百の兵を千にも二千にも見せることはできる。五千や万に見せたことはないが、やってできぬこともない。その奇策を、地の利を知りつくした韮にら崎さきの村長殿に預ける」


    　ふいに言われて韮崎の村長は、緊張に硬くなった。だが、すぐに、その目が決意に輝き出す。


    「まかせてください。俺たち農民が、鬼どもを誘い出してやりましょう！」


    「この者たちだけに、鬼の相手をさせるというのか？」


    　寂邨は、村長の言に少々危あやういものを感じたのか、蛾彩に聞き返す。


    「なに。いいところで、撤退してかまわん。それに、少女剣士たちを村長殿につけよう」


    「そなたは、どうされる。少女剣士を率いて戦うのではないのか？」


    　寂邨の問いに、蛾彩は、しばし瞑めい目もくした。


    「私は、飢き餓が城じようの妖よう怪かい、綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱを退治してみせます。この命に代えても」


    　そう告げた顔には、強烈な決意の色が浮かんでいた。


    「命に代えても？　よいのか？　そなたが死ねば岐き賀が総領家の血は絶えるぞ」


    「あの綺羅星一羽を倒せるのは、おそらく忍術、兵術に熟達した私を置いてほかにはおらぬでしょう。所詮、笠間家が滅びた時に一度死んだ命。それに……」


    　蛾彩が、熱い視線を王子の横顔に投げた。


    「王子様さえおられれば、岐き賀が家の血がなくとも、国は治まるでしょう」


    　寂じやく邨そんは、蛾が彩あやの悲壮な決意を深い頷うなずきで呑のみ込んだ。


    「これで一応、四つの障害は、乗り越えられそうじゃな。……どうされます。王子様」


    　みなの視線が集中した先には、菩ぼ[image: ]さつ像のように柔和な笑みを湛たたえた王子がいた。その美しい座相に、一同は改めて惚ほれぼれとし、溜ため息いきを吐つく。この美び貌ぼうの反乱軍頭首は、ここまで、一度も発言をしていない。王子は、自分から何か述べるということはほとんどなかった。不思議と、ただ、韜とう晦かいとして、座しているだけでその場がまとまるのである。


    　だが、最終的な決定は、やはり総大将である王子に委ゆだねたい。


    「みなさん」


    　そう、堂々と切り出した王子の言葉に、一座の男たちは、少年のように瞳を輝かせた。一同の期待が否いやが応おうでも高まる。


    「みなさんがいろいろ知恵を絞ってくださったのはありがたいことです。ですが、真ま壁かべ弾だん正じようさんのもとには、私一人で行こうと思うのです」


    　しん、とした。


    　一瞬、王子が何を言っているのか誰も理解できずにいたのだ。


    「戦いくさになれば多くの血が流れます。だから、私一人で飢き餓が城じように行こうと思うのです。せっかくみなさんにいろいろ考えていただいたのに、申し訳ありません。ですが、ここに集まっていただいたみなさんの勇気と愛、それだけで私は、十分強い力となりました」


    　王子は、高貴な礼法で、すっ、と頭を下げる。一同は、ぽかんとしてしまった。


    「ちょっ、ちょっ、ちょっ、ちょっと待ってください王子様」


    　最初に我に返ったのは、年若い村長であった。


    「俺たちの話を聞いていたんですか？　真壁弾正は、堅い城、すごい数の兵、二匹の鬼、妖よう怪かい、そんなものに守られているんですよ。それを一人で相手するっていうんですか？」


    「はい」


    「何か策でも？」


    「いいえ」


    「いいえ、って……」


    　村長は、信じられないといった風に首を振る。


    「王子様！」


    　がばっ、と蛾彩が王子の前に頭を下げる。


    「我らのことを案ずる必要はありません！　我らは、この国のために命を捨てる覚悟！」


    「蛾彩さん。命を捨てるなどと簡単に口にしてはいけませんよ。私は、みなさんの誰ひとりとして失いたくはないのです」


    「そんな……」


    　蛾が彩あやは、困惑して青ざめた。


    「お一人で飢き餓が城じように行くなどお許しできかねますな」


    　厳しい口調でそう言ったのは寂じやく邨そんであった。


    「我らが今ひとつになっているのは、王子様の威い光こうあってのこと。王子様がお亡くなりになれば、我々は、統率を欠いた烏合の衆に過ぎませぬ。今申した諸々の作戦も瓦が解かいするでしょう。それでも行かれるか？」


    「はい」


    　王子の返答は、清すが々すがしいほどきっぱりしていた。さすがの寂邨も言葉をなくす。


    「私は、何も真ま壁かべ弾だん正じようさんと戦いに行くのではありません。話し合いに行くのです。弾正さんも人の子です。話してわからぬということはないでしょう」


    「あの鬼畜生の弾正が、大人しく話など聞くものですか！　無謀だ！　無謀すぎ……」


    「それに」


    　王子が、年若い村長の言葉を遮さえぎった。


    「鬼き道どう戦せん鬼きは、この星の人間にどうこうできる相手ではありません」


    　一貫して穏やかだった王子の口調に、その時だけは、強い怒りのようなものが感じられた。


    



    二


    　蘭らん平ぺい寺じ本堂にて反乱軍の軍議が行われている間、鳶とび丸まるは、すぐ外の石段に腰掛けて一人夜空を見上げていた。


    　各村の村長や野武士の頭領たちが集まる中、鳶丸は完全に蚊か帳やの外である。


    　鳶丸は、王子を頭首に祀まつり上げての真壁弾正への反乱なんてはじめから反対だった。真壁弾正が倒されたところで一人、村から離れて暮らす鳶丸には、なんの関係もないことである。いつも通り、竹を切り、加工して売りに行くだけだ。


    （勝手にやってればいい）


    　それが鳶丸の意見である。


    　だが、それでもこの寺に毎日王子の顔を見に来るのは、未練といえる。もっとも、見に来たところで、大勢の人たちに囲まれている王子に近づくことはできなかったが。


    　王子は、もうすっかり鳶丸の手の届かないところに行ってしまったのだ。


    　──鳶丸。光があれば人は起たちます。


    　そう言った王子の言葉が心に残っている。


    　王子の言葉通り、今までただ唯い々い諾だく々だくと真壁弾正のなすがままにされていた人々が、王子という光のもと、自分から動き出した。


    （だけど、どうせ王子様が来なかったら何もしなかったんだろ）


    　そう思う鳶丸の心に、記憶の中の王子は、すぐに反論する。


    　──悪とはおおよそ隠れた場所で行われます。そして人は、隠れている物を真実と思いがちです。たとえ、貧しく餓うえている時に、心が荒すさんでいようとも、満たされれば、人はまた、真実の良心を取り戻してくれるものなのだと。それもまた、真実なのだと。


    　ならば、王子によって満たされても、ただ一人、未いまだ自分のことばかり考えている鳶とび丸まるは、もともと真実の良心を持っていなかったということだろうか？


    　一人で生きていくことを心に誓ったはずの鳶丸の心に言いようのない孤独感が満ちてくる。


    （自分は、この広い世の中でたった一人だ）


    　鳶丸は、膝ひざをぎゅっと抱かかえ、その間に顔を埋うずめた。


    （広い世の中か……。おいらは、王子様と二人で旅に出る約束をしたっけ）


    　それが、なんだかずいぶんと昔のことのように思えてしまう。鳶丸の夢想した旅の日々は、遥はるか記憶の彼方に消えていこうとしていた。


    「鳶丸」


    　その鳶丸の背中に素敵な声がかかった。今一番聞きたかった人の声。


    「王子……」


    　振り返ると、懐なつかしい王子の笑顔がそこにあった。なんだか涙が零こぼれてきそうだった。


    「鳶丸。来ていたのでしたら、中に入ってくればよかったのに」


    「ふん。中では偉い人たちと会議中だっただろ」


    　鳶丸の声は、いじけたようになっている。本当は、そんな嫌いやな声は出したくないのに。


    「もう。会議は終わりましたよ」


    「ふーん」


    　鳶丸は、全然、興味がない、と言った風に顔を背そむける。


    　鳶丸のつれない態度には構わず、王子は、鳶丸の隣に腰を降ろす。温かい王子の体温が、一寸ほどの間を隔へだてて伝わってくる。


    「困ったものです。みなの心に勇気が帰ってきてくれたのは嬉うれしいのですが、今度は自分から命を捨てようとしています。できることならば、その勇気を生きることに使ってほしい」


    「あっそ」


    　つまらなそうに言ったが、内心、鳶丸は身み悶もだえていた。


    （せっかくお話しできるのに、どうしておいらは、こんな嫌な態度をしてしまうんだろう！）


    　ふっ、と王子が微ほほ笑えむ。


    「鳶丸。私は死ぬかもしれませんよ」


    「えっ！」


    　唐突に発せられた不吉な言葉に、鳶丸は我が耳を疑った。


    「私もみなさんと同じですね。命を捨てたがっている。ですが、私は決めたのです。ここに集まった五百人。一人も死なせる気はありません」


    　あっさりとした、だがそれゆえに断固たる決意を感じさせる一言であった。


    　なんだかその言葉は、別れの言葉のような気がした。


    「な、ななな……なんで王子様が、あいつらのために死ななきゃならないんだよ」


    　鳶とび丸まるの声は、震ふるえている。混乱していたのだ。


    　王子は、王子のもとに集まった者たちのために命を捨てると言っている。


    　──愛する王子様が、あんなやつらのために……？


    　なんとしてでも止めなければならない。だが、どうしていいのかわからない。


    「ど、どうして、そこまでしてやるんだよ。王子様が死んじゃったら姫に会うこともできなくなるじゃないか。そんなにあいつらが大事なのかよ」


    　王子は、鳶丸の焦あせりを宥なだめるように微ほほ笑えむ。だが、そんな微笑みでは、今の鳶丸の心は、落ち着くことができない。


    「あの方々は、私の光ですから」


    「光だって？」


    「はい。人の内にある光。人を起たたせ、愛させる、もっとも美しく尊とうといもの……」


    「もっとも尊い？　あいつらが……」


    　鳶丸の身が戦慄わなないた。


    （あいつらが光？　だから王子様は、命を捨ててでも起つっていうの？　そんなに、あいつらは、王子様にとって大切な存在になっていたっていうの？　そこまで、あいつらと王子様の間には、深い絆きずなができているっていうの？　じゃあ……おいらは……？）


    　鳶丸の心が、深い孤独感に覆おおわれていく。そんな鳶丸に追い打ちをかけるように王子が言葉を発した。


    「はい。彼らは、私のかけがえのない光です」


    　目の前が真っ暗になるような感覚を覚えた。


    　鳶丸は、心のどこかで王子がこの国に来て出会った者たちの中で、一番自分が王子と深く繫つながっていると思い込んでいた。今、王子とあまり会えなくなってしまっていても、それは変わらないと思っていた。だが、それは自惚うぬぼれだった。


    　王子を起たせるほどの光。寂じやく邨そんや蛾が彩あや、王子のもとに集まった連中は、もう鳶丸が入り込む余地のないほど、王子と近しくなっていたのだ。


    　暗黒に染まった鳶丸の心に禍まが々まがしい思いが湧わき上がってくる。


    「あんなやつら……」


    　鳶丸は、戦慄く身体からだで、内面の闇やみを迸ほとばしらせた。


    「あんなやつら死んじまえばいいんだっっ！」


    　沈黙。


    　はっ、として鳶丸は、王子の顔を見る。


    　王子の顔からは、表情が消えていた。ひどく冷たい無表情だった。


    「鳶とび丸まる。そんなことを言ってはいけない」


    　声にもまた表情がなかった。鳶丸の内に強い後悔が生まれてくる。


    （おいら……おいら……、なんてことを言ってしまったんだ）


    　王子にとっての光に、死んでしまえ、なんてことを言ってしまった。この無表情な王子の顔に、いつも鳶丸に向けてくれていた微ほほ笑えみは、二度と戻ってこないような気がした。


    （もう……もう王子様とおいらは……）


    　鳶丸がまだ何を言うかも定まらぬままに、言葉を発しようとした時である。


    「もし」


    　ふいに、細い声が石段横の林の中から聞こえてきた。


    　見れば、木々の間に一人の女がいた。打うち掛かけを纏まとったその姿は、武家に奉公する侍女のようである。長い道中をその打掛姿でやってきたのか、衣服が土つち埃ぼこりでよごれている。おどおどとして、石段まで出てくるのを躊躇ためらっている様子。


    　奇しくも、その女の出現は、鳶丸と王子の間に生じた気まずい雰囲気を逸そらすこととなった。


    「王子様であらせますか？」


    　女が言った。


    「そうですが。貴女あなたは？」


    　王子の問いかけに女は、こう答えた。


    「姫様の御使いで参りました」


    　王子の顔に微かすかに不審げな色が刷はかれる。


    「姫の？」


    「はい」


    「姫とは……、本当に姫ですか？」


    　僅わずかに疑わしさが籠こもった王子の声色に、女は、必死の訴えを始める。


    「はい。確かに姫様にございます。真ま壁かべ弾だん正じよう忠のすけ様のお城におわす姫様です」


    「姫は、どうしているのです？」


    　その問いに女は、目頭を押さえた。


    「殿によって一歩も外出を許されず、まるで囚とらわれ人のよう。日毎、夜毎、鏡に愛いとしい人の名を……王子様のことを呼びかける日々。私は、見ていて不ふ憫びんで不憫でなりませぬ」


    　王子は、細い顎あごに長い指をやり、何事か考え込んだ。女は、言葉を続ける。


    「ですが、姫は、王子様らしき方が、蘭らん平ぺい寺じで、民の病やまいを治しているのだと耳にし、初めて笑顔を見せられました。どうしてもお[image: ]あいしたいと申しております。どうか御同行ください」


    　女は、頭を下げた。


    「今から？　飢き餓が城じようの中にいる姫に会えるの？」


    　鳶とび丸まるは、その話をいぶかしく思った。囚とらわれている姫とどうやって会うというのか。


    「実は、これは内密のことなのですが、飢き餓が城じようには、もしもの場合の抜け穴がございます。お姫様は、その抜け穴を通って、城のすぐ側の森に出てこられることになっております。そこでお[image: ]あいしたいと」


    「そんな抜け穴を知っているなら、どうして捕まったままでいるんだよ」


    　さらなる鳶丸の問いに、女は、また目頭を押さえ、そそと涙した。


    「この乱れた世に、女の身で一人、城を出ることがどうしてできましょう。たとえ出たとして、長く姫様の姿が見えなくなれば、必ずや殿は、追手を放ち、八方手を尽くしてでも姫様を連れ戻すに違いありません。今回、森まで出てくるのもたいへん勇気のいることなのですよ」


    　その説明を受けても、まだ鳶丸は、納得がいかない。だが、王子は、了解したようだった。


    「わかりました。行きましょう」


    　王子の言葉に、女は、ぱっと顔を明るくした。


    「まことですか！　姫様も喜ばれるでしょう。では、善は急げと申します」


    　さっそく王子を先導して進もうとする女。ちらりと、鳶丸を見て、


    「申し訳ありません。姫様は、王子様とお二人だけでお[image: ]いしたいと申しております」


    　言われずとも、鳶丸は、王子についていく気にはなれなかった。


    　先ほど王子の見せた冷たい無表情が、まだ鳶丸の中に残っている。王子は、あれから一度も鳶丸の顔を見てはくれない。なんだか拒絶されているような気がしたのだ。


    　林の向こうへと遠ざかっていく二人の背中を、鳶丸は、立ち尽くしたまま見送ることとなった。


    （王子が、あんなに愛する姫ってどんな人なんだろう）


    　ぼんやりとそんなことを考えた。考えはじめると、何やら胸が騒いでくる。この期ごに及んで、姫に対して醜みにくい嫉しつ妬と心を抱きはじめているというのだろうか。


    　気がつけば、鳶丸は、林の先に消えた二人の後を追っていた。


    



    三


    　王子と姫の使いだという女の姿がようやく見える距離を保ちながら、鳶丸は後をつけていた。


    　やはり向かうのは、飢餓城の方角である。飢餓城の側の森というと、なんとなくどの辺りかは、見当がついていた。考えてみれば、確かに、城への抜け穴がありそうな鬱うつ蒼そうとした森がある。そこまでだと、徒歩なら急いで二刻（約四時間）といったところだろう。


    　やがて目的の森が見えてきた。すぐ近くに、三日月を背にした飢餓城の、禍まが々まがしい姿が望まれる。針はり鼠ねずみのようなその城の所々には、篝かがり火びがぽつぽつと焚たかれ、無数の紅い瞳を持つ怪物のように見えた。


    　先を行く二人は、森に分け入っていく。鳶丸も後に続いた。


    　森の中は、ほとんど先の見通せない闇やみだったが、飢き餓が城じようからの見張りの目を気にしてか、明かりを灯ともすことはしない。闇と生い茂った木々のおかげで、鳶とび丸まるは、二人のだいぶ近くまで接近することができた。


    　やがて、森のおよそ中心と思われる場所に出る。そこは、木々が途切れ、野花の生い茂ったちょっとした広場になっていた。


    　王子たちは、広場に出ていったが、鳶丸は見つかってしまうことを恐れ、藪やぶの陰に身を隠す。


    　広場の真ん中に、駕か籠ごが一つ、ぽつねんと月光に照らされてあった。


    「姫様は、あの中におわします」


    　そう言うと、女は、二人の[image: ]あい引きの邪魔をせぬ気遣いか、その場を離れた。この近くにあると思われる抜け穴から城内に戻ったのかもしれない。


    　王子は、ゆっくりと駕籠へと歩み寄る。


    　鳶丸の胸が高鳴った。王子が求めてやまなかった姫がいる。あの小さな駕籠の中に……！


    「姫」


    　王子が呼びかけた。


    　しばし、沈黙。


    「王子様ですか？」


    　返答があった。まるで玉を転がすような可か憐れんで美しい声だった。


    「本当に王子様なのですか？　ずっと、ずっとお待ち致しておりました。信じておりましたよ。きっと迎えに来てくださると……」


    　なんと愛いとしげで、耳に心地のいい声だろう。不思議なことに、その声を聞くだけで、鳶丸の内にあった嫉しつ妬と心が和やわらいでゆくのである。


    　だが、王子は、なぜかその姫の問いかけに答えなかった。


    　ただ、出会ってしまうことを惜しむように、黙してそこに立ち尽くしているのである。


    　やがて、駕籠の御み簾すが内側より静かに持ち上げられた。


    　駕籠の中より輝きが漏もれ出てくる。そこには、銀河が潜ひそんでいたのだ。


    　比ひ喩ゆである。だが、それほど、駕籠の中より現れた人物の美び貌ぼうは、圧倒的であった。


    　王子と同じ金髪。陶磁器のような純白の肌。全身を覆おおう見たこともない異国の純白の礼装。宝石を思わせる大きくて蒼あおい瞳。白鳥のごとき長く細い首。花弁のような赤く可憐な唇くちびる。


    　たとえ幾千の黄金、幾万の宝玉を集めても、この女性の美しさには及びもつかないであろう。


    　鳶丸は、輝くようなその姿に我を忘れて見み惚とれてしまった。


    　姫。まさに姫であった。姫という言葉がこれほど相応ふさわしい人物がほかにあるだろうか。王子が恋い焦こがれる人物として、これほど適切な人物がほかにいるであろうか！


    　姫は、それだけで聖人すらも恋に落ちそうな微ほほ笑えみを浮かべ、王子へと近づいてゆく。


    「ああ。やはり王子様。忘れもしない。愛しい愛しい王子様……」


    　姫の細く長い手が王子の頬ほおに伸びる。


    　鳶とび丸まるは、思い出していた。かつて王子と鳶丸が初めて出会ったあの時、王子は、鳶丸に口づけをした。この二人は、これからあれを行うのだ。


    　本物の姫と、甘く深い愛に満ちた口づけを……！


    　王子が閉ざしていたその口をようやく開いた。


    　果たしてどれほど熱い愛の言葉が交かわされるのだろう。鳶丸の心と身体からだが、熱を帯びはじめる。


    　が、次に発せられた王子の言葉で、鳶丸の熱は一気に氷結した。


    「貴女あなた。姫ではありませんね」


    　時が止まったような静寂が訪れた。


    　姫が、その表情を停止させている。鳶丸もまた停止していた。


    　王子の言葉は、恐ろしいほど冷たく、怒りと憎悪に満ちていた。


    「〈魔女〉ですね」


    



    四


    　止まっていた時間は、うっうっうっ、という嗚お咽えつの声で動きはじめた。


    　嗚咽を上げていたのは、姫だった。大きな瞳にみるみるうちに涙が湧わき上がってくる。


    　やがて、嗚咽は、大きくなっていき、姫の全身を震ふるわせるほどになる。いつしかそれは、激しい慟どう哭こくへと変わっていった。


    「あぁぁぁーん！　あぁぁぁぁーん！」


    　まるで赤子のように顔を歪ゆがめ、甲かん高だかく耳みみ障ざわりな声で泣きじゃくる姫。


    　その姫の姿に王子は、一片の同情すら抱いた様子もなく冷やかな視線を送る。


    「あああぁぁぁぁーん！　王子様！　なんてつれない態度！　やっとお[image: ]あいできたのに、なんて哀れな私！　こんなにお慕したいしているのにぃ！　こんなに愛しているのにぃ！　こんなにお待ちしていたのにぃぃぃー！　哀れ！　なんて哀れな私ぃぃぃ！　だけど……」


    　ぴたりと姫が泣きやんだ。


    「そんな私が、だぁぁい好き」


    　その顔に広がった嫌いやらしく邪よこしまな笑み。まるで先ほどとは別の人物のような豹ひよう変へんぶり。


    （これが姫？　どういうこと？）


    　鳶丸は、困惑した。


    　王子は、姫から距離を取る。


    「銀ぎん河が七なな魔ま女じよの一人〈遊ゆう星せいの自じ虐ぎやく者しや〉……。なぜこの星に鬼き道どう戦せん鬼きがいるのか疑問でしたが、やはり貴女が召しよう喚かんしていたのですね。本物の姫はいったいどこにいるのです」


    「姫ぇ？　知らなぁい。確かにぃ、私はぁ、姫を追ってぇ、この星に来たんだけどぉ、見つけられないしぃ、途中で捜さがすの飽きちゃったのよねぇ。それよりもこの星が超好きになっちゃってぇ。私が、この星の姫になっちゃおっかなぁ……なぁんて」


    　王子の顔に強い怒りが広がる。


    「魔女め！　そんなことが許されると思っているのですか！　恥を知りなさい！」


    「ああぁん。いいっ！　もっと私を罵ば倒とうしてぇ。もっと私を憎んでぇ。愛する人に罵倒される。なんて哀れな私。自らの犯した罪で、愛する人に憎まれる。ああん。哀れ！　超悲劇ぃぃ！」


    　恍こう惚こつの表情を浮かべ、己おのれの胸を淫いん乱らんに揉もみしだく。


    　この辺りで、ようやく鳶とび丸まるも理解してきた。この女性は、王子の捜し求めていた〈姫〉などではなかったのである。


    　──〈魔女〉。


    　いつだったか王子が言っていた。奪い、破壊し、歪ゆがめ、惑まどわす。決して許してはならぬ、禍まが々まがしい闇やみの者ども。


    （それが、こいつ……）


    　鳶丸は、恐ろしさに、薄うすら寒さを覚えた。何が恐ろしいか。それは、闇の化身と王子から聞いていた魔女が、こんなにも美しいという事実である。醜みにくい老ろう婆ばや悍おぞましい魔物の姿をしていたならば、ここまで恐怖を感じなかったであろう。邪悪な者がこんなにも美しい姿で存在しているということに鳶丸は、言い知れぬ恐ろしさを感じていたのである。

  


  [image: ]



  
    　魔女が、優雅な動作で、ふふふ、と笑う。


    「そう。私、悲劇の姫になりたいの。哀れで可哀かわい想そうな姫にぃ。私の愛したものは、みんな不幸になる。それって最高に悲劇じゃなぁい？　だぁかぁらぁ」


    　魔女は、邪悪に口元を歪ゆがませた。


    「大好きなこの星にも不幸になってもらわなくっちゃねぇ」


    　魔女は、うふふ、と笑おうとして、「あ。違う。悲劇悲劇」とか口にし、うっうっうっ、と泣き直した。


    「姫の星を滅ぼしたのも、そんな理由ですか」


    「違う違う。それに、姫の星は、滅びてないでしょ。ただ、王朝が滅びただけ。あの星の将軍様が、クーデター起こして国乗っ取りたいっていうから、私たち七なな魔ま女じよが力を貸してあげたのよ。でも将軍様ったら人使い荒いわぁ。亡命した姫を追って殺害しろってまで言うんだもん。王室の血は、完かん膚ぷなきまでに潰つぶしたいのねぇ」


    　魔女は、妖よう艶えんな瞳を王子に投げた。


    「王子様もご苦労様。許嫁いいなずけだったからって滅びた国の姫を追っかけてこんな辺境の星まで来ちゃってさ。もう結婚したところで、惑星間和平になんてならないわよ。愛ねぇ。妬やけちゃうわぁ。私、前に王子様を一ひと目め見た時から好きだったのよぉ。ねえ。私とくっついてみない？」


    「私が汚けがらわしい魔女などを相手にするとお思いですか」


    　王子の言葉に、魔女は、一瞬、目を丸くする。その後、また嗚お咽えつを上げはじめた。


    「うっ、うっ、うっ。ひどい。いくらなんでも恋する乙女おとめに、そんな言葉……ひどすぎる。でもいいわぁ。もっと罵ば倒とうして。愛する人に、憎まれるなんて哀れ。私、悲劇の姫ぇ。でも……」


    　魔女の巨大な瞳が怪猫のごとく輝いた。


    「愛する人が死んじゃったらもっと悲劇よねぇ！」


    　魔女が、両手を広げる。


    「鏡よ、鏡。鏡さん。世界で一番美しいのはだぁれ！」


    　呪じゆするがごときその言葉とともに、魔女の背後の空間に無数の輝く円形が出現する。


    　それは、おびただしい鏡であった。


    　石鏡、銅鏡、硝子ガラス鏡、凸とつ面めん鏡、凹おう面めん鏡、手鏡、壁鏡、立鏡、化粧鏡……。


    　浮遊しながら、攻撃的に王子の顔一つを映し出す。


    「アンタレス忍法〈空くう間かん湾わん曲きよく魔ま鏡きよう〉。光の国の王族の容よう貌ぼうは、それ自体が、超粒子美び気きエネルギーの発生源。この辺りの星系の生物には、目に毒ね。みんな王子様に惚ほれちゃうわけだぁ。この空間湾曲魔鏡は、普通の鏡とはわけが違うわよ。美気エネルギーを数百倍の攻撃エネルギーに変換させ反射するの。さあ！　自分の美び貌ぼうに酔いしれちゃいなさい！」


    　鏡たちが、一斉に飛行し、王子を取り囲んだ。鏡らは、強い光を放つ。砂漠の太陽光にも似た激しい熱線を王子に向け、八方より掃射する。


    「ぐあっ！　美しい！」


    　王子の美貌を攻撃的な力に変換した魔光線は、王子の精神と肉体を焼く。王子が、秀しゆう麗れいな顔を苦痛に歪ゆがめた。


    　王子の衣服より、ぶすぶすと煙が上がる。王子は、苦痛を訴える身体からだに鞭むち打うって、高く跳躍し、鏡の包囲から逃のがれ出た。悶もだえつつ駆ける王子を鏡たちが、猛烈な速度で追尾してゆく。


    「あら。そのマント、小型バリアの発生装置だったのね。普通だったら一瞬で消し炭よ。でも、そんな簡易的なバリアいつまでもつかしら」


    　王子は、駆けるのを止やめ、息も荒く細刀を抜刀した。


    　ヴォン！


    　鋭い斬ざん撃げきが流れ、数枚の鏡を両断する。だが、両断された鏡は、一度、地面に落ちるが、二つになったまま再び宙に浮き上がり、王子への熱線発射を再開する。両断され小さくなったぶん反射する力が凝縮され、よりいっそう威力を増したようにすら見える。


    　その様子を目にし、藪やぶの中で、鳶とび丸まるは、戦慄わなないていた。


    （何？　いったい何が起こっているの？）


    　この魔女の語る言葉、目前で繰り広げられる戦いは、鳶丸の理解を遥はるかに超えていた。


    （まさか……。王子様が負けちゃう？）


    　絶対的な剣力を持っていたはずの王子。その王子が手も足も出ない。


    　王子は、魔女のほうを睨にらみつけた。刀を脇に構え、魔女のほうへと疾しつ駆くする。


    　鏡を破壊できぬなら、それを操る魔女を倒せばよい。そういう算段であろう。


    　だが、その王子の目もく論ろ見みも無む惨ざんに打ち砕かれた。


    　鏡たちが、一斉に魔女のもとに帰還してきて、その前に障しよう壁へきを形作る。


    　巨大な鏡の壁が、王子の目前に聳そびえ立ち、光を放った。


    　何十枚という鏡が一つに集まり一気に発射する大砲のごとき大光線。


    「ぐうっ！」


    　王子の身体が、光の波動に抗あらがいきれず弾かれた。勢いのままに、広場の外、木々の中にまで吹っ飛ばされる。魔女が、ころころと邪悪に美しい高笑いを上げた。


    「ねぇーえ王子様。こんなところで油売ってていいのかなぁ？　あたしが、なんのためにわざわざ王子様をお呼びしたと思ってるのぉ？」


    「何？」


    「もちろん王子様としっぽり愛を語り合いたかったからよぉ。でも、この隙すきに王子様に群がるお邪魔虫どもをいっぺんに駆除しちゃお。なぁーんてね。あったし、頭いーい」


    「蘭らん平ぺい寺じの方々に何かしたのですか！」


    　王子の顔に浮かんだのは、初めて見せる狼ろう狽ばいの色。


    「行ってみる？　行ったところで手遅れだし、行かせないけどねぇ！」


    　浮遊する鏡たちが、王子に向けて発射されてゆく。


    「あの方々は、私が守ります！」


    　王子は、魔女に背を向け、駆けだした。葉の揺れる激しい音。その音が遠ざかってゆく。


    「やあん。王子様行かないでぇん！」


    　そう叫ぶ魔女の声は、どこか楽しげである。


    　やがて、鏡たちが魔女のもとへと戻ってきた。王子の追跡を諦あきらめたようだ。暗くら闇やみの森の中では鏡の魔力もそれほど有効ではないのかもしれない。


    　魔女がまた嗚お咽えつを上げはじめた。もはやその涙も白々しいものでしかない。


    「王子様逃げちゃった。私を置いて逃げちゃった。うっ、うっ、うっ。でもそれでいいの。足りないもの。たったこれだけじゃ足りないもの。もっともっと王子様には、不幸になってもらわなくっちゃ。愛した人が不幸になる。そんな悲劇の姫じゃなきゃやだもん。うっ、うっ」


    　ふっと魔女が鳶とび丸まるの隠れている藪やぶのほうに視線を向けた。


    「そうよね？　ね。子こ栗り鼠すちゃん」


    　鳶丸は、心臓を冷たい手で鷲わし掴づかみにされるような感覚を覚えた。


    （気づかれていた！）


    　魔女が、純白の装束を揺らめかせ、しずしずと近づいてくる。


    「出てらっしゃい。怯おびえなくていいのよ」


    　声は、優しげだが、それが偽いつわりの優しさだということは、その顔にべっとりと貼りついた悪意の色から一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


    　鳶丸は、立ち上がり、逃げようとするが、身体からだが竦すくんで動けない。


    　鳶丸の目前に魔女が立った。白く冷たい手が伸びてきて、鳶丸の頬ほおを撫なでる。なんだか蛇へびが[image: ]はいまわっているような感覚である。


    「ねえ。子栗鼠ちゃん。貴方あなたは、王子様のお友達でしょ。なら、私ともお友達だわ」


    　王子の友達だと、どうして王子の天敵と友達になるのか、その理屈が全く理解不能である。図々しくも自分が王子の友達だとでも言っているかのようだ。


    「一緒にお城に行きましょう。きっと王子様が迎えに来てくれるわ。それに……」


    　魔女の爪が、鳶丸の頬を僅わずかにひっ掻かいた。


    「これから楽しい楽しいショーが始まるのよ」


    　そう魔女は、愉快そうに言った後、「あ。違った」と口にし、


    「悲しい悲しいショーが始まるのよ」


    　と、わざとらしく涙声を作り、言い直した。


    



    五


    　一方その頃。蘭らん平ぺい寺じ本堂前には、寂じやく邨そんと蛾が彩あやが頬ほおを撫なでる夜風を気持ちよさそうに受けながら、天にかかった月を見上げていた。


    「なんと美しき月かな」


    　寂邨が凶悪な面相には似合わぬ、実に雅みやびなことを口にした。それに蛾彩が吹き出してしまう。


    「なんじゃ。拙せつ僧そうが月を愛めでてはおかしいか」


    「失礼ながら御坊が、月を美しいなどと言われるとは思わず……」


    　くすくす笑う蛾彩に、寂邨は、怒ることもせず、かえって涼やかな顔をした。


    「確かにの。月を美しいなどとついぞ思ったこともなかったわ。これから、真ま壁かべ弾だん正じように命がけの戦いくさを挑むというのに、なんと穏やかな心持ちじゃろう」


    「御坊。私も同じです」


    　蛾彩は、自然と寂邨の言葉に賛同できた。


    「これも王子様のお力でしょうか。恐ろしさなどまるで湧わいてこないのです。我が身は、いつも王子様と共にある。そう思うだけでとても心が休まるのです」


    　寂邨は、静かに頷うなずいた。


    「それはの、己おのれの進もうとしている道が美しいと、知っているからじゃ。王子様と共にある限り決して道を外れることはない。美しき道を進んでいるのに、恐れなど抱くわけがあるまい」


    　ふっ、と蛾彩は、微ほほ笑えんだ。


    「おそらく、あの者たちも思いは同じでしょう」


    　蛾彩が、山の下を顎あごで示した。山の麓。村のある辺りである。そこに、無数の篝かがり火びが焚たかれている。暗くら闇やみの中、点々と瞬またたくそれらは、まるで空の星を映したようである。


    　そこに、王子のもとに集合した浪ろう人にん、農民、野武士、修行僧、少女剣士たちの軍が駐ちゆう屯とんしている。彼らの焚いた篝火であった。


    「いずれこの小さな火も、王子様のもと、国全体を照らすほど強く光り輝くことじゃろう」


    　しみじみと言った寂邨の言葉に、蛾彩は、小さく頷いた。


    「おや？」


    　ふいに蛾彩が声を上げた。その褐かつ色しよくの顔が、みるみる驚きに見開かれていく。


    「月が二つ……」


    　そう言って、指差した先、そこに視線を向けた寂邨は、驚きよう愕がくに顔を戦慄わななかせた。


    「なんじゃ。あれは……」


    　つい先ほどまで眺めていた月の横にもう一つ月がある。血のように赤い月である。


    　二人が不ふ穏おんげに見上げる中、赤い月がみるみる大きくなってゆく。


    　それは、月ではなかった。夜空に開いた巨大な穴であった。穴の向こうには、地獄のごとく紅い輝きを放つ世界が広がっている。


    「なんじゃ。いったいあれは、なんじゃ……」


    　冷静な寂じやく邨そんも狼ろう狽ばいを隠すことができない。


    　穴は、ついに蘭らん平ぺい寺じのある山とその麓の村の上空を覆おおいつくほどに肥大した。


    　その真っ赤な穴に黒い影が二つ滲にじみ出る。圧倒的に巨大で禍まが々まがしい影。その影が形を成すにつれ正体が明らかになって来る。


    「真ま壁かべの二匹の鬼！」


    　鬼どもは、穴よりゆったりと大地へ降り立つ。ずずん……、という鈍い音。


    「馬鹿なっ！　なぜここに……急に……！」


    　喧けん騒そうが聞こえてくる。麓の村では、唐突な鬼の出現に、慌てふためいているようだ。


    　電でん奇き坊ぼうが、己おのれの足元でざわめく人間どもを見下ろす。


    　その目にあたる部分が、激しい輝きを放った。世界が、真っ白になる。次の瞬間、激しい爆風とともに、さっきまで村のあった場所に巨大な火柱が上がっていた。


    「そんな……噓うそだ……」


    　村は、そこにいた五百人の反乱軍は、鬼の瞳の怪光線によって一瞬で壊かい滅めつしてしまったのだ。


    　夜空を赤々と照らす爆炎の中、二体の鬼は、悠々と進んでくる。


    「……王子様は？　王子様は、どうされたのだ？」


    　蛾が彩あやの言葉に、寂邨は、はっ、として黒い顔を青くした。眼下で燃え盛る爆炎に目を移す。


    「まさか……あの中に……」


    　眩暈めまいでも感じたのか、寂邨の身体からだがよろめく。


    「蛾彩様！」


    　慌ただしく駆ける音とともに、涙混じりの叫び声が石段の下より聞こえてきた。


    　蛾彩の配下、暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんの女剣士たちである。数は五人。石段を駆け上がってきたにもかかわらず、その顔は蒼そう白はくだった。


    「揚あげ羽は、鈴すず虫むし、胡きやん黎ま、蟋こお蟀ろぎ、蜜みつ蜂ばち、うぬら、無事だったか！」


    　名を呼ばれた五人の少女剣士たちは、首領の顔を見て安あん[image: ]どしたのか、張りつめた表情を僅わずかに緩ゆるませる。だが、すぐさまそれは、涙に歪ゆがんだ。


    「偶然、村を離れていた我らはなんとか。ですが……ですが……」


    　少女剣士の言葉は、そのまま嗚お咽えつに埋もれていった。生き残ったのは、彼女たち五人だけだったのだろう。その報告に、蛾彩は怒りでも悲しみでもないヒヤリとした喪失感を覚えた。


    「ああ。そうか」


    　それしか言葉が出てきてくれない。


    　幼少の頃より兵法、忍法の修行を共にし、今日この時まで己を慕したい、つき従ってきてくれた仲間たちである。それをこうもあっさり奪われ、未いまだに感情の整理がつかなかったのだ。


    　だが、部下たちを前にしたことで、冷静さを取り戻すことができた。


    「王子様をお見かけせなんだか」


    「それが……見知らぬ女と共に村を離れ、西へ向かったのを見た者がいると……」


    「村を離れた？」


    　その言葉は、僅わずかだが蛾が彩あやの心に希望を呼び戻した。王子は、村を離れている。つまり、あの爆炎には巻き込まれていない。見知らぬ女というのが気がかりだが、とにかく無事なのだ。


    　そう思ったのは、寂じやく邨そんも同じだったのだろう。


    「彩あや姫ひめ殿」


    　重々しくそう言った。


    「王子様は、ご無事な様子。なれど弾だん正じようめの魔の手が王子様に伸びておらぬとも限らぬ。おぬしらは、王子様をお捜しし、守護し奉たてまつれ」


    「御坊はどうされる」


    　聞かれ、寂邨はにやりと笑った。


    （この笑い……いつかどこかで）


    　既き視し感かんとともに蛾彩は、ひどく不吉なものを感じた。


    「わしか？　わしは……」


    　寂邨が爆炎へと目を移した。そこに二体の鬼が聳そびえ立っている。無機質な鬼の瞳が、こちらを怪しく見据えていた。こちらに次なる獲物を発見したのである。


    「わしは、この鬼どもを引きつけておくつもりじゃ。お主らはその隙すきにここを離れよ」


    「しかし……」


    「行け！」


    　躊ちゆう躇ちよする蛾彩に寂邨は激しい一いつ喝かつを送った。だが、すぐさま顔を緩ゆるませる。


    「彩姫殿。わしが出家したのは、おぬしの父、笠かさ間ま佐さ兵ひよう衛え殿が亡くなったと聞いたからじゃ。生涯の宿敵と決めた佐兵衛殿をいつしか戦場で打倒するのがわしの悲願でな。しかし不思議なものでの。幾度も佐兵衛殿と槍やりを交かわすうちに、なんじゃか終生の友のような気がしてきてな。弾正めに討たれたと聞き、全てが虚むなしくなったのよ。だから、佐兵衛殿の娘が生きてわしの前に現れた時は、何やら嬉うれしくてのぉ。じゃから」


    　寂邨は、なんとも男くさい、清すが々すがしい笑顔を作った。


    「おぬしは、生きよ」


    　向けられた言葉と笑顔とに、蛾彩は、先ほどの既視感の意味を理解した。


    （同じだ。あの時と）


    　彼女の父、笠間佐兵衛が彼女を逃がし、討死したあの時と。寂邨の笑顔に父の顔が重なった。


    「さあ行け！」


    　再びの寂邨の一いつ喝かつ。武神のごとく荒々しく変じた顔は、今度こそ笑顔に戻ることはなかった。


    「ご武運を」


    　蛾彩は、それだけ告げると駆けだした。五人の少女もそれに続く。


    　蘭らん平ぺい寺じの裏より林間を駆け下りてゆく蛾が彩あやは、二度と後ろを振り返らなかった。


    



    　走り去っていった少女たちを見送ると、寂じやく邨そんは、またにやりと笑った。


    　圧倒的な大軍を目の前にした熟練の戦いくさ人びとならば、武む者しや震ぶるいとともに、このような笑顔を浮かべるかもしれない。


    　ずずん……ずずん……。


    　鬼たちが、一歩、また一歩と蘭平寺へと歩ほを進めてくる。


    　寂邨は、ゆるりと鬼たちに背を向けると、寺の内へと入っていった。しばらくして戻ってきた寂邨は、長大な朱しゆ槍やりを握っている。


    「ふむ。これを握るのも五年ぶりになるか。やはりわしは、経など読むよりも、こいつを握っておるほうが性に合っておるわい」


    　鬼たちの歩みが止まった。兜かぶとの隙すき間まより覗のぞく鬼火のごとき瞳の光が、きょろきょろと動き、一点で停止する。寂邨へと照準を合わせ終えたのだ。


    　寂邨は、呵か々かと大たい笑しようし、


    「やあやあ我こそは、天下無む双そうの破戒坊ぼう主ず、寂邨坊なるぞ！　ただいまより一騎駆け致す！」


    　古式ゆかしく大音声を張り上げると、槍先を巨大な鬼どもに向け、突進を開始した。


    　鬼の瞳が輝く。


    　次の瞬間。寂邨の背後で激しい爆炎があがった。強烈な爆風に[image: ]あおられ、身体からだが浮き上がり、石段をごろごろと転げ落ちる。最下段まで転がって、無様に地面に叩たたきつけられた。


    　槍を杖に身を起こそうとして、再びくずれる。どうやら足の骨を折ってしまったらしい。


    　きゅぃぃぃん……。


    　鈍い音に面を上げれば、すぐ頭上にこちらを見下ろす鬼たちの、無む慈じ悲ひな顔があった。間もなくあの瞳より発せられる破壊光線は、寂邨を影も残さず消し去るだろう。


    「これまでか……。我ながら呆あつ気けないわ」


    　寂邨は、その場にどっかと胡坐あぐらをかく。


    「これまで戦場で幾人の命を奪ったことか。因いん果が応おう報ほう。ここで果てるのも報むくいであろうな。さあ、鬼ども。とっとと止とどめを刺すがよい。わしは、逃げも隠れもせんぞ！」


    　寂邨は、死を覚悟し、ふてぶてしくそう叫んだ。その後、ふっ、と寂しげな顔を見せる。


    （ああ。じゃが）


    　寂邨の心中に民衆を扇動し刀を振り上げる、輝かしい王子の姿がよぎった。


    （あのお方の指揮のもと、この槍を振るってみたかったのお）


    　きらっ。


    　鬼の瞳が輝く。


    　寂邨の視界が白く染まった。


    　強烈な熱に己おのれの五体がみるみる消滅し、光に溶け消えていくのを感じる。


    　その刹せつ那な。光の中に、浮かび上がったものがあった。


    　甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった騎馬武者が、槍やりを片手にこちらに駆けてくる。美しくも勇ましいその姿は、寂じやく邨そんの終生の宿敵に紛まぎれもない。


    （おおっ！　現れおったな笠かさ間ま佐さ兵ひよう衛え。今日こそは、貴様を討ち取ってくれるわ。さあ。槍を交えようぞ！）


    　寂邨は、満面の笑みとともに、その騎馬武者へ突撃し…………消えていった。


    



    六


    　蘭らん平ぺい寺じ裏の林を抜け、西へと続く街道をひた走る蛾が彩あやたちの背後で、ぴかりと閃せん光こうが奔はしった。


    「ああっ！　蘭平寺が」


    　少女の一人が悲痛な叫びを上げる。


    　蘭平寺のあったはずの山が真っ赤に染まり、もうもうと黒煙を上げている。


    （寂邨殿……）


    　また蛾彩の仲間が一人逝いった。五年前、父が死に、その後、仲間に加わった野武士たちも一人二人と消えて、長年共に過ごした少女剣士たちも今や五人を残すばかりとなった。


    　岐き賀が総領家再興の悲願。そのために、いくつの命が儚はかなく消えていったことか。


    （私が走るこの道は屍しかばねで築かれた道か）


    　しかし、それでも走り続けるしかない。それが死んでいった者たちへの弔とむらいであり、蛾彩の宿命なのだ。


    「……蛾彩様」


    　蛾彩の隣を駆ける揚あげ羽はが囁ささやいた。


    「何者か、追ってきています」


    　はっ、として後に視線を向けると、蛾彩たちの遥はるか十間（約十八メートル）ほど後方に駆ける影法師が一つ見て取れた。


    　顔面を覆おおった白いさらし木も綿めん。背に斜めに負った異様に長い太刀。その風ふう体ていの異様さもさることながら、魔風のごとく吹きつけてくる濃厚な妖よう気きは真っ当な人間の発するものではない。


    「綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ！」


    　それは[image: ]うわさに違たがわぬ飢き餓が城じようの妖よう怪かいにほかならなかった。


    「ぎぎっ！」


    　綺羅星が気味の悪い唸うなりとともに、背に負った太刀を抜刀する。長大な凶刃を閃ひらめかせ、妖あやしい素早さでみるみる接近してくる。


    　間もなく、最後尾を走る胡きやん黎まへと追いつこうとしていた。


    「妖怪めっ！」


    　胡きやん黎まが立ち止まり、佩はい刀とうに手を掛ける。


    「いかん！　胡黎よせ」


    　蛾が彩あやの忠告は、間に合わなかった。綺き羅ら星ぼしの手元が煌きらめいたかと思うと、刀に手を掛けたままの胡黎の肉体が、頭頂から股また下まで真っ二つに両断されていた。


    「ぎきゃきゃ！」


    　左右に分かれ倒れていく胡黎の右半身と左半身の間より、綺羅星が魔犬のごとく飛び出してくる。そのまま、長刀を一ひと薙なぎ。


    「ひぐっ」


    　すぐ胡黎の前を駆けていた蜜みつ蜂ばちの首が独こ楽まのごとく回転して吹っ飛んだ。首を失った蜜蜂の身体からだは、そのまま三間（約五・四メートル）ほど走り、血を吹きあげながら、どっ、と倒れた。


    「おのれっ！」


    　蛾彩は、口の端をぎりりと噛かみしめる。強い怒りが湧わき上がり、自身も抜刀して立ち向かいたかった。が、蛾彩はその思いを必死で抑えつける。


    　今は、王子を見つけ出すことこそ最優先。綺羅星に構っている暇はない。そして、


    　──まともにやりあって勝てる相手ではない。


    　それを蛾彩は、先ほどの綺羅星の太た刀ち筋すじから悟っていたのだ。


    （こいつは、私たちとは違う）


    　何が違うのかわからぬが、綺羅星の剣術は、世の常の剣術とは違う。技や術を超え、何かこの世ならぬ力の込められた剣術。死神の振るう刃とは、このようなものではないだろうか。戦おうなどとは、思わず、振り切ることに専念すべきだ。


    （くそっ！　妖よう怪かいめ）


    　だが、綺羅星の人間離れした脚力を容易に振り切ることは叶かなわない。


    「蛾彩様。ここはお任せを！」


    　叫んで抜刀したのは、鈴すず虫むしと蟋こお蟀ろぎの二名。


    「たわけ！　うぬらの敵かなう相手か！」


    　激しく叱しつ咤たした蛾彩に返ってきたのは、より強烈な鈴虫の声だった。


    「無論、我らの敵う相手にあらず！　ゆえに我ら二名、ここで捨て石となります。構わず先へ！」


    　言うとともに、鈴虫と蟋蟀は綺羅星を迎え撃つべく立ち止まっていた。


    「蛾彩様。行きましょう」


    　なおも二人を止めようとする蛾彩を揚あげ羽はが針を呑のみ込むような顔で引っ張る。


    「我らは、王子様のもとへ」


    「くっ！」


    　蛾彩は、断腸の思いで鈴虫と蟋蟀に背を向ける。


    「ぐえっ！」


    「うぎっ！」


    　間もなく追ってきた叫びは、鈴すず虫むしと蟋こお蟀ろぎの断末魔の声であった。


    （許せ）


    　最後に残った五人の少女剣士。胡きやん黎ま、蜜みつ蜂ばち、鈴虫、蟋蟀、揚あげ羽は。そのうち四人の命がものの数瞬で失われた。ともに悲願達成を誓い合った十数名の少女剣士たちは、残すところ傍かたわらを駆ける揚羽一人となってしまった。


    （ああ！　いったい何人の者が我が悲願の生いけ贄にえとなれば済むというのか。私の駆けるこの屍しかばねの道の先に本当に悲願の達成がありえるというのか！）


    　蛾が彩あやの胸に泣き叫びたいような衝動が去来する。


    　──やらねばならぬことがあるならば生きましょう。私も貴女あなたも。


    　ふいに浮かんだのは、燃え盛る炎の中、そう強く告げる王子の顔だった。


    　その言葉を思うと、挫くじけそうな蛾彩の心に不思議と力が蘇よみがえってくる。


    （行こう。王子様のもとへ。そして生きよう！）


    



    七


    　気がつけば執しつ拗ように追ってきていた綺き羅ら星ぼしの気配がいつの間にか消えていた。四人の少女剣士たちが犠牲となって稼いでくれた時間のおかげで、なんとか振り切ることができたようだ。


    「少し休みましょう」


    　枯れた杉林の前に差し掛かった頃、揚羽がそう言った。思えば蘭らん平ぺい寺じを出てから早一刻（約二時間）は、経たとうとしている。二人の疲労もすでに限界に達していた。


    　二人は、大振りの杉の根元に腰掛け、荒くなった息を整える。水で喉のどを潤うるおしたいところだが、この荒野ではそれも望めそうにない。


    「ここまで駆けてきましたが、本当に王子様は、こちらにおられるのでしょうか」


    「うむ。それは、私も考えていた。もうこの辺りは、飢き餓が城じようにほど近いではないか」


    　それを聞くと揚羽が立ち上がった。


    「少し辺りを見て参ります」


    「もう少し休んだらどうだ」


    「いえ。私は、十分に休みました。この近辺は、弾だん正じようの監視の目も強かろうと思われます。私が見張りに立ちますので、どうか蛾彩様は、今少しお休みになっていてください」


    　言って揚羽は、その場を離れた。


    （ありがたい）


    　蛾彩は、忠義に篤あつい揚羽に心底感謝した。


    　揚羽は、蛾彩の一つ年上。笠かさ間ま家配下の侍の娘であるため、蛾彩の部下となっているが、蛾彩にとっては、姉のような存在だった。しばしば直情的になりがちな蛾が彩あやを時に諫いさめ、若く纏まとまりに欠けていた少女剣士たちをよく纏めてくれた。今、こんな時でも冷静さを失わず蛾彩を気遣ってくれる。不幸にも暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんは、揚あげ羽はと二人だけになってしまったが、残ったのが揚羽で本当によかったと思ってしまう。


    （それにしても王子様は、どちらへ行かれたのだ）


    　見知らぬ女とともに村を出たと言う。その女は何者なのか。


    　深夜の軍議で、王子が一人で弾だん正じように挑むと言っていたことが気がかりになってきた。


    （もしや、王子様はお一人で飢き餓が城じように……！）


    　だとしたら悠長に休んでなどいられない。悪あく逆ぎやく無道の弾正のことだ。王子がのこのこ一人でやってきたら、たちまちに捕らえて残忍な責苦を与えるだろう。


    　蛾彩は、居ても立ってもいられず、身を起こした。


    （揚羽が戻ったら飢餓城のもっと近くまで行き、様子を見てこよう）


    　そう思った矢先である。


    　遥はるか荒野の向う。月光に照らされた街道をひた走る純白の姿が目に入った。


    「あれは……！」


    　蛾彩の瞳に喜色が浮かぶ。華か麗れいに駆けるその姿は、王子に紛まぎれもなかったのだ。


    「王子様！」


    　叫んでみたが、ここからでは声が届かない。王子は、どんどん遠ざかっていってしまう。


    　蛾彩が、王子を追って走ろうとしたその時。


    「蛾彩……様……」


    　背後より揚羽の声がした。振り返れば揚羽が虚うつろな目で立っている。


    「揚羽？」


    「お逃げ……ください……」


    　その言葉が終わらぬうちに、揚羽の全身に赤い線が縦横に浮かび上がった。その線は、じわりと血を滲にじませながら広がっていき、見る間に揚羽の身体からだを微み塵じんに分解する。ばらばらと賽子さいころ状の肉片と化して崩れていく揚羽の背後より、さらし木も綿めんの忌いまわしい姿が出現した。


    「ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    「綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ……！」


    　憤怒と恐怖に戦慄わななく蛾彩を無視するように綺羅星は、遥か果てを駆けていく王子へとぎらつく視線を向けた。


    「王子……光の国……アンドロメダ流正統……ぎっ」


    　血でも混ざっているかのごとき嗄しわがれた声には、ぞっとするような憎悪が宿っていた。


    （こやつ……王子様のことを昔から知っているのか……？）


    　一瞬、そう思った。


    「王子様には近づかせん」


    　蛾が彩あやは、二刀を抜き放ち、王子に向けられた綺き羅ら星ぼしの視線を遮さえぎる。もはや暈かさ魔ま盗とう賊ぞく団だんは、蛾彩一人となった。今いま更さら逃げることも叶かなわぬ間合い。


    （ならば倒して生きる。王子様とともに……！）


    　蛾彩は、地を蹴けって二刀を一いつ閃せんさせる。蛾彩の太た刀ち筋すじは、王子へと気を取られていた綺羅星の身を完全に捉とらえていた。そのはずであった。


    　が、二刀は、虚むなしく宙を滑る。


    （なっ？）


    　綺羅星は、蛾彩など存在しないかのように王子を見つめ続けている。


    　すかさず蛾彩は、第二撃を打ち込むが、それも手ごたえがない。どちらも両断を確信した一撃であった。まるで刀のほうから綺羅星の肉体を避よけて通っているかのごとく。


    （同じだ……！）


    　そう。蛾彩は、かつて王子へと剣を打ち込んだ時と全く同じ感覚を覚えていたのである。


    「なにゆえ、貴様が王子様と同じ力を」


    　いや。同じと言ったが、その根源とするところは、まるで正反対のように感じられた。


    　王子の力が光であるなら、綺羅星は闇やみ。王子が美なら、綺羅星は醜。決して相容れぬ両極端の力が結果的に同じ効果を発揮しているのだ。


    　王子──という言葉に綺羅星がぴくりと反応する。


    「王子……ぎっ」


    　それを隙すきと見て蛾彩は、再び二刀を打ち込む。


    　綺羅星の身体からだが、[image: ]こう蝠もりのごとく跳躍し、蛾彩の斬ざん撃げきを回避した。


    　音も無く着地した綺羅星の口元は、笑みにも似て、歪ゆがんでいる。蛾彩の決死の攻撃を可愛かわいいものでも見るように[image: ]あざ笑わらうかのごとく。


    　綺羅星の発する圧倒的な妖よう気きが、蛾彩の五体を静電気のようにぴりぴりと刺激する。


    （これだ……！）


    　蛾彩は、二刀を正眼につけ、口中で唾つばを呑のむ。


    （この妖気！　この妖気の悍おぞましさに怯おびえ、竦すくみ、触れることを拒む。ゆえに太刀筋がぶれる。王子様が、その美しさゆえに常人の太刀を鈍らせるがごとく！）


    　そこまで看破しえたのは、蛾彩が一度、王子に太刀を向けた経験ゆえであろう。


    （惰だ弱じやく！）


    　蛾彩は、己おのれを叱しつ咤たした。


    （相手に剣の届かぬのは、己の心の弱さゆえ。なれば！）


    　蛾彩は、付けたばかりの二刀正眼の構えを崩した。二刀を逆手に持ち替え、その二つを背にまわす。肉体の前面を敵前に曝け出し、背中で刀を十文字に組み合わせるような構えであった。


    「〈真しん乱らん〉」


    　蛾が彩あやは、その奇態な構えの名称を絞り出すように口にする。


    　──相手を斬きらんと欲する時、無心にして相手にぶつかっていく心持ちこそ肝要なり。


    　それが、父、笠かさ間ま佐さ兵ひよう衛えより預けられた二刀の極意であった。


    （恐れるな我が肉体よ！　綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱの悍おぞましさなど、盗とう賊ぞくに身をやつした我が身の悍ましさに比べれば毛ほどでもない。ぶつかってゆけ！　この醜悪な化け物の胸中に！）


    　蛾彩が、思考したのは、そこまで。もはや思考は、無用。無念無想の境地へと蛾彩は、己おのれの精神を高めはじめた。


    　綺羅星の口元より笑みが消える。


    　奇妙な構えで綺羅星と対たい峙じする蛾彩は、異様な静けさに包まれていた。対して、その身より立ち上る剣気は、常人の域を超え、剣神の領域まで達しようとしている。


    　つっ、と蛾彩の身体からだが動いた。地を蹴けって、綺羅星の胸元へと疾風はやてのごとく飛び込んでゆく。


    　背にまわした太刀は、未いまだ動かない。それが動くのは、蛾彩の身が、綺羅星の身へとぶつかる、その刹せつ那な！


    　ぎんっ！


    　三つの斬ざん光こうが夜気を裂さいて煌きらめいた。


    　一つは、綺羅星の長刀。二つは、蛾彩の二刀。


    　たしっ、という地を踏む音とともに、蛾彩の身体が綺羅星の背後で着地するように停止する。


    　しばしの静寂。


    　蛾彩が、吐息のごとく声を吐いた。


    「まだ……まだ至らぬと……」


    　その褐かつ色しよくの面相に、ふつふつと玉の汗が浮き上がる。


    　綺羅星が、ゆるりと振り返り、「ぎっ」と笑声を発した。


    　直後。焼けるような痛みが、蛾彩の左肩口に奔はしる。


    　どさり、と脇わき差ざしを握ったままの蛾彩の左腕が地に落ちた。


    　苦く悶もんの声を押し殺し、蛾彩は、たたたっ、と数歩、駆け退ずさる。


    　失った左腕の断面よりおびただしい血液が失われてゆくのが実感できた。眩暈めまいがし、視界が霞かすむ。気を抜けば、今にも倒れてしまいそうだ。


    （倒れるものかよ！）


    　ちら、と視線をずらせば、駆ける王子が目に入った。その姿は、どんどん遠ざかってゆく。


    （こいつを倒して生きる！　王子様とともに！）


    　もはや、蛾彩を立たせるものは、その一念。執念のみであった。


    　剣の技では、決して及ばぬことは明らか。ならば蛾彩に残された技は、ただ一つのみ。


    　蛾彩は、太刀を握ったままの残る右手で、己の胸元をかき開く。


    「暈かさ魔ま忍法〈蛾が眼まなこ〉！」


    　巨大な蛾が彩あやの乳房が露あらわになる。見る者を竦すくませ、金縛りさせる魔力を宿した乳房を！


    　強烈な眼力を乳房と実の眼、双方より、かっ、と放射させ、蛾彩は、刀持つ右腕を大上段に持ち上げてゆく。


    　以前、王子は、蛾彩の乳房を掌てのひらで隠すことによってこの忍法を破った。その際の敗因は、王子の聖なる瞳によって、斬きることを躊躇ためらわされたことにある。だが、王子以外のいったい誰が、盗とう賊ぞく団だんの首領である蛾彩の太刀を躊躇わせようか。況いわんや、愛する仲間を斬ざん殺さつした妖剣士をや。


    　今、蛾彩は、息荒く、傷口より、[image: ]あふれ出す血液に塗まみれ、一体の執念の鬼女と化していた。


    　執念！


    　思え！　蛾彩の人生を！　忌いまわしい痣あざを乳房に持ち、女によ人にんの幸福を捨て、父を殺され、盗賊に身をやつした人生を！　それはまさに泥に塗れた執念の人生であった。


    　無む念ねん無む想そう？　糞くそ食らえである！　蛾彩の真なる力は、執念の一語にのみ集約されるのだ！


    （妖よう怪かいめ！　うぬに惨殺された仲間たちの無念、今こそ晴らしてくれる！）


    　今まさに、蛾彩は、生涯十六年の執念一切合財を弾丸に変え、両乳に注ぎ込み、綺き羅ら星ぼしへと放射せんとしていた。


    　が。


    　驚くべし！　綺羅星は、蛾彩の超忍法、超執念を前にして、恐れ竦むどころか[image: ]あざ笑わらうように目もとを歪ゆがませたではないか。


    （まさか……！　蛾眼が効かな……）


    　きらっ。


    　綺羅星の手元より魔光が迸ほとばしる。


    　どっ！　という重い振動とともに、蛾彩の左肩口から臍へそまで、一気に熱い衝撃が奔はしった。衝撃を追いかけるように、血潮が吹き上がる。


    「ぐあああっ！」


    　今度こそ蛾彩は、絶叫を押し殺すことができなかった。もはや、立っていることも叶かなわず、倒れ、のた打ち回る。


    　遥はるか視界の向うに王子の姿が見て取れた。その姿もぼやけ薄れてゆく。


    （王子様！　あと少し……あと少しなのに……！）


    　虚むなしく遠ざかってゆく王子に、伸ばしたところで届くはずのない手を伸ばす。


    「王子様ぁぁぁぁぁ！」


    　そう叫んだ声はどれほどの大きさであったろうか。おそらく掠かすれ、ほとんど音声にならぬものだったはずであった。


    　だが、おおっ、見よ！


    　聞こえるはずもないその声が王子の足を止めたのである。声の大きさではない。想いの大きさこそが、遥はるか彼方の王子へと届いたのだ。


    　王子は、合かつ羽ぱを翻ひるがえし、こちらを振り返る。その碧へき眼がんが、血だまりに倒れる蛾が彩あやと、それを見下ろす綺き羅ら星ぼしとを確認した。次の瞬間には、風のような速さでこちらに疾しつ駆くしてくる。


    「ぎっ！」


    　綺羅星が、王子をぎらりと睨ねめつけると、長刀を脇につけ王子へ向け疾走する。


    　ぎぃぃぃん！


    　夜気を裂さいて王子と綺羅星の太刀が打ち鳴らされた。刃と刃とを中心に、空間に波紋が奔はしる。


    「アンドロメダ流……？」


    　王子の口より驚きの洩もれるのが聞こえた。


    　しばし、ぎりぎりとした鍔つば迫ぜり合いが続く。王子と綺羅星の剣力とは拮きつ抗こうしていた。やがて、綺羅星のほうが後方に飛び退のいて間合いを広げる。


    「……美び気きが足りぬ……」


    　そんなことを嗄しわがれた声で呟つぶやくと、一度忌いま忌ましげに王子を睨にらみ、踵きびすを返して駆け去ってゆく。


    　数間ほど、王子は、綺羅星を追って走るが、すでに妖よう人じんの姿は、夜闇に溶けるように消えていた。周囲を満たしていた妖よう気きが、すうっと引き、冷々とした夜気が再び荒野に還ってくる。


    　ほおっ……、と蛾彩は、息を吐いた。


    （やはり、王子様はお強い……）


    　あんなにも蛾彩たちを脅おびやかした妖よう怪かい剣士を、王子は颯さつ爽そうと退散させた。その凜り々りしい姿に蛾彩は、微かすかな意識でうっとりとする。


    　だが、その意識も間もなく消えていこうとしていた。もうだいぶ血を失っている。全身の感覚が薄れ、自分がもう助からないであろうことを蛾彩は、実感していた。


    　王子が、駆け寄ってくる。もう視界がほぼ利かない。


    （できれば……最後にお姿を一ひと目め……）


    　ふんわりと身が浮き上がった。温かな感触。王子が自分を抱き上げてくれているのがわかった。蛾彩は、口をぱくぱくさせる。


    　何か言わねばならない。おそらくこれが己おのれの最さい期ごの言葉となるであろう。たくさん言いたいことがあった気がするのに、出てきたのはこんな言葉だった。


    「……蘭らん平ぺい寺じは壊かい滅めつ……もう誰も……」


    　王子は何も言わない。ただ静かに蛾彩を見つめ続けている。


    「私は生きねば……生きてやらねば……」


    　続けて絞り出した蛾彩の言葉はこれだった。これも言いたいことではないような気がする。


    　王子は、蛾彩の頭を優しく撫なでた。


    「大丈夫。よく生ききりました。ゆっくりとお休みなさい」


    　そんなことを王子が囁ささやいた。


    　なんだか安心した。無念も、苦痛さえも消えてゆくのがわかる。


    　うんっ、と一つ蛾が彩あやは頷うなずき、瞼まぶたを閉じる。


    　そして二度と閉じた瞼を開くことはなかった。


    



    八


    　王子は、静かに息を引き取った蛾彩の遺体を、そっと、大地に横たえた。


    　王子の手は、蛾彩の血液で赤く濡ぬれている。王子は、しばし哀しげに、深紅に染まった己おのが両手を見つめたのち、それを天に掲げた。さながら、天上に神聖な供物を捧ささげる祭司のごとく。


    　掌てのひらより滴したたる血が、王子の白磁の顔を濡らす。それは、涙のように王子の頬ほおを伝って落ちた。


    　実際、泣いていたのかもしれない。


    　その姿勢のまま、王子は、瞑めい目もくした。さながら木石のごとく微び動どうだにしなかった。ただ、王子一人、悲しみの立像と化し、永遠のようにその場に立ち尽くし続ける。


    　それは、死んでいった多くの人たちへの、王子なりの鎮ちん魂こんだったのかもしれない。


    　王子の悲しみにうたれたように、風が凪なぎ、草木が揺れ、星が瞬またたいた。


    　森しん羅ら万ばん象しようの悲哀が尽き果て、やがて地平線の彼方より、陽が昇りはじめた頃、王子の耳に忌いま忌ましい嗚お咽えつの声が聞こえてきた。

  


  [image: ]



  
    　見れば、そこに楕だ円えん形けいの西洋鏡が浮いていた。鏡には、魔女の憎たらしい姿が映し出されている。目頭を押さえ、さも悲しそうな様子を作っていた。


    「うっ、うっ、うっ。可哀かわい想そう。愛いとしい愛しい王子様。貴方あなたが、村を離れたせいで……。ううん。貴方がこの村にやってきたせいでみんな死んじゃった。本当に、本当に可哀想。私の愛する人は、みんな不幸になるの。そういう運命なのよ。ああ……可哀想な王子様。可哀想な私」


    　もはや王子は、何も言おうとはしなかった。


    「でも王子様。まだまだ足りない。もっと私を不幸にして。もっと私を憎んで。ほら。こんなものまで用意したんだから」


    　鏡面が、一端暗くなり、魔女の姿が消えた。代わって映し出されたのは、白い小さな肢し体たい。


    「鳶とび丸まる……!?」


    　それは、全裸にむかれた鳶丸の姿であった。十文字に組まれた磔はりつけ柱ばしらに両手両足を縛られ、くくりつけられている。青白い手首、むちむちとした太ふと[image: ]ももに、荒縄が食い込み、目にも痛々しい。蕾つぼみのような薄桃色の乳首、未発達な性器を露あらわにされ、これ以上ない辱はずかしめである。


    　羞しゆう恥ちと苦痛に頬ほおを紅潮させ、濡ぬれた鳶丸の口元より、悩ましげな声が漏もれた。


    「王子様……」


    　身体からだを僅わずかに[image: ]よじる。痩やせた美少年の身体に荒縄がさらに強く食い込み、「あああっ」と鳶丸は、声を上げて悶もだえた。


    「鳶丸！」


    　王子は、鏡へと走り寄った。その途端に、鏡面は、魔女の嫌いやらしい顔でいっぱいになる。


    「鳶丸にいったい何をしました」


    「まだ何もしてないわよ。でも早く王子様が助けに来ないと、とっても悲劇なことしちゃうかもよぉ。うっ、うっ、うっ」


    　もう魔女のあげる嗚咽は、含み笑いにしか聞こえてこない。


    　王子の美しい顔から表情が消えていた。ただ、その瞳から氷のように冷たい怒気が魔女へと発散されている。無表情ゆえに、その内に秘められた怒りは、より強く濃密であったろう。


    　魔女は、王子の激怒の視線を恍こう惚こつとしながら受け止めた。


    「あぁぁん。いいっ！　もっと憎んで！　もっと睨にらんでぇ！」


    　王子は、鏡の中の、魔女に向けて鋭い抜き打ちを浴びせる。だが、王子の剣は、空を斬きった。


    　王子の抜刀より早く、鏡は、一間（約一・八メートル）ほど上空に逃のがれていたのだ。


    「飢き餓が城じようでお待ちしておりますわ」


    　そう告げると、鏡は、[image: ]あざ笑わらうように王子の真上で旋回し、飛び去っていった。


    　王子は、鏡の飛んで行った方へと鋭い視線を向ける。


    　魔城〈飢餓城〉のある方角へ……。

  



  
    第六章　王子出陣


    



    一


    「ひぃぃぃ！　殿！　お許しを！　お許しを！」


    　飢き餓が城じようの中庭に磔はりつけ柱ばしらが立てられ、そこに一人の女が縛りつけられていた。およそ十間（約十八メートル）ほどの距離を隔て、数人の射手が、その女に矢先を向けて弓を引き絞っている。


    　その女は、王子を飢餓城裏の森まで案内した女であった。


    「お許しを！　お許し……おゆるぼっ！」


    　女の嘆願は虚むなしく、射手の放った矢が女の顔面を貫いた。一瞬で絶命できる分ここの城主の刑罰としては、優しいほうだろう。


    　天守の窓より、その様子を眺めていた真ま壁かべ弾だん正じようは、にやにやと笑い、背後の美しい人物へ視線を向ける。


    「姫。そちを抜け穴より逃がそうとした女は、あのように無む惨ざんに殺されたぞ。そちが、外に出たいなどと申さねば、こうはならなかったのだ。そちのせいだぞ。みな、そちのせいだ」


    　姫と呼ばれた美び貌ぼうの人──我々は、すでにそれが、姫などではなく魔女であるということを知っている──は、「ああ」などと言って泣き伏せる。


    「惨むごい。なにゆえ、あのような惨いことを……！　あの者は、私のことを思ってくれただけではありませんか。殿は、鬼です！　本物の鬼です！　うっ、うっ、うっ」


    「わしを鬼にしているのは、そちじゃ。そちが現れてからわしは、鬼になったのじゃ。そちが、わしを惑わしたのじゃ」


    「そんな……そんな……ひどい。うっ、うっ、うっ。そんなことを……って、何それ？」


    　魔女の態度が豹ひよう変へんした。ごろりと寝転がり、心底呆あきれたという風に溜ため息いきを吐つく。


    「なんか、毎回毎回、同じパターンなんだよねぇ。もう飽きちゃったぁ」


    　真壁弾正の顔に焦あせりの色が浮かぶ。


    「ひ、姫。許してくれ、もっと苛いじめるから。もっとひどいことするから……」


    「もっとぉ？　わたし全然足りなぁーい。やっぱ、殿じゃ駄目みたぁい」


    　ただでさえ血色の悪い弾正の顔がさらに蒼そう白はくになった。


    「姫！　姫！　わしを捨てないでくれ！　岐き賀が総領家を滅ぼした。他国も攻めた。民にも重税を課した。そちの考えた拷ごう問もんも刑罰も全部やってみた。それでもまだ駄目なのか？」


    　魔女は、縋すがりついてくる弾正を鬱うつ陶とうしげに突き飛ばす。


    「ちょっとちょっとぉ。何その態度ぉ。なんで殿が、私より哀れになってんのよ。哀れなのは、わったっしっ！　私のほうでしょぉ。私は、暴君に囚とらわれた悲劇の姫なの。なんかこれじゃあ、国を惑わす魔性の女みたいじゃないのよぉ」


    　実際、その通りなのだが、弾だん正じようは、口ごもってしまう。


    「あーあ。せっかく鬼き道どう戦せん鬼きや綺き羅ら星ぼしを召しよう喚かんしてやってるのに、最近ちっとも戦いくさしないしさぁ。武たけ田だとか、上うえ杉すぎとか、北ほう条じようとか、毛もう利りとか、とっとと攻め滅ぼしちゃってよぉ。日本じゅうを火の海にしちゃってよぉ。織お田だの大将なんて自分のこと魔王とか言っちゃって、比ひ叡えい山ざん焼き討っちゃってんのよ。殿、すっかりあっちにお株取られてんじゃん」


    「……うむ」


    　弾正は、まるで子供のようにしょんぼりしてしまっている。


    「ほらぁ。また私より哀れになるし。やっぱ。王子様じゃなきゃ駄目かなぁ……」


    　最後の一言に、弾正の顔が引きつる。それは、ありありと浮かんだ嫉しつ妬との表情であった。


    「王子、王子、王子……。そんなに王子がいいか……」


    「うん。殿より断然いい男だし」


    「抜かしたな！　そんなに王子がいいならば、その王子、八つ裂ざきにしてくれる！」


    　語気も荒く喚わめいた弾正を魔女は、ふん、と鼻で笑う。


    「ええぇ？　あんたにそんなことできんのぉ？」


    「で、できぬと申すか」


    「まあ無理でしょうねぇ。もうすぐ王子様は、あたしを迎えにこの城に来てくださるわ。そうしたらぁ……。どっしよっかなぁ。王子様と一緒にこの城、出ちゃおっかなぁ」


    　弾正の身体からだがみるみる戦慄わななきはじめる。今にも卒倒しそうなほどの嫉妬と怒りが弾正の全身を巡り震ふるわせていた。


    「させぬ。……させぬぞ。我が姫を決して渡しはせぬぞ……」


    「あっそ」


    　姫は、そんな弾正をつまらないものでも見るように一いつ蹴しゆうする。


    「んでぇ。どうするわけぇ？」


    「真ま壁かべ軍、万の兵を動員してでも王子とやらを討ち取ってくれる！　見ておれ！　この真壁弾正忠のすけ勝かつ正まさの力を！」


    　叫ぶとともに、勢いよく立ちあがり、鼻息荒く天守の階段を駆け下りて行く弾正。


    　その足音を聞きながら、魔女は、ぺろっと舌を出した。ぱちん、と一つ指を鳴らす。


    　奥の暗がりに、ぽっと明かりが灯ともった。そこに、裸にむかれた磔はりつけの鳶とび丸まるが浮かび上がる。


    「……ってことになったわよ。子こ栗り鼠すちゃん」


    　鳶丸は、恨うらみがましい目を魔女に向ける。


    「王子様。無事ここまで[image: ]たどりつけるかしらねぇ。楽しみねぇ。まっ。三次元の物理法則なんて、光の国の王子様には通じないんでしょうけど。でも鬼道戦鬼相手には、どうかしらねえ」


    　鳶丸は、口くち惜おしさに瞳を閉じた。


    　魔女は妙にうきうきした様子で、鳶とび丸まるのちょうど正面にある大きな西洋鏡の前に、やたら、ひらひらふかふかした座布団を敷き、優雅な動作で座り込む。


    「鏡よ、鏡。鏡さん。この世で一番美しいのはだぁれ」


    　そう呪じゆすると、鏡が、点滅し、鏡面に荒野の景色が浮かび上がる。


    　飢き餓が城じようのすぐ前の荒野のようだった。そこに、赤あか蟻ありのごとく大地を覆おおい尽くす大軍隊が、整然と並んでいた。その兵数は、万を超すのではなかろうか。


    「あら。殿ったら本当に、真ま壁かべ軍を総動員しちゃったのね。ばっかじゃないのぉ」


    　王子一人に万の兵。正気のさたではない。


    （王子様は来ない！　いくらなんでもこんな数の兵隊を見たら逃げ出すよ！）


    　鳶丸の脳裏には、昨夜、姫の妖よう術じゆつに無様に手も足も出なかった王子の姿が焼きついていた。


    　もう鳶丸の中では、王子は、絶対的な救世主ではなくなっていた。身に危険が及べば逃げ出すし、ちゃんと命を惜しむ。それは、当然のこと。人なのだから。


    （どうせ、人なんて……）


    　そんな思いが、鳶丸の心を陰いん鬱うつにする。


    　──光があれば人は、起たつ。


    　王子は、そう言っていた。


    （王子様は、みんなの光だった。でも王子様に光はあるの？）


    　王子の光。それは、飢餓城に囚とらわれていると思っていた姫だったかもしれない。王子を頼ってつどった仲間たちだったかもしれない。今は、もうその両方がない。


    （王子様は、起たない。起てるわけがない！）


    　それに──と、鳶丸は、瞼まぶたを伏せる。


    （おいらは、王子様にひどいことを言ってしまった……）


    　王子の見せた冷たい無表情が忘れられない。光を侮ぶ辱じよくした鳶丸を助けに来るはずがない。


    　その時である。


    　鏡面の映像の中。大軍勢の遥はるか先。荒野の地平線に一つ、白いものが現れた。


    「来たわ」


    　魔女が舌した舐なめずりをする。


    　白いものは、一頭の白馬だった。


    　白馬は、真壁の大軍団に向かい、颯さつ爽そうと砂すな煙けむりを上げ、一直線に疾しつ駆くしてくる。


    　その背に跨またがるのは、純白の合かつ羽ぱを靡なびかせ、一剣を高々と掲げる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの勇士。


    「噓うそ。王子様……!?」


    　鏡面が王子の顔を拡大させる。


    　きりりと眉まゆ根ねを引き締め、こちらに鋭い視線を向けた端たん正せいな顔。まるで魔女が鏡を通してこちらを観察していることを察して、逆に睨ねめつけるがごとく！


    



    二


    「馬鹿な！　あやつ。本気で向かってくるつもりか！」


    　真ま壁かべ軍の武将たちは、目を疑った。


    　敵は、たった一騎。この大軍勢目がけてたった一騎で駆けてくる。


    　一騎駆け。決して珍しくはない。


    　戦場での一騎がけは、功こう名みようとなる。彼ら武将衆の中にもたった一騎で敵陣へ斬きり込んだ経験のある者はいる。だが、それは、所詮背後に味方の軍があった上での先駆けに過ぎない。


    　また、退路を断たれ、死を覚悟した侍が、たった一騎で斬り込むこともある。だが、それとも違う。今、こちらに駆けてくる男は、単騎で城攻めを行おうとしているのだ。


    「なんと勇ゆう敢かんな」


    　武将たちは、その姿につい見み惚とれてしまった。


    　だが、それも一瞬。すぐに彼らは、己おのれの職務を思い出す。


    「たった一騎で城攻めせんとは見上げた根性！　勇姿に相応ふさわしき最さい期ごを与えてやろうぞ！」


    　何千という射手が一斉に弓を引き絞る。何百という鉄砲足軽が火縄に火を点ずる。


    　狙ねらいは、たった一人の馬上の男。


    「撃うてぇぇっ！」


    　号令とともに、風を切って矢が放たれ、轟ごう音おんを立てて鉄砲が火を噴ふく。


    　おびただしい矢の雨が、王子に降り注ぎ、無数の鉛玉が王子へと飛んでいく。


    　王子は、それによって粉こな微み塵じんになってしまったかと思われた。


    　だが、硝しよう煙えんが風で吹き飛ばされた後、そこには、何事もなかったかのように駆け続ける王子の姿があった。


    　当たらなかったのだ。一発も。


    　真壁軍の射撃は止まらない。雨あられのごとく飛来する矢と鉛玉の中、王子は、それを避よけようともせず、ただ真っ直すぐに駆けてくる。


    　不思議なことに、矢も、玉も、王子と、それを乗せる白馬に掠かすりもしない。


    　矢や玉のほうで避けて通っているようにすら見える。


    「なぜだ！　おかしい！　おかしいぞ！」


    　弓隊、鉄砲隊の大将たちは、何が起こっているのかわからず混乱する。


    　王子の純白の姿が目前へと迫ってきた。


    　弓隊と鉄砲隊が後退し、槍やりを手にした足軽や騎馬武者が前進を開始する。


    　怒ど濤とうのごとく突撃してくる赤備えの鎧よろい武者たちに、王子は真っ向から飛び込んでいった。


    　次々と突き出されてくる白刃の中、王子は、それらに一切目をくれることもなく。悠然と駆け抜けていく。


    　槍やりが、野の太だ刀ちが、長なが巻まきが次々と空を斬きる。


    　矢や鉄砲と同じである。何百何千という足軽たちの攻撃は、すべて王子の身には届かない。なんだか実体のない風のようなものにでも斬りつけているような感覚を覚えてくる。


    　それも、ひどく香かぐわしい風！


    　王子の駆け抜けた後の武者たちの顔は、うっとりとした恍こう惚こつの表情へと変わっていた。


    　万の軍勢をなんの障害にもせず王子は突き進む。


    　間もなく飢き餓が城じようの城門へと[image: ]たどりつこうという時、ようやく王子の進撃が止まった。


    「出ましたね……」


    　精せい悍かんな眉み間けんに不快の色が浮かんだ。


    　きゅいいん……ずずん。きゅいいん……ずずん。


    　固く閉ざされていた巨大な城門が、内側よりゆっくりと開かれていく。その奥より出現したのは、それ自体、城のごとく巨大な二つの影だった。


    　深紅と濃紺の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ二体の鬼神。


    「闇あん夜や軒けんと電でん奇き坊ぼうだ！」


    　万の兵が、慌てて退ひいていく。人智を超越した戦せん鬼きどもの巻き添えを恐れたのだ。


    　ただ一騎、広い荒野の中心に踏みとどまった王子だけが、ぽつんと二体の鬼と対たい峙じする。


    「鬼き道どう戦せん鬼き。楕だ円えん銀河ＮＧＣ四二六一の中心部分、ブラックホールに生息する魂持たぬ仮想生命。歪ゆがめる者。魔女の使い魔。ここは、おまえたちの存在していい宇宙ではありません。おまえたちの存在は、この宇宙の物理法則を乱す。八〇〇光年の果てに、消え去りなさい！」


    　王子の言葉を聞いていないのか、聞いていて黙殺しているのか、二体は、前進を開始した。


    　その瞳の部分が強く輝きはじめる。


    　管領軍を壊かい滅めつさせた怪光線を王子一人に向けて放とうとしているのだ。


    　王子は、逃げようともせず、己おのれの眼前に剣を垂直に立てる。まるで祈るような構え。


    　妖よう星せいのごとく闇夜軒の瞳が煌きらめいた。高速の破壊光線が、王子に向かい放射される。


    「はっ！」


    　王子の鑿のみを打ち込むがごとき鮮烈なひと声。刀の一振り。


    　その一振りが、怪光線を弾き返した。さながら飛んできた毬まりを棒で打ち返すように！


    　激しい爆音。続いて上がる爆炎。


    　爆炎は、闇夜軒の立っていた場所で、上がっていた。


    　黒々と立ち上る煙の中、上半身を失った闇夜軒の巨体が、見え隠れしていた。


    　弾かれた怪光線は、そのままそれを放った闇夜軒へと直撃していたのだ。強固な鬼の装甲も自らの放つ熱線には、耐えきれなかったのだろう。


    　それを見守っていた武者たちは、言葉を失っていた。彼らは、何度となく鬼たちの放つ光線の威力を目にしてきた。それは、何千という軍隊を撃退し、山も城も一瞬にして消滅させた。


    　それをたった剣一本で弾き返すなどと……！


    「神……」


    　誰かが呟つぶやいた。


    　日本やまと武たけるの尊みこと、鹿か島しま大だい明みよう神じん、香か取とり大明神、摩ま利り支し天てん、毘び沙しや門もん天てん、帝たい釈しやく天てん、八はち幡まん大だい菩ぼ[image: ]さつ……。


    　普段彼らの崇すう拝はいする戦神たちの名が次々と浮かび、馬上の王子の姿と重なった。


    　炎の中、闇あん夜や軒けんが崩れていく。撃ち抜かれた甲かつ冑ちゆうの中には、何も入ってはいなかった。そこには、虚空があるばかりだった。


    　王子が再び疾しつ駆くしはじめる。


    　その王子を迎え撃つように、立ち上る黒煙の中より飛び出してきた禍まが々まがしい姿があった。


    　鬼き道どう戦せん鬼きの残る一体、電でん奇き坊ぼうである。


    　ぶんっ！


    　電奇坊は、大地を削けずるように金かな砕さい棒ぼうを振るう。


    　王子を乗せた白馬が、高く跳んでそれを躱かわす。


    　闇夜軒の二の舞いを演じるのを恐れてか、光線を放つことはせず、電奇坊は、金砕棒での直接攻撃を開始した。


    　長大な金砕棒を竜巻のごとく振り回し、薙なぎ、振り下ろし、突いてくる。


    　巨体とは思われぬ敏びん捷しような動き。武者たちは、この鬼がこんなに素早く動けることを初めて知った。ただの怪力ではない。その動きは、超一流の杖じよう術じゆつ家のそれであった。


    　金砕棒が、振るわれるたびに旋風が起こり、大地を擦さい過かすれば地震が起こる。


    　あんなものが、掠かすりでもすれば、肉体は微み塵じんに砕けてしまうだろう。


    　王子を乗せた白馬は、電奇坊の猛攻を巧たくみに躱してゆく。人馬一体となった見事な操馬術。


    　金砕棒を振り上げた電奇坊の股また下を疾風のように白馬が駆け抜けた。その一瞬、王子の剣が煌きらめきを放つ。


    　背後に回った王子を振り返ろうとする電奇坊の身体からだが傾いた。


    　その右足が切断されている。電奇坊は、均等を崩し、膝ひざをつく。


    　あれほど強固であった電奇坊の装甲を王子の神剣は、容易に切り裂さいていたのだ。


    「アンドロメダ流剣法〈光こう速そく超ちよう分ぶん子し振しん動どう切せつ断だん剣けん〉」


    　そう言い放つ王子に、なおも電奇坊は、突きを放とうとした。


    　白馬が、驚くほど高く跳躍し、怒ど濤とうの突きを躱す。さらに、その背から王子が跳躍する。


    　合かつ羽ぱを翼のようにはためかせ、あたかも白鳥のごとく電奇坊に向けて飛来する王子。


    　刃は、真下、すなわち電奇坊の脳天へと向けられていた。


    　落下の勢いのまま王子の細剣が電奇坊の頭頂へ深々と突き刺さる。


    　巨獣の嘶いななきのごとく、低く遠くまで響く悲鳴が電奇坊の兜かぶとより迸ほとばしった。


    　一度、大きく身体を仰のけ反ぞらせると、その巨体が、石化したように活動を停止する。それきり電でん奇き坊ぼうは、巨大な鉄の彫像と化し、二度と動くことはなかった。


    　王子は、電奇坊の頭上より飛び降りると、先を急ぐように白馬に跨またがり駆けだした。己おのれの仕留めた二体の鬼には、一いち[image: ]べつもくれることなく。


    　未いまだ立ち込め続ける爆炎の先へと駆け去っていく白馬の勇士を万の武者たちは、唖あ然ぜんとしたまま見送った。一人として追撃しようとする者はいなかった。


    



    三


    「うっそぉ。鬼き道どう戦せん鬼きがこんなあっさりやられちゃったぁ。うっそぉ。うっそぉー」


    　鏡に顔を寄せる魔女は、言葉と裏腹になんだか楽しげである。


    「よかったわねぇ、子こ栗り鼠すちゃん。王子様、ここまでやって来るかもしれないわよぉ」


    　鳶とび丸まるも驚いていた。王子が強いのは知っていた。だが、よもやここまでとは、思っていなかった。圧倒的な戦闘能力を誇る鬼神たちをこうもあっさり討って捨てるとは。


    「だ　け　ど」


    　魔女は、不気味に呟つぶやくと、傍かたわらの鏡に邪悪な流し目を送る。


    「綺き羅ら星ぼし」


    　魔女の呼びかけた鏡の中には、異様なものが映り込んでいた。陽炎のような妖よう気きがむんむんと立ち上っている。心霊体験でもしたかのように、鳶丸の白い肌に悪寒が走った。


    「ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    　鏡に映り込んだ怪人。気味の悪い声を上げたのは、猿さるのように身を屈かがめた、さらし木も綿めんの醜みにくい妖よう怪かい、綺羅星一いつ羽ぱである。


    「おいで綺羅星」


    　魔女が手招いた。綺羅星が、水面より浮かび上がるように鏡面より[image: ]はい出してくる。妖よう異いな光景に、鳶丸は、頭がおかしくなりそうだった。


    　綺羅星は、従順な飼い猫のように、頭部を魔女へとすり寄せる。魔女は、それを優しく撫なでてやる。


    「綺羅星。かつて、おまえの顔は、その名、綺羅星のごとく美しく輝いていたわ。呪のろいをかけられ、フォーマルハウトに幽閉されていたおまえを助けてやったのは、だぁれ？」


    「ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    「そう。いい子。私よね」


    　魔女は、満足げに頷うなずく。


    「ご褒美よ。おまえの顔にかけられた呪いを解いてあげる」


    　魔女が、綺羅星の顔面へ、掌てのひらを当てる。


    「鏡よ、鏡。鏡さん。この世で一番美しいのはだぁれ？」


    　呪するとともに、綺羅星が悶もだえ苦しみはじめた。まるで瘧おこりでも起こしたかのように、綺羅星の全身が、痙けい攣れんを開始する。やがて、ひとしきり悶もだえると、壊れたように、動きを止めた。


    　はらはらと、綺き羅ら星ぼしの顔を覆おおい隠していたさらしが、花弁のように落ちる。


    「おお……おお……」


    　戸惑うようなその声は、綺羅星のものであった。先ほどまでの嗄しわがれた唸うなり声とは、似ても似つかぬ澄んだ精せい悍かんな声。


    「綺羅星。王子様をお迎えしてさしあげて」


    「王子……光の国……アンドロメダ流……ぎぎぎ」


    　綺羅星の声が、激しい闘志と憎しみに歪ゆがんだ。


    



    　王子は、飢き餓が城じよう内を駆けていた。


    　ここまで王子を乗せてきた白馬は、外に待たせてある。


    　天然の岩山を利用して作られた飢餓城は、岩山の中に掘られた人工の洞どう窟くつと一体となっていた。複雑に入り組んだ城内は、明かり取りがほとんどなく、昼間だと言うのに、薄暗い。


    　点々と燭しよく台だいが等間隔で並ぶ廊下を王子は、迷いなく突き進む。


    　途中、幾人もの侍たちが現れ、王子に斬きりかかってきたが、例のごとくその刃は、王子の身には届かない。王子は、侍たちがまるで存在しないもののごとくただ走っていった。


    「現れたな！」


    　ふいの可か憐れんな声に、王子は、足を止めた。


    　廊下の角より、わらわらと姿を現したのは、五人の少年たちであった。まだ年頃、十一、二と言ったところだろうか。いずれも少女と見み紛まがうばかりの美童である。緊張に手を震ふるわせ、健けな気げにも抜き身の刀を王子へと向けてくる。


    　おそらく、真ま壁かべ弾だん正じようの側そば近く仕える小こ姓しよう衆であろう。


    「くせ者め！　殿には近づかせぬぞ！」


    　やーっ、と言いながら一人が斬りかかってくる。だが、まだ、重い太刀の扱いに不慣れなようで、体勢を崩し、転びそうになる。王子は、素早く、その小さな身体からだを抱きとめる。


    「はっ、放せ！」


    　少年は、王子の腕の中でしばし身悶えたが、自分を覗のぞき込む美しい顔を見ると、頬ほおをぽっと赤らめ、大人しくなった。


    　他の少年たちも同様である。王子が、そちらに視線を向けると、一様に顔を赤らめて、瞳を潤うるませ、もじもじと内うち[image: ]ももをすり合わせはじめた。


    　王子の美び貌ぼうの前には、多感な思春期の少年など一たまりもない。


    「通りますよ」


    　王子は、優しげに微ほほ笑えんで、小姓たちの群れを掻かき分けて進みはじめた。


    　その時である。


    「ぎっ、ぎっ、ぎっ……」


    　天守への階段の先、闇やみの奥より、唸うなりにも似た声が聞こえてきた。


    　空間を歪ゆがめるような濃密な妖よう気きが、むんむんと漂ただよってくる。


    　きらり。


    　暗がりで、一瞬、何かが煌きらめく。


    　次の瞬間、ものすごい斬風が、王子へと襲おそいかかってきた。


    　王子は、刀を盾たてにして、すんでのところでその攻撃を受け止める。


    　重い反動とともに、その一瞬、水面が揺れるように空間に波紋が走った。時空ごと王子を切断しようとする、今までの侍たちの剣とは、物理法則を異にした一撃であった。


    「これは……やはり、アンドロメダ流……？」


    　王子の沈着であった顔に驚きが浮かぶ。


    　小こ姓しようたちが、ひぃ、わぁ、などと遅れて悲鳴を上げる。少年たちは、身を戦慄わななかせ、闇の奥へと恐怖の視線を集めた。


    　ゆらり。


    　ぬかるみに顔料が滲にじむように一つの人影が闇より湧わき出した。


    　紫色の陣じん羽ば織おりに裁たつ着つけ袴ばかま。抜き身の長刀を右手に無造作にぶら下げている。水に濡ぬれたようにてらてらと輝く漆しつ黒こくの長髪。燃えるような灼しやく眼がん。青白い顔は、野生の獣けもののごとき凶暴さを秘めながらも、彫ほりの深い絶世の美び貌ぼうであった。その美しさは、対たい峙じする王子に勝るとも劣らない。だが、王子のそれが、光を放つようであるのに対して、この人物は、深しん淵えんのような陰々とした美しさなのが、なんとも対照的である。


    　その人物が姿を現すとともに、怯おびえ引きつっていた小姓たちの顔が、うっとりとしたものに変わっていった。中には、息を荒らげ、溜ため息いきを繰り返す者までいる。ふいに出現したその人物の美貌に魅せられてしまったのだ。


    「アンドロメダ流免許皆伝。綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱ。またの名を〈魚座の剣鬼〉。ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    　不敵な笑みを口元に浮かべつつ、その人物は、そう名乗った。唸うなるような声を上げるその瞬間のみ、男の秀しゆう麗れいな顔が、嫌いやらしく歪む。


    「魚座の剣鬼……！　では、貴男あなたが……！」


    「左様。わしは、かつて光の国の王族であった。ちょうど、御おん身みの再従弟兄はとこに当たるかな」


    　綺羅星は、忌いま忌ましげに王子の顔へ鋭い視線を投げる。


    「魚座の剣鬼。アンドロメダ流の麒き麟りん児じ。兵法の道を追求するうちに魔剣へと堕し、殺さつ戮りくを繰り返した。その罪で、容よう姿しと心に呪のろいをかけられ、フォーマルハウトに幽閉されていたはず」


    「我が兵法を魔剣と罵ののしるか王子よ」


    　綺羅星の声には、静かながら深い憎しみが込められている。


    「美を剣力へと転化する剣術、アンドロメダ流。位の流りゆう麗れいさで知られる剣流だが、所詮、剣術とは、殺人術にほかならぬ。いくら流りゆう麗れいさが売りとはいえ、その極意は、結局のところ殺傷の中からしか見いだせぬのだ。結果、わしは、アンドロメダ流の剣術を一歩も二歩も先へと推し進めた。わしの殺人剣こそが、正剣。心法に堕し、停滞を続ける今のアンドロメダ流こそ魔剣である。だが！」


    　綺き羅ら星ぼしは、語気を荒らげた。


    「それを理解できぬ御身ら光の国の者どもは、わしを魔に魅入られたとし、呪のろいをかけ、幽閉した。王族の誇りともいえる美び貌ぼう、そして正気すらも奪い去って！　わしを解放したのは、皮肉にもアンドロメダ流の宿敵、魔女であった。わしは、理解したぞ。真の兵法の理解者は、光の国の者ではなく魔女であったと！」


    　綺羅星が、長刀を片手持ちにし、その切きっ先さきを王子へと向ける。それに答えるように王子もまた刀を構えた。双方とも刀を持つ手の小指が立っている。


    　漆しつ黒こくの王子。黄金の王子。闇やみと光の二王子は、鏡に映したように同じ構え。


    　事態を把握できぬ小こ姓しようたちは、二人の麗人のどちらに見み惚とれてよいものか戸惑うように視線を右に左に彷徨さまよわせている。


    　綺羅星は、[image: ]ちよう笑しようの色を口元に浮かべた。


    「なかなか美しい位ではないか。だが、所詮上っ面だけのもの。美とは、醜悪さの上に成り立つものよ。温室育ちの美貌など、この銀河の汚お穢わいも邪悪も全て知ったわしの美び気きには、遠く及ばぬ」

  


  [image: ]



  
    「果たしてそうでしょうか？」


    　王子は、挑むようにそう言った。


    「一皮むけば汚お穢わいと邪悪の詰まった美こそ上っ面。真の美とは、内より滲にじみ出るもの。外見を美しくしたところで光持たぬ心中の醜悪は、薄い皮などたちどころに侵食し悪あく辣らつな姿を現します」


    　王子の言葉を受け、綺き羅ら星ぼしの眉み間けんに微かすかな不快の色が刷はかれた。


    「試してみればわかること」


    　それきり両名は、沈黙した。


    　寸分も動かぬ二体。だが、その身より、空間を揺らめかすような闘気が[image: ]あふれ出してくる。


    　闘気？　否いな。それは、美び気きであった。


    　王子の身体からだより、きらきらと新星群のごとき光の美気が。綺羅星の身体より、むんむんと暗黒星雲のごとき闇やみ色いろの美気が。


    　二つの美気は、お互いの領域を侵略しようとぶつかり合い、中間で押し合い、一進一退を繰り返す。それは、この世ならぬ美と美との戦いであった。


    　小こ姓しようたちの顔が、酒に酔ったように虚うつろになる。それぞれ成分の異なる美の霊力に魅惑され正気が失われてきていたのだ。


    　二人の小姓が、王子に目を奪われている。二人の小姓が綺羅星に目を奪われている。それぞれ、自分の崇すう拝はいし、恋慕したうべき男を選択したのだ。残る一人の視線が、どちらとも決まらず、中空を彷徨さまよう。


    　右手に、天界の使者と思われる美び貌ぼうの男。左手に、魔界の貴人と思われる美貌の男。


    　果たして、己おのれは、どちらを選択すべきか。どちらがより気高く美しいか。


    　小姓の思考は、迷い、混乱しているようであった。


    　が、それは、ほんの僅わずかな時間。間もなく、その瞳がある一点で停止した。


    　右手──光り輝く王子のもとで。


    　途端。王子と綺羅星が同時に動作した。


    　床板を蹴けり、流星の疾はやさで、二つの身体が駆け抜け、交差する。


    　激しい光と闇の激流。


    　小姓たちは、強い力の大波に瞼まぶたを閉じた。


    　荒波が過ぎ去り、目を開けると王子と綺羅星は、四間（約七・二メートル）ほど距離を置き、背を向け、刃を振り上げた態勢で停止していた。


    「ぎっ、ぎぎぎ……」


    　綺羅星の口より、微かすかな唸うなりが漏もれる。唸りを追いかけて、その口より赤いものが[image: ]れ出た。


    　綺羅星は、人形のように首を[image: ]ねじると、憎々しげな視線を王子の背中へと向ける。


    「ばかな」


    　と言う、綺き羅ら星ぼしの断末魔は音声にならず、その身体からだが、崩れていった。


    　綺羅星が魅了した小こ姓しようは二人。王子が三人。


    　小姓一人分、王子のほうが美しかった。


    　勝敗を分けたのはその僅わずかな美しさの差であった。


    「貴男あなたの薄っぺらな美しさなんて、必死で生き切った蛾が彩あやさんの美しさには、及びませんよ」


    　言い捨てると、王子は、綺羅星の骸むくろを二度と顧かえりみることはなく歩み出していた。


    



    四


    　どたどたと足音慌ただしく階段を駆け上がってきたのは、顔がん面めん蒼そう白はくの真ま壁かべ弾だん正じようであった。


    「姫！　逃げるぞ！　撤退じゃ！」


    「撤退ぃ？」


    　焦あせり、慌てている弾正に対して魔女の声は、実に冷ややかだった。なんともつまらなそうな顔で、筆に似た道具を使い、爪の手入れなどしている。


    「そうじゃ。電でん奇き坊ぼうも闇あん夜や軒けんも……綺羅星までも討たれてしまったのだ！　美しい姿をしているが、あれは鬼神の化身じゃ！　誰もあれには勝てぬ！」


    「ふーん」


    　姫は、他ひ人と事ごとのような態度で、今手入れしたばかりの爪を灯にかざして見ている。


    　弾正は、苛いら立だって声を荒らげた。


    「間もなく貴奴は、ここに[image: ]たどりつく！　早く引かねばならぬのだ！」


    「うっさいなぁ。逃げるだ？　撤退だ？　引くだ？　どんだけ根性ないわけぇ？　鬼き道どう戦せん鬼きと綺羅星がやられたぁ？　どっちも私が貸してやったやつだろ馬鹿。あんた、私がいなきゃなんもできないの？　逃げるなら一人で逃げなよ。こうなることぐらい、予想できてたっつうの」


    「よ、予想できていただと？」


    「うん。そろそろこの城にもあんたにも飽きちゃったしぃ。この辺で滅んでもらおっかなぁ……なんて」


    「そんな。そんな……」


    　弾正の身体が震ふるえた。蒼あおい顔は、土気色に変わり、今にも卒倒しそうである。そんな弾正に、魔女は、非情にも冷たい言葉を投げる。


    「ねえ。あんた。逃げるってどこに逃げるのよ？　この国の連中だけじゃない。周りの国でもあんたは、嫌われもんなのよ。綺羅星も鬼道戦鬼もいない丸裸のあんたなんて、たちまち捕まって嬲なぶり殺しでしょうねぇ。もうあんたは、終わってんの。わかるぅ？」


    「頼む。わしについてきてくれ。また鬼道戦鬼や綺羅星のような魔物を呼び出してくれ」


    「えぇぇー？　やぁだぁ。もうあんたには飽きたっつってんじゃん」


    　それを聞くと、弾だん正じようは、膝ひざを落とし、ぽろぽろと涙を零こぼした。


    「あらあらあら。泣かないの。あっ。噓うそ。泣いていいわよ。また一人、私のために男が涙を流す。ああぁ。ひ　げ　きっ」


    　鬼と呼ばれた弾正が、女に取りすがり、涙する姿を鳶とび丸まるは、恐怖とともに見つめていた。


    「さあて。次は、どこに行こうかしら。管領家に行くのもいいわねえ。それとも将軍様のところ？　有名無実の将軍様なんてつまらないかしらねえ。やっぱイチオシは、織お田だかな？」


    　くすくすとお気に入りの着物でも選ぶ時のように、魔女は、思案してみせる。その態度をもってして弾正の心をいたぶっているのだ。弾正の嗚お咽えつが強くなる。


    （こいつは、魔女だ。名の通り、本物の魔女だ。人に、城に、国に寄生して、その国を滅ぼし、次の国、次の国へと移ってゆく。まさに魔性だ。いてはならない存在だ）


    　鳶丸は、強い嫌悪を顔に表わし、魔女の横顔を睨にらむ。


    「で。子こ栗り鼠すちゃん」


    　魔女が、もう弾正には興味が失うせたといった風に鳶丸に視線を向けた。


    「これから王子様が、ここにやって来てくれるわけだけど……」


    「おまえなんか王子様が退治してくれる！」


    　みなまで言わせず、鳶丸は、吼ほえた。


    　魔鏡を通して今までの王子の勇猛な戦いぶりを見て来た鳶丸は、気が強くなっていたのである。巨大な鬼や妖あやしい剣士を難なく倒してのけたのだ。あの正義の王子様が必ずや、この毒婦を滅ぼしてくれるに違いない。


    「うふふ。まだ元気ね。それでいいわよ。でもね。本当に、王子様は、私を倒せると思う？」


    「当たり前だ！」


    「ふぅーん」


    　魔女の顔は、さも愉快そうである。


    「子栗鼠ちゃん忘れたの？　王子様は、私の忍法には手も足も出なかったのよ」


    　鳶丸は、はっ、とした。


    「見て。子栗鼠ちゃん。この部屋いっぱいの鏡を。これ、全部、妖よう力りよくを秘めた魔鏡や霊鏡よ。裏の森でみせた〈空くう間かん湾わん曲きよく魔ま鏡きよう〉なんかよりも強力なものもここには[image: ]そろってるわけ。それでも勝てるかなぁ？」


    　鳶丸は、部屋じゅうを見回す。数百というおびただしい鏡が、不気味に犇ひしめいている。今は、静かに佇たたずんでいる鏡たちも、魔女が、呪じゆをかければ、ひとつ残らず強力な殺さつ戮りく兵器へ変身するのだ。


    （そうだ。鬼や妖剣士なんてこの魔女にとっては、小手調べに過ぎなかったんだ。はじめから魔女は、この鏡たちを使って王子様を倒すつもりだったんだ）


    　鳶丸の心に燃えていた王子への期待が一転し、その顔に不安の色が浮かぶのを抑えることができなかった。鳶とび丸まるの心中の変化を察したのか魔女は、うふふ、と笑って見せる。


    「でも、少し王子様とお話ししたいわねぇ。いきなりここの鏡でやっつけちゃったら、ろくにお話もできないじゃない。ちょっとだけお休み」


    　魔女が、指をぱちりと鳴らす。


    　今まで部屋じゅうを映していた鏡という鏡が、墨を流したように黒く染まった。途端に部屋が、暗くなったような気がする。鏡のものを映すという能力を沈黙させたのだ。


    　だが、その沈黙は、抜刀する直前の[image: ]さや込めされた刀のごときもの。意気ひとつで、すぐにでも抜き放たれ、相手を斬きり伏せる。その瞬間を刻々と待つ、殺気を込めた沈黙である。


    （無理だ……。王子様は、勝てない。ダメだ。王子様。来ちゃダメだ！）


    　その時、ここ天守へと駆け上ってくる勇ましい靴音が響いてきた。


    「来たわね」


    　魔女が口辺を歪ゆがませる。


    　跳躍するように姿を見せたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの勇姿。


    「魔女！　悪行は、そこまでだ！」


    　なんともありきたりな台詞せりふを恥ずかしげもなく叫ぶその男は、言うまでもなく王子であった。


    　一瞬、おびただしい鏡の存在に気づき、眉まゆ根ねをぴくりと動かしたが、それが今、何も映していないことを悟ると刀の切きっ先さきを魔女へと向けた。


    「王子様！」


    　その颯さつ爽そうたる姿に、鳶丸が、目を輝かせた。だが、その輝きは、すぐさま不安に曇る。


    「ダメだ！　逃げて！」


    　そう。今、現れたばかりの王子は、すでに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機に陥っているに等しかったのだ。


    　王子が魔女に刀を突きつけているように見えて、その実は、魔女のほうこそ、王子におびただしい鏡を突きつけているのである。


    　王子もそれに気づいているようだ。その証拠に、王子のこめかみには一ひと筋すじの汗が流れている。


    「王子様。お待ち致しておりました」


    　魔女が、さも貞てい淑しゆくそうにそう口にする。


    「さあ。この悪党を討ち取って私をこの城から救い出して」


    　そんな戯たわむれを言いながら、魔女は、まだひくひくと嗚お咽えつを上げる弾だん正じようを掌てのひらで指してみる。


    　もとより、王子はそのような戯れに付き合う気はない。きりりと眉まゆ尻じりを引き締め、魔女を睨にらみつける。


    「鳶丸を解放しなさい」


    　強い口調でそう言う。それを聞いて魔女は、吹き出した。


    「あははっ。解放？　するする。だってこの子こ栗り鼠すちゃんは、王子様をお招きするための餌えさだもん。もう用なし。まさかこの子を人質かなんかにすると思ったの？　そんなものいらないわ。だって王子様弱いしぃ」


    「いいから早く解放しなさい！」


    　王子の口調に珍しく苛いら立だちが宿った。魔女は、その苛立ちを[image: ]あざ笑わらうように言葉を続ける。


    「でも。どっしよっかなあ。ねえ。どっちが悲劇的だと思う？　子こ栗り鼠すちゃんの前で王子様を殺すのとぉ、王子様の前で子栗鼠ちゃんを殺すのぉ」


    　魔女の白い手が、毒どく蜘ぐ蛛ものように鳶とび丸まるのむちむちした太ふと[image: ]ももに伸びる。


    　王子は、くっ、と苦渋を発すると、刀の柄に手を掛け、魔女へ向けて飛び出そうとした。


    　途端。魔女の大きな瞳が、かっと眩まばゆく光を放つ。それに呼応して、部屋じゅうに犇ひしめく無数の鏡たちが、一斉に輝き出した。


    　強力な光線群は、衝撃となって王子の身体からだを弾き飛ばし、壁へと激突させる。


    「王子様！」


    　それは、鳶丸が危き惧ぐしていた光景であった。


    　王子の美び力りよくを倍増させて反射する恐ろし鏡の妖力。それが今解き放たれた。しかも以前飢き餓が城じよう裏の森で鳶丸が見たものよりも強力である。魔女が先ほど口にしたように、ここに[image: ]そろった魔鏡は、森で見せたものよりも一段強い霊力を有しているのだ。


    「ひえっ！　ひぃえええっ！」


    　めそめそ泣いていた弾だん正じようが、魔女の見せた妖よう術じゆつの威力に怯おびえ驚き、悲鳴を上げて後ずさる。その股こ間かんがじっとりと濡ぬれ、湯気を上げていた。


    「まっ、魔女ぉぉぉ！」


    　今いま更さらのように叫ぶと、弾正は、無様に天守の階段を転げ降りていく。


    　それには、一いち[image: ]べつもくれず、魔女がゆるりと立ち上がった。


    「決めた。子栗鼠ちゃんの目の前で、王子様を殺しちゃお」


    「やめろっ！」


    　肌に食い込む荒縄の痛みにも構わず、鳶丸は、身を[image: ]よじり叫んだ。その顎あごを魔女の手ががっしと掴つかむ。


    「安心して子栗鼠ちゃん。貴方あなたは、王子様が死んじゃうまで生かしておいてあげる。よく見るのよ。愛いとしい王子様が嬲なぶり殺しにされるのを」


    　魔女は、鳶丸の顎より手を離すと、ひらひらと掌てのひらを振った。それを合図に、部屋じゅうの鏡という鏡が、ゆっくりと浮遊し始める。


    　物言わぬおびただしい鏡が、鏡面を王子に向け、不気味に姿を映す。


    　よろめきながらも、王子は、刀を杖にして立ち上がると、果敢にも再び刀を構える。その姿は、牛車に立ち向かう蟷かま螂きりのように無謀なものに見えた。


    「鏡よ鏡。鏡さん」


    　魔女が呪じゆするとともに、再び鏡が熱線の照射を開始する。


    　王子は、壁沿いに駆けて破壊光線から逃のがれた。王子の駆けるのに合わせ、鏡たちは、角度を変え、追撃する。光線を浴び、焦こげ臭くささとともに、王子を追って天守の壁に穴が開いていった。


    　何度か、魔女へと決死の斬きり込みをかけようと隙すきを窺うかがうが、間断ない光線によって叶かなわない。王子は、光線を逃れ、魔女を中心にして、天守の隅から隅へと回ることしかできない。


    　だが、それも長くは続かなかった。やがて王子の動きに明らかな疲労の色が見えはじめる。


    　ついに王子の足がもつれた。


    　その隙を鏡たちは逃さない。王子目がけて、死の熱線を浴びせかける。


    「ぐあああっ！」


    　鏡たちの一斉照射に王子は、身をくの字に曲げてのたうち回った。転げて、光の範囲から逃れるが、すかさず鏡は、王子を追う。


    　焼かれては、逃れ、焼かれては、逃れを繰り返す王子。


    　魔女の宣告した通り、まさしくそれは嬲なぶり殺しの光景だった。


    　王子の煌きらびやかな衣装は、焼け焦げ、その頬ほおにも赤い火傷やけどが浮いてくる。これが、全て自身の美しさの力が跳ね返った結果とは皮肉である。


    　王子の身体からだは、みすぼらしく焼け爛ただれ、王子という名が似合わぬ、物もの乞ごいのような姿に変わっていく。その様は、王子が鏡によって美を吸い取られていくかのように鳶とび丸まるの目には映った。


    「もうやめて……」


    　鳶丸の力ない声は、執しつ拗ように攻撃を続ける魔女ではなく、ここまでされてなお闘争の意思を捨てない王子に向けられた言葉だった。


    （光があれば人は、起たつ）


    　王子は、かつて鳶丸にそう言った。


    「ねえ王子様。王子様は、みんなの光だったよ。だからみんな起ったんだ。でも王子様。王子様は、いったいどうして起つの？　王子様は光がないのにどうして起てるの？　自分だけが、みんなの光になって、みんなに光を分け与えて、王子様は、みんなに取られるばっかりじゃないか。ねえ。もうやめて。王子様だけが光にならなくていいんだよ」


    　独り言のようにそう呟つぶやく鳶丸の目め尻じりより、つっと一ひと筋すじの涙が落ちた。


    　ついに王子は、逃げることもできなくなり、その場に倒れた。


    　魔女が、ぱちんと指を鳴らす。鏡たちが、照射を停止し、再び鏡面が闇やみ色いろに染まる。


    　王子は、立ち上がることができないでいた。全身より、ぶすぶすと煙が上がり、それでも魔女へと向かおうという意志が、指先を僅わずかに動かしている。が、所詮、虫の息であった。


    　魔女は、大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「ちょっとちょっとぉ。王子様ったら、だらしなさすぎない？　一度、私の忍法は、見てるでしょう？　少しは、作戦練ってきてよね。まさかなんの考えもなしに、ここに乗り込んできたわけ？　光の国の王族ってそういうところあんのよね。根性とか、勇ゆう敢かんさとかでなんとかなると思い込んでる感じ。あっけなさすぎよ」


    　魔女が、心底呆あきれたといった風にそう王子を罵ののしる。


    「つまんなーい。もう死んじゃえ。鏡よ鏡……」


    　魔女は、最後の止とどめとばかりに、再び鏡の妖よう術じゆつを発動させるため、呪じゆしはじめる。


    「策なら……ありますよ」


    　王子が呻うめくように言った。魔女が中途で、呪文を止やめる。


    「あら。何それ？　こっわーい。何々？　おせーてぇ」


    「……」


    　王子の沈黙を魔女が鼻で笑う。


    「言うわけないわよね。それとも、ただのはったりぃ？　まぁ、どっちでもいいわ。だいたい予想ついてるしぃ」


    　魔女が口元を大きく歪ゆがめる。


    「その策見せてみなさいよ！　鏡よ鏡。鏡さん！　世界で一番美しいのは、だぁーれ！」


    　魔鏡たちが再び輝きを放った。倒れる王子へ向け、一点集中の強烈な破壊光線を発射する。


    　途端。虫の息かと思われた王子の身体からだが、瞬時に跳ね起きた。


    「アンドロメダ流剣法〈銀ぎん河が反はん分ぶん子し水すい鏡きよう剣けん〉！」


    　王子の刀が一瞬にして鏡面のごとく澄み渡る。


    　魔鏡より放射された光線が全て王子の剣へと吸い込まれ、一瞬、ぼっ、と輝いたかと思うと、一気に魔女へ向け、その攻撃的エネルギーを反射させた。怪光線が魔女の華きや奢しやな身体に一いつ閃せんの光の矢となってぶつかっていく。


    　が。


    「や～っぱりね！　それ予想してたぁ！」


    　魔女の前面に、瞬時に鏡たちが集結し、障しよう壁へきを形づくる。王子の反射させた光線は、鏡の作り出した巨大な盾たてに衝突して虚むなしく飛散した。


    　だが。


    「私も予想していましたよ！」


    　王子の狙ねらいは、魔女ではなかった。王子は、魔女の目前で、力強く床を蹴けると、その上を飛び越える。その先には、荒縄に縛られた鳶とび丸まるが。


    　王子が、刀を一振りすると、鳶丸を拘こう束そくしていた縄がひらりと落ちる。


    「しまった！」


    　王子は、鳶丸の裸身を抱きかかえると、天守の壁に開いた穴から外へと身を躍らせていた。


    



    　二人の身体は、屋根から屋根へともつれ合い、転がり落ちていった。やがて、板屋根をぶちやぶり、武器庫と思われる小さな蔵に落下する。


    　痛みに耐えながら、鳶とび丸まるは身を起こす。だいぶ高い場所から転げ落ちてきたはずなのに、擦すり傷や打ち身程度しか負っていない。傍かたわらを見れば、王子が端たん正せいな顔を苦痛に歪ゆがめ、身を横たえている。落下の衝撃を全て王子が庇かばってくれていたのだ。


    「王子様。大丈夫？」


    　その鳶丸の問いに、王子は無理に微ほほ笑えみを作って答えてくれた。全身が火傷やけどで黒ずみ、片方の腕を押さえている。腕の骨を折っているのかもしれない。到底大丈夫とは言えない状態であった。


    「鳶丸……無事で……よかった」


    　ようやく王子が口にした言葉がそれであった。


    　ふと、傍らを見ると、無む惨ざんに二つに折れた王子愛用の細刀が転がっている。


    「刀が」


    　王子が痛々しい笑みを浮かべる。


    「魔女の力に耐えきれなかったようですね……」


    　それだけ言うと、王子は、よろよろと立ち上がろうとする。その瞳には、いまだ消えぬ不ふ屈くつの闘志が宿っていた。傷つき刀折れ、なおも魔女と戦おうとしているのだ。


    　鳶丸は、その肩を押さえた。


    「もういいよ。もう十分だよ。どうして王子様がそんなにまでして戦わなければならないの」


    　鳶丸は、王子の広い背に額ひたいを埋うずめ、さめざめと泣いた。


    「逃げよう。逃げてもいいよ。王子様には光がない。起たてないよ。王子様だけがどうして光にならなきゃならないの？」


    　王子は、しばらく黙していた。長い沈黙の後、王子は、ぽつりとこう口にした。


    「私は、噓うそつきです」


    「え？」


    「覚えていますか。私は、みんなを守ると言いました。だけど……」


    　寂じやく邨そん坊ぼう、蛾が彩あや、農民たち、野武士たち、少女剣士たち……。王子を慕したい、蘭らん平ぺい寺じにつどった者たちは、みな、二匹の鬼と綺き羅ら星ぼし一いつ羽ぱによって滅ぼされた。その様子を鳶丸は、魔女の魔鏡の映像によって知っていた。


    「こんな私なんかを光と慕う彼らを守ってやれなかった」


    「王子様のせいじゃないよ。どうしようもなかったじゃないか！」


    　王子は、静かに首を振る。


    「いいえ。私が現れなければ彼らは、命を落とすことはなかった。もう私を光と慕う者は、誰もいません。だから、私は、私にとっての最後の光を守らなければならないのです」


    「王子様にとっての光？」


    　王子は、小さく微ほほ笑えむと、鳶とび丸まるに向き直る。


    　もうぼろぼろで、疲れたようになっている王子の、その瞳だけは、出会った時と変わらぬ澄んだ蒼あお色いろだった。


    「私にとっての光……それは、鳶丸。貴男あなたです」


    　鳶丸は、一瞬、何を言われたのかわからず、呆ぼう然ぜんとした。


    　呆然としたままの鳶丸を置いて、王子は、すっくと立ち上がる。


    「この星に来て、私は、鳶丸によって救われました。鳶丸は、この星に来てからの私の一番の光でした。だけど、私は鳶丸を不幸にしてしまった。だから、これがせめてもの恩返しです。さようなら。鳶丸」


    　王子は、蔵の戸を押し開けて外へと出ていく。よろめきながら遠ざかっていく後ろ姿を鳶丸は、ただ見つめていた。それは、死期の迫った動物が、死に場所へと向かおうとする姿に似ている。


    　鳶丸の中ではいろいろな想いが嵐のように浮かんでは消えていた。


    （王子様は、おいらを光と言っていた）


    （どうして？）


    （どうしてこんなおいらを？）


    （おいらは、誰にも必要とされない。誰も必要としない……そんなおいらを……）


    （おいらが光なんかで、あるはずがない……）


    （どうして王子様は、おいらを光なんて？）


    （王子様は、おいらが不幸になったって言っていた）


    （おいらが王子様のせいで不幸になった？）


    （本当にそうなんだろうか？）


    （そんなはずはない）


    （そんなこと絶対にない）


    （おいらは、王子様とずっと一緒にいたかった）


    （王子様を必要としていた）


    



    　──王子様は、おいらの光だった。


    



    　気がつくと鳶丸は、立ち上がり、叫んでいた。


    「王子様！」


    　王子の歩みが止まる。


    「王子様は、光だった！　光だったよ！　だからおいら起たてる！　起てるよ！」


    　王子の背中が微かすかに震ふるえる。笑っているとも泣いているともとれる震えだった。


    「そうですか……」


    　やがて、王子は、振り返る。風のように清すが々すがしい笑顔がそこにあった。


    「ならば私は無敵です」


    　決然としてそう宣言すると、再び、王子は鳶とび丸まるに背を向けた。焼け焦こげて、ぼろぼろになった合かつ羽ぱが翻ひるがえる。姿形は、みすぼらしく変わってしまっていたが、なぜかその姿は、今まで見たどんな王子よりも王子らしく、美しい姿に鳶丸の目には映った。


    「うっふっふっふ」


    　嫌いやらしい声が頭上から降ってくる。


    　そこに何百という鏡とともに、魔女の忌いま忌ましい姿が浮遊していた。


    「王子様。みーつっけた」


    　魔女は、王子の前方七間（約十二・六メートル）先にふわりと着地する。無数の鏡が、魔女を守護するように鏡面を王子に向け、配置につく。鉄壁の防御陣形である。


    　王子は、ただ魔女へ向かって直進を続ける。


    「でもね。もう私、眠くなってきちゃった。あんまり退屈なんだもの。それに期待に反して王子様って全然悲劇じゃない。そろそろお開きにしない？」


    　王子は、魔女の戯ざれ言ごとには一切耳を貸そうとはしない。強固な意志一つを持って歩き続ける。


    　魔女は、ちっ、と一つ舌打ちすると、今までで最も邪よこしまな表情を作った。


    「おっめえも、しつっけえなぁ！　もう飽きたっつってんだろ！　とっとと死ねよ！」


    　魔女の激げき昂こうとともに、鏡という鏡から破壊光線が発射される。


    　その光線は、一点で交わり、凝縮されて王子に降り注いだ。


    　離れた場所にいる鳶丸ですら感じる強い熱量。付近の草や矢や来らいがぶすぶすと煙を上げ、燃え上がりはじめ、落ちていた刀の刀身が、[image: ]あめのようにぐにゃりと曲がりだす。


    　強い光に包まれて王子の身体からだは、一瞬にして消滅したかと思われた。


    　が、そうはならなかった。


    「あん？」


    　魔女が不審を下げ卑びた声で表わした。


    　超高温の熱の中心に、さらに光り輝く人ひと形がたが存在する。


    「な、なにぃ？」


    　その人形は、王子であった。みすぼらしかった王子の身体が輝きを放っていたのだ。超高温の熱線以上の輝きを！


    「ど、どういうこと？　この熱線は、マントの小型バリアの限界値をとっくに超えているはず。部分的には、恒星の表面温度にも達しているのに……」


    　……ぴしり。


    　ふいに魔女の耳に届いてきたのは、鏡にひびの入る音だった。


    「何？」


    　一つだけではない。魔女を取り囲み、王子へと熱線を送り続ける鏡たちが、みな、がたがた振動し、ひび割れはじめたのだ。


    「どうして!?　どうして!?　まさか……鏡たちが、王子の美び力りよくを反射しきれず、オーバーヒートしている！　そんな！　この魔鏡たちは、王族の美び気きを計算して作られているのよ。こんな天文学的な数値の美力……」


    「美しさとは……」


    　ふいに光の塊と化した王子が口を開いた。いかな楽士も表現できぬであろう流りゆう麗れいな声色。魔女の肩がびくんと震ふるえる。


    　王子の衣服が全て燃え上がり、光り輝くその裸身が露あらわになった。


    　長い脚。


    　細くしなやかな腕。


    　黄金に輝く、皮ひ膚ふ、瞳、頭髪。


    　引き締まった彫像のごとき筋肉。


    　それらの全てが、美、美、美、美、美を主張して輝きを放っていた。


    　王子は、今まさに至上の美の化身と化していたのだ。


    　いかなる鏡が、この美しさを映すことができるというのか。もはや王子の美しさは、ものを映すという鏡の能力の限界を完全に振り切っていた。この究極の美神の姿を模倣し映し出すことなど、いかなる名鏡、魔鏡、霊鏡を用いたとしても不可能である。
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    「美しさとは、容姿や衣装で作られるものではありません」


    　王子の言葉には、怒りも憎しみもない。ただ、真理を悟った者だけが持ち得る、達たつ観かんした美しさだけが存在した。


    　一歩、また一歩と魔女へと歩を進める。踏み出すごとに王子の輝きは、増してゆく。


    「ちょっ、やだ！　来ないでよ！」


    　首を振り、いやいやをしながら魔女が後あと退ずさる。その魔女のすぐ横の鏡が破裂するように砕け散った。それを追いかけるように次々と鏡が粉砕されてゆく。


    「……真の美とは、信念、愛、勇気、そんなもので無限に大きくなるのです。私は、今、光を得ました。だから私は起たてる。輝ける」


    　ふっ、と王子が微ほほ笑えんだ。


    　その微笑みの生み出す美の力が、突風となりさらに数十という鏡が破裂する。


    「噓うそ！　噓噓！　噓よぉ！」


    　間もなく王子は、魔女に触れんばかりの位置まで近づいた。


    　魔女の顔が上気し、赤くなる。


    「なっ……何？　何この感じ！　熱い！　熱い！　熱すぎるぅぅぅっっ！」


    「それが、光。それが、〈愛〉です」


    　膨大な美の力は、穢けがれた魔女の心すら魅了し、愛で満たしてしまったのだ。


    　次の瞬間、魔女の身体からだが火を噴ふいた。魔女の体内に生じた強烈な愛エネルギーが、炎と化して、魔女の身を焼きはじめたのである。


    「ぎやっ！　あづっ！　あづい！　愛あづいぃぃぃ！」


    　火に包まれて絶叫する魔女。その様さまは、さながら地獄の火炎獣のごとし。


    「あっ、あっ、あっ、あい！　あい！　あぁぁぁいぃぃぃぃー！」


    　哀れ！　魔女の愛情表現は、相手を壊し、殺傷せしめることであった。交尾後の蟷かま螂きりの雌めすのごとく、その身を焼かれながらなおも己おのれが愛する殿方を捕って食わんと、邪悪な魔女の本能のまま、獣けものの浅ましさで、王子へと躍りかかる。


    　びゅばっ！


    「あぎゃっ！」


    　魔女の鼻づらに、王子の拳がめり込んだ。いつ放ったのかもわからぬほどの高速拳。


    　王子が涼やかな目もとに微かすかな憐あわれみを込め、静かに首を振る。


    　直後。その顔が、かっ、と美の天罰神へと変化した。


    「そしてこれが愛の鞭むち！」


    　王子の両拳に無尽蔵の美び力りよくが集中される。眩まばゆい光を放ち、星雲のごとく渦を纏まといはじめる。


    「ぅ愛ぃっ！」


    　光の速度で、輝く王子の左拳が魔女の右胸へとぶち込まれた。


    「ぼべっ！」


    「愛愛愛ぃっ！」


    　腹へ。顎あごへ。鎖骨へ。次々と放たれる愛！


    「愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！　愛！」


    　超光速の両拳が無量大数の残像を描き、王子の腕を千にも万にも増殖して映す。


    　一打一打に圧縮された高熱の愛エネルギーが込められ、次々とぶち込まれる膨大な愛に、魔女の肉体が、許容量の限界に達しはじめた。魔女の身体からだは、破裂寸前の毬まりのごとく膨ふくらみ、体内にためこまれた愛の浮力に抗あらがいきれず、浮き上がりだす。


    「ぼっ、ぼう、ぼ腹なかいっば……」


    「哀れ魔女！　たったこれっぽっちの愛も受け入れきれぬのかぁぁぁぁっっ！」


    　怒ど号ごうとともに、王子は、渾こん身しんの美と愛を込め、彗すい星せいのごとく一拳を繰り出した。


    　超新星爆発を思わせる大光量が王子の拳を中心に迸ほとばしり出る！


    「あっ、あああああああああっ、愛っ、ぶっ、べっ、ぼぉぉぉぉぉぉー！」


    　それが魔女の断末魔の声となった。


    　魔女の身体が弾け飛び、衝撃波に遅れ、無音の轟ごう音おん波はが爆流する。


    　鳶とび丸まるの眼前が真っ白く染まった。


    　強い熱風に[image: ]あおられて、鳶丸の意識もまた白い光の中に沈んでいった。


    



    五


    　一定間隔で伝わってくる揺れ、そして土を蹴ける馬ば蹄ていの音に、鳶丸は、微睡まどろみから覚めた。


    （温かい……）


    　まず、そう感じた。


    　眠くぼやける眼を開き、上を見上げると、そこに王子の精せい悍かんな横顔があった。


    「王子様……」


    　呟つぶやくと、王子は、微ほほ笑えみを返した。


    「まだ寝ていなさい」


    　鳶丸は、王子の胸に身を預けていた。王子も鳶丸も一いつ糸し纏まとわぬ姿である。先ほどから感じていた温かさは、王子の体温だったのだ。


    　王子は、鳶丸を胸に抱き、白馬を駆っていた。


    　裸身の美青年と少年とを乗せた白馬は、何もない荒野をただひたすらに駆けていく。


    　この広い世界に鳶とび丸まると王子は邪魔する者もなく二人っきり。なんだかそんな心地がした。


    　今、まさに日が遠くの山に沈もうとしている。頬ほおに当たる夕方の風が気持ちよかった。


    「もう終わったの？」


    　鳶丸が聞くと、王子は、静かに頷うなずいた。


    「はい。全部、終わりました。だから安心してお休みなさい」


    　子を寝かしつけようとする親の優しさで、王子はそう言った。


    　鳶丸は、悪夢から覚めたばかりの子供のように王子にぎゅっと抱きついた。


    　その温もりにひどく安心感を覚えた。


    「ねえ。王子様。一つ聞いていい？」


    　甘えるような声で鳶丸は聞いた。


    「なんです？」


    「姫っていったいどんな人なの？」


    　ずっと聞きたかった。


    　初めて王子と出会った時、王子は、鳶丸と姫とを間違えた。だが、鳶丸とは、似ていないのだという。


    　想像しようとすると浮かんでくるのは、あの魔女の忌いまわしい顔ばかりなのだ。
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    「王子様の婚約者なんだから、すっごくきれいで天女みたいな人なんだろうな」


    　それを聞いて王子は、ははっ、と声を上げて笑った。


    「違いますよ。普通の。ごく普通の女の子です」


    「え？」


    「やきもち焼きで、すぐ臍へそを曲げて、よく怒るし、よく泣く、そして素直じゃない……」


    　そう言っている王子は、なんだか楽しそうだった。


    「でも、本当は、優しくて、芯が強くて、愛のある人。……そう。鳶とび丸まるみたいな人です。はじめ、私が鳶丸と姫とを間違えたのは、きっと姫と鳶丸の心の形がよく似ていたからでしょうね」


    　鳶丸の胸に何かぽっと灯ひのようなものが灯ともったような気がした。


    「王子様は、本当に姫が大好きなんだね」


    「ええ。大好きです」


    　不思議と嫉しつ妬と心は、湧わいてこなかった。なんだか無邪気に人を愛する王子の温かさが、自分に移ったような気がした。


    　とても幸せな時間だった。


    　そう思うと、なんだか眠くなってくる。瞼まぶたが重く、うつらうつらとしてきた。


    「さ。鳶丸。もう寝なさい。目を覚ませば悪い夢は終わっていますよ」


    　王子の大きな掌てのひらが、鳶丸の頭を優しく撫なでた。


    　眠りたくなかった。


    　王子と二人、この時間をもっともっと長く過ごしていたかった。


    　だが、全身の疲れと、王子の心地よい胸の温かさに抗あらがうことができない。


    　そのまま、鳶丸は眠りの淵ふちへと落ちていった。


    　夢現の中、微かすかに王子の声が聞こえる。


    「鳶丸。さようなら。貴男あなたは、ここで生きなければならない……」


    　それが、王子との別れとなった。

  



  
    終章　王子後夜


    



    一


    　飢き餓が城じようの事件の後、国の外れで、骸むくろとなっている真ま壁かべ弾だん正じようが発見された。


    　死因は、餓が死し。


    　城を追われ国内を彷徨さまよったあげくの野の垂たれ死にである。戦国の梟きよう雄ゆうとして猛威を振るった飢餓城城主の末路は、自身が餓うえて死ぬという惨みじめなものだった。


    　その翌日、この国に久方ぶりの雨が降った。


    　思えば、たくさんの人が死んだ。


    　その雨は、死んでいった人たちの涙のような気がした。


    　なんであれ、その雨は、長く続いた飢き饉きんの終わりを告げる雨となった。干ひ上あがっていた河川には、水が満ち、民は、農耕を再開することができたのだ。


    　真壁弾正のいなくなったこの国は、切り取り勝手となり、東西の国々にあっという間に吸収されてしまった。


    　新しく飢餓城に入ったのは、管領家の武将の一人だった。


    　名君とはいえないまでも、真壁弾正のように民を迫害することはなく、慈じ悲ひ深い領国経営を行って、民の評判も決して悪くない。


    



    　あの日、目を覚ますと、鳶とび丸まるは、自分の小屋に寝かされており、そこに王子の姿はなかった。


    　鳶丸は、国じゅうを走り回り、王子を捜したが、その美しい姿は、どこにもなかった。


    　鳶丸は、悟った。


    　（王子様は、姫を捜しに行ってしまったんだ）


    　寂しくないと言ったら噓うそになる。


    　だが、不思議と落ち込まなかった。


    　来るべき時が来たのだ。


    　ただ、そう思った。


    　そう思えたのは、最後に王子がくれた胸の温もりが残っていたからかもしれない。


    　翌日、鳶丸は、蘭らん平ぺい寺じとその下の村のあった場所へと行ってみた。


    　鬼たちによって滅ぼされた村は、ひどいものだった。


    　炭化した農家の瓦が礫れきが散乱しており、人々が必死で開かい墾こんした田んぼや畑は、見る影もない。


    　鬱うつ々うつとした気持ちで、歩き回る鳶丸の耳に風にのって子供の泣く声が聞こえてきた。


    　見れば、ひとりの童わらべが、瓦礫と瓦礫の間に座り込み、大声で泣いていのた。


    「どうしたの？」


    　鳶とび丸まるが側に寄って語りかけると、童わらべは、泣きやんで、怯おびえた顔をした。


    　鳶丸は、理解した。


    　先日の惨さん事じを生き延びた子供だろう。両親を失い、一人取り残されてしまったのだ。


    　鳶丸が手を伸ばすと、童は、がたがたと震ふるえる。


    「大丈夫。光があれば人は起たてるよ」


    　そんな言葉が、自然と、鳶丸の口をついて出た。そのことに、鳶丸自身が驚いた。


    　しばらく童は、鳶丸に近づくことを躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて恐おそる恐ると近寄ってきて、その腕の中に入った。


    　鳶丸は、その少年の頭を優しく撫なでてやりながら、先ほど口にした言葉を再び呟つぶやいてみた。


    「光があれば、人は起つ……か」


    



    　一ひと月つきが経たった。


    　鳶丸は、二十人ほどの子供たちに囲まれて暮らしていた。


    　みな、真ま壁かべ弾だん正じようや近隣の戦いくさによって両親を亡くした子供たちである。鳶丸は、そんな孤児たちを集め、蘭らん平ぺい寺じのあった場所に小さな村を作っていたのだ。


    　──光があれば人は、起つ。


    　王子がみなの光になったように今度は、自分がこの子供たちの光になってやろう。


    　そんな想いがあったのかもしれない。


    　だが、それは並大抵のことではなかった。


    　木材を集めてきて、子供たちの住む、小屋を建てる。荒れた大地を開墾し、田畑を作る。しかも、夜になれば野盗が徘はい徊かいし、大勢の子供たちを連れて、隠れねばならない。


    　とても鳶丸一人で成し遂げられることではなかった。


    　（自分は、王子様みたいになれないのかな……）


    　疲れ切った夜、鳶丸はたびたびそう思った。


    　鳶丸には、王子様のような不思議な魅力や、迷いない決断力もない。こんなことを続けていても自分には、無理なんじゃないだろうか？


    　だが、ふと我に返ればそこに、子供たちの笑顔があった。元気に飛び回り、喧けん嘩かし、泣き喚わめく、幼い命があった。


    　（守らねばならない）


    　それは、重荷などではない。鳶丸を奮い立たせる原動力になった。


    　（そうか。おいらにとって、あの子たちは光なんだ）


    　自分だけが無理に光になる必要はない。互いが、互いを照らす光になればよい。人を愛し、愛されればよい。


    　実に簡単なことだった。


    　かつて、自分一人で生きようなどと考えていた己おのれがなんだか、とっても青あお臭くさく感じられた。


    



    　さらに一年が経たった。


    　鳶とび丸まるの村は、今、八十人ほどに増え、泣いてばかりいた子供たちも、もう立派に鳶丸の手伝いができるようになっている。


    　村は、豊かだった。


    　かつての大だい飢き饉きんは、もう去り、赤土をのぞかせていた荒野は、戦火の傷を癒やすように一面の草原へと変わっている。水田には、稲穂が生はえ、子供たちが笑い合いながら、作業をしている。


    　他国では戦いくさの[image: ]うわさが絶えないが、この村は平和そのものだった。


    　ある日、村に数人の孤児が、転げるようにやってきた。


    　みな全身に無数の生傷を負い、ひどく餓うえ、痩やせていた。


    「いったいどうしたの？　どこから来たんだい？」


    　孤児たちは、鳶丸の優しい言葉を受け、顔を涙に歪ゆがませる。


    「俺たちは、故郷の国から逃げてきたんだ」


    「故郷から？」


    　おおよそ察しがついた。隣国では未いまだに飢饉が続いていると聞く。飢饉に加え、戦による増税で、他国の農民は、疲ひ弊へいしている。


    「お父とお母は、侍に殺されちまった。大人たちは、みんな侍にへこへこして何もしようとしない。誰も俺たちを助けてくれない」


    　鳶丸は、孤児たちの頭を優しく撫なでてやる。


    「大丈夫。光があれば人は起たつよ」


    「光？　そんなもんあるもんか！」


    　孤児が鳶丸の手を払いのけ、きっ、と目を鋭くさせる。その視線を柔和な笑みで受け止め、鳶丸は言った。


    「あるよ。本当だよ。きっと君の国にも光は来るよ」


    　鳶丸は、遠い目をした。


    



    二


    　某国某村。


    　飢饉と圧政とに苦しむこの村に悲痛な叫びが上がった。


    「ひぃぃぃっ！」


    「どうかっ！　どうかご勘弁を！　本当です。もう本当に納められる米はないのです！」


    　数人の荒々しい武者が、年若い村娘の黒髪を掴つかみ、村の中央へと引きずっている。それを涙ながらの懇こん願がんとともに、追っていくのは、娘の両親と思われる二人の老男女。


    　家々の戸の隙すき間まから、怯おびえた目でその様子を他の村人たちが見守っている。


    「噓うそじゃ噓じゃ！　農民どもは、噓つきじゃぁ！　聞きたくない聞きたくない！　わしは、[image: ]だまされんぞ！　どうせ、どこかに隠しておるのじゃろぉ！　とっとと出せ！　出さねば、この娘をたたっ斬きるぞぉ！」


    　ああ……、と言って老人たちはくずおれた。


    　度重なる飢き饉きん。強硬な年ねん貢ぐの取り立て。農民たちは絶望していた。


    　この地獄の日々に終わりはないのか。


    　自分たちを照らす光は、この戦国の世に存在しないのか。


    　自分たちは、生涯、この闇やみの中で生きねばならぬのか。


    「ああぁぁー！　もう何もかも信じられぬ！　農民信じられぬ！　拙せつ者しや、農民不信じゃぁ！　娘殺す！　娘殺すぅ！」


    　武者が、刀を抜き放ち大きく振り上げた。


    　その時。


    「悪行は、おやめなさい」


    　凜りんとした声が恐怖に震ふるえる村に谺こだました。


    　人々は、不思議な吸引力とともに、声のしたほうへと目を向ける。


    　そこに、砂塵に塗まみれた合かつ羽ぱを纏まとい、深ふか編あみ笠がさを被かぶった人物が、風に吹かれながら佇ちよ立りつしていた。


    「姫を捜して旅してみれば……この地にも、やはり悲しみは満ちている……」


    　武者たちが、わらわらと、動いて男を取り囲む。


    「何もんだ、てめえっ！」


    「私ですか？」


    　男は、纏った合羽と笠とを引っ掴み一気に天に投げ上げる。


    　ぱっ、と光が迸ほとばしった。


    　おおっ！　そこに人々が見た姿！


    　純白の合羽を靡なびかせ、光膜を纏うた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美び麗れいな姿！


    　端正な顔には、迷える人々を導かんとするがごとき無限の慈いつくしみが浮かび、天空へ向けて掲げられた刀には、地上の諸悪を平定せんという勇ましさが漲り[image: ]あふれていた。


    　雲間より光が差し込み、その人物を照らす。暗あん澹たんとしていた雲が不思議に形を変え、無数の薔ば薇らの花と天女のごとくなってゆく。これは、錯さつ覚かくか？


    「光が悲しみに染まるなら、私は、それを守ります」


    　穏やかな一言だった。


    　その一言が、爽さわやかな風のごとく村じゅうへと吹き渡った。


    　人々の鬱うつ々うつとしていた胸の内に、温かく燃え立つ何かが湧わき上がって来る。


    　凶暴な武者たちの顔から、みるみる悪意の色が消えてゆく。代わって浮かんで来たのは、少年のように純朴な顔。


    　武者は、憧れるように呟つぶやいた。


    「き……綺き麗れいだぁ……」


    　武者の手より、ぽろりと刀が落ちた。


    「おめぇ……いや、あなたは、いったい……」


    　男は、微笑ほほえんでこう言った。


    「私は、王子。光の国の王子です」


    　人々は、知った。


    　闇やみに包まれた日々の終わりを。


    　勇者の、救世主の、光の出現を。


    　誰かが、感動とともに声を漏もらした。


    「王子……降こう臨りんっっっ……[image: ]」

  



  
    あとがき


    



    「王子降臨」という言葉をネットで検索すると思いのほか多くヒットする。


    「ハンカチ王子降臨」「ハニカミ王子降臨」「流し目王子降臨」「カミカミ王子降臨」「下ネタ王子降臨」「腹黒王子降臨」「破壊王子降臨」などなど。どうやら〈王子〉の降臨を目撃した人々が、感動と驚きよう嘆たんを込めてブログやツイッターにその体験を報告しているようなのだ。


    　現代日本に、これほど多種多様な〈王子〉が、存在し、今なお降臨し続けている。これは、驚くべきことではないだろうか？


    　実をいえば、僕も王子と出会ったことがある。


    　かつて僕が、某劇団の研究生をやっていた頃。とある商業演劇に先輩数人と客演した時のことであった。


    　元がん来らい不器用な僕は、演目の中にあるダンスをいつになっても覚えられず、先輩方に怒鳴られる日々を送っていた。連日の飲み会。その幹事を務める重責。睡眠不足。ハードな身体訓練……。心身ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの中、僕が、独り稽けい古こ場ばで苦手なダンスの練習していると、唐とう突とつに素敵な声が掛かったのである。


    「てっしー（筆者のことである）。こうやるんですよ」


    　はっ、として振り返れば、そこに、光気を纏まとった一人の美男子が立っていた。


    　すらりとした八頭身の肢体。中性的で、日本人離れした彫の深い顔立ち。絶世の美び貌ぼうである。


    　その人物は、今演目で主役を演じられる方──すなわち主演男優であったのだ!!　僕のような下げ賤せんな研究生が声を掛けていただくなど、本来ならば、ありえないことだった！


    「さ。こう踊るのですよ。やってごらんなさい」


    　あろうことか、その方は、汚らわしい僕の手を取って、ダンスを教えはじめたではないか！


    　薄汚い醜ぶ男おとこ（筆者のことである）の胸は、高鳴り、頬ほおは紅潮した。


    （ああ。〈王子様〉だ！　この方は、我々、地上人とは違う！　王子様が降臨された！）


    　夢のような時を過ごした僕は、「てっしー頑張ってね」と去っていく王子様の高貴な後ろ姿に見み惚とれながら、そんなことを思ったものである。


    　それが僕の王子初体験であった。


    　果たしてこの〈王子〉なる存在は、何者で、いったいいつ頃からこの日本国に降臨しはじめたのであろうか。


    　その秘密を解き明かさんという思いが、今作品執筆の動機となった。すなわち、日本国における〈王子〉の起源を探ることこそが、この本の目的なのである。


    　王子に関する史料は、極めて少なく、また、後世の創作と思われるものも多い。僕の王子研究は、たいへんな困難を極めた。


    　だが、僅わずかな史料を検討した結果、最初にこの日本に〈王子〉が降臨したのは、中世戦国期の岐き賀が（現、岐賀市西岐賀町）であったと確信するに至った（紙数の都合上、その根拠をここに記しるすことのできないのが実に残念である）。


    　僕は、岐賀市に赴き、今作品の登場人物、鳶とび丸まるの子孫であるという森もり山やま鳶とび次じ郎ろう氏（岐賀市郷土史料館館長にして、『岐賀市史・中世編』の編者）にお話を伺い、貴重な史料の閲覧を許可していただいた。その中の『森山家記』『岐賀文書』には、多くの〈王子〉に関する逸話が載っており、たいへん参考になった。


    　それらの逸話の中から、できるだけ荒こう唐とう無む稽けいなものを除き、事実であると思われる部分だけを抜粋し、今作品は、執筆されたのである。


    　驚くべし!!　すなわち、この作品は、史実なのだ!!


    



    　さて、この本を出すにあたり、森山鳶次郎氏はじめ、たくさんの方に助けられました。


    　この愚作を受賞させて下さったガガガ文庫編集部の皆様。特別審査員の賀東招二先生。


    　新宿の居酒屋で、一緒に日本酒を飲みながら作品について語り合って下さった担当の小山様。


    　素敵すぎる王子を描いて下さった（王子の風ふう貌ぼうをイラスト化できるのは、きっとこの方だけでしょう!!）ｍｏｖ６５９ムコキュー様。


    　そして、この日本に存在する無数の王子様たちに感謝しながら、このあとがきを終えたいと思います。


    　それでは、またお会いできる日を楽しみにしております。


    
      手代木正太郎　　

    


    



    



    
      ※編集部注　このあとがきも含め、本作品はフィクションです。

    

  



  
    手代木正太郎


    Syotaro Teshirogi


    



    １９８１年宮城県松島町出身。深夜のとんかつ屋アルバイト。油絵、芝居のチラシ描き、劇作、役者、舞台演出など、節操なく色々やっております。現在、〈王子様〉の足跡を追って、日本中を旅してまわっています。〈王子様〉の謎を解き明かす日は、間近です。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    王子降臨


    



    ２０１３年７月26日　電子書籍版発行


    著　者　手代木正太郎


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　小山玲央


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１３年７月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸSYOTARO TESHIROGI 2013　ISBN978-4-09-451423-0


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/cid-07708.png





OEBPS/Images/i-0069_01.png





OEBPS/Images/cid-07962.png





OEBPS/Images/cid-07635.png





OEBPS/Images/cid-07821.png





OEBPS/Images/i-0083_01.png





OEBPS/Images/i-0004-0005_01.png





OEBPS/Images/i-0107_01.png





OEBPS/Images/i-0179_01.png
9

)
& 4 i
> 'f\“’






OEBPS/Images/cid-07642.png





OEBPS/Images/i-0043_01.png





OEBPS/Images/cid-07634.png





OEBPS/Images/i-0002-0003_01.png





OEBPS/Images/cid-07722.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		序章　王子前夜



		第一章　王子出現



		第二章　王子来訪



		第三章　王子暗殺



		第四章　王子巡国



		第五章　王子再会



		第六章　王子出陣



		終章　王子後夜



		あとがき



		奥付











OEBPS/Images/cid-07735.png





OEBPS/Images/cid-07972.png
1





OEBPS/Images/i-000a.png
N

GAGABA






OEBPS/Images/i-0006-0007_01.png





OEBPS/Images/cid-07728.png





OEBPS/Images/i-0291_01.png





OEBPS/Images/cid-08000.png
I





OEBPS/Images/i-0008_01.png
M HE R smeEy | ,

®EE
CREE e
B K
% e

TI
-
TI
RN S
_.I
-
TI

seEEaa e

A
.





OEBPS/Images/cid-07679.png





OEBPS/Images/i-0135_01.png
>(

77 ;\ / -~ A
’ ~ ‘W@
h\‘\‘\\é&'@@\

4
d






OEBPS/Images/cid-08003.png
Ny





OEBPS/Images/i-0209_01.png





OEBPS/Images/i-0263_01.png





OEBPS/Images/cid-07975.png





OEBPS/Images/i-0241_01.png





OEBPS/Images/cid-07753.png





OEBPS/Images/cid-08266.png





OEBPS/Images/cid-07690.png





OEBPS/Images/cid-07829.png





OEBPS/Images/cid-07790.png





OEBPS/Images/i-0027_01.png





OEBPS/Images/cid-07676.png





OEBPS/Images/i-0285_01.png





OEBPS/Images/cid-07772.png





OEBPS/Images/cid-07688.png





OEBPS/Images/i-0001_01.png
tlut et B

=
=

6C9AOU:— yy i






OEBPS/Images/i-0009_01.png
LS » m2 MO o B2 8

= - ERABo g EomRESRMEN
& = B BN U LR 10 B RSV S10°
= R I N— KB QI RISV E S0 QR EEIE®
TLEO8 BRARSE RO Hon kR
= Ll Tk — EWEOEH° BRI OB MO
nA ﬁ ............... M OES < ENER S MEUROHDL°
o o S HEE RO » VU EOHOEEH

T @

¢






OEBPS/Images/s_3amadare.png
1





